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「っ、は……ッ」

「声は出さないでください。親父さん達に聞かれますよ」

　間接照明が淡く自分の部屋の輪郭をぼかしている中、耳朶を裏から舐めるように彼が優しく叱責する。

　視界が覚束無いのは薄暗がりのせいだけではない。

　体を占める快楽の波が、意識を凌駕しようと絶え間なく襲い来る。

　桜さく來らは必死になけなしの理性を保とうと、閉じかかる瞼の隙間から目を凝らした。が、眼前に映るのはもう少し細くならないかと願ってやまない自身の脚が震えているだけ。

　そして、その両の太股が背後から伸びる長い脚に掛けられて、羞恥への配慮などなく強制的に開かされている。

　ベッドの上で逞しい体に背を預け、全体重を委ねて与え続けられている快感にビクビクとひくつくばかりだ。

　温かな腕に抱きしめられ、すでに濡れそぼった蜜壺が綺麗な指によって捏ねられくちゅくちゅと粘着質な水音を奏でていた。

　その指が桜來のピンク色の花弁を広げ、熱く濡れた無法地帯では、彼の中指が楽しそうに蜜を掬っては秘種に塗り付けている。

　ぷっくりと膨れ上がったそこは、ぬるりとした感触で転がされる度、波紋を広げるようなびりびりとした刺激を全身に送り出す。

　それがあまりに生々しくて直視できずに顔を背けると、塞げない耳元で低い声が意地悪に囁いた。

「せっかくお手伝いしているのですから、ちゃんと見ていてください」

「……ッ」

　男声にしては差程太さのない繊細さを孕む低音。

　お腹の底に響いてくると思うのは錯覚だ。

　彼に施される性的な行為が、快感を伴い子宮に熱を持たせているから、キュンキュンと締め付けてそう感じるだけ。

　湯上りにせっかく身につけたブラジャーは、何の意味もなさない状態で、晒された豊満な胸の頂点が暗い天井に向かい主張を強めていた。

　こうやって彼に施される行為には、溺れて久しい。

　恋人同士でもないのに、毎夜体は彼に弄られるままに快感を味わい尽くす。

　拒否どころか、むしろ無い日の方が切なくなるほどに嵌まっていた。

（明日も仕事なのに、こんなにクタクタになるまでされて……いやらしいのは私の方だ）

　なけなしの理性が、俯瞰に淫らな自分を見る。

　だけど、下肢に触れる手を止めないまま尖った乳首を指の腹で意地悪に転がす彼の行為をやめてほしいとは思わなかった。

　強く触れられているわけではないのに、鋭敏な先端はゾクゾクとした悦情を下肢へと送り込む。

「や……だめ……っ」

「何がですか？」

　そう口にしたものの、自分でも何がいけなかったのかよくわからない。

　彼の質問に答えられないほど熱に揺れる意識は朦朧としている。

　この関係がどうだとか今は一切考えず、ただただひたすらに気持ちがいいことに溺れていたい。

「ふ、……ぁ、ッ……」

　声を出してはいけないと言われているのに、手の甲では塞ぎきれない嬌声は情けなく零れ落ちた。

「そろそろですか？」

「ン……ッ」

　それが合図とばかりに、膨らみきった蕾が執拗に捏ねられる。

　それまで穏やかに広がっていただけの快感は、突如として荒々しい波に打って変わる。

「ひぅ……ッ！」

　堪えようとした声は悲鳴のようにくぐもって響いた。

　それでも構わず、彼の指は桜來の悦情を押し上げるように弾けんばかりの蕾を捏ね回す。

　もう自分では制御できない体は、背後に構える彼にすべてを委ねるしかない。

「ぁ……ッ、も……」

「いいですよ」

「ッ、あ……！」

　鼓膜を震わせる優しい声がトリガーとなり、限界を迎えた蕾が体の内に向かって大いに弾ける。

　体は頭の先から爪先まで、隅々に渡り情欲の火花を激しく散らした。

　思考の全部を弾かれ、最高に気持ちのいい瞬間だけにズブズブと浸りゆく。

　その余韻に堕ちる体は、彼の腕に優しく抱きとめられた。

「気持ちよかったですか？」

　聞かなくてもわかっているはずなのに、毎回わざわざ訊ねてくる彼は律儀なのか、それとも桜來を羞恥に染めようというのか。

　体の震えに紛れて小さく頷くと、彼は満足した溜め息を吐いた。

「ゆっくり休んでください」

　ベッドからひとり抜け出る彼は、桜來を横たえふかふかの布団で包む。

　かろうじて掴まる意識で、視界に映る彼を見上げる。

　優しい黒の瞳は愛おしそうに細められ、その恍惚とした笑みに安心感が広がった。

「おやすみなさい、お嬢」

「ん、おやす、み、鷹たか矢や……」

　大人しく瞼を下ろす桜來の傍で、彼は頭を撫でる。

　大きな手のひらのぬくもりに落ちるように、無防備な意識が一気に遠のいていく。

　体のだるさも相まって、桜來が眠りに落ちるのは数分もかからなかった。







【１】 甘い日課








　都内有数の高層ビルが建ち並ぶオフィス街。

　オフィスビルの二十二階から二十五階まである【株式会社ブロッサムホークス】のフロアの一角で、能のう上がみ桜來は今日も業務に勤しんでいた。

　桜來が勤めるこの会社は、ウェブ広告の打ち出しやサイト運営を軸にした起業八年目のシステム開発のベンチャー企業だ。

　社長である右う京きょう鷹矢を中心に開発した新たなＳＮＳプラットフォームサイトは、ライブ配信の手軽さを売りに破竹の勢いで若いユーザーを獲得している。

　桜來はプログラミングやシステム開発などには手を付けられないが、経理課の一員としてそれなりに責任のある業務に当たっていた。

「能上さん、この案件の請求、社長担当なんだけどお願いできる？」

　領収書の打ち込みをしているところに、横から椅子を滑らせて声を掛けてきたのは、経理課課長だ。彼女は桜來の頼れる上司。二人の子どもを持つバリキャリワーママだ。

「オッケーです。注文書引っ張りますね」

「よろしく」

　ＰＣの共有フォルダから【右京鷹矢】と名前の付いたアイコンを見つける。

　見慣れた名前に、桜來はいつだって鼻が高いような気持ちになる。

　今日も今日とて、彼の役に立つ仕事ができているのが、社会人になった桜來にとっては大きく胸を張れることなのだ。

　それと同時に、昨夜もまた彼に施された淫猥な記憶が蘇る。

（昨夜はすごく意地悪だった……）

　耳元で囁かれた言葉が羞恥を招き、鼓動が乱れて画面に並ぶファイルを開く指を震わせる。

　だけど、ここは会社だ。不埒な感情は押し退けて、マウスをクリックした。

　大手製薬会社に納品した新システム導入の請求書を作成しなければならない。

　縁の下の力持ちとまではいかないが、他の社員の手が回らないような業務を任されていることを桜來は自負している。

　彼の足手まといにだけはならないよう、与えられた業務は全うすることが桜來の矜持なのだ。

　退社時刻。桜來はいつものように地下駐車場へと足を運ぶ。

　一日きつく結んでいた長い髪を解いて、エレベーターの前で軽く手櫛を通した。

　艶のある黒髪が背中に落ちると、腰はすっぽり隠れる。

　利用するエレベーターは、地下二階までは一般社員も出入りできるが、地下三階はセキュリティパスがないと降りられない。

　桜來はＩＣカードを操作パネルに翳し、さっとＢ３のボタンを押した。

　このビルに入っている各オフィスの上役しか使わないボタンだ。

　しかし、桜來は同僚に捕まらない限り、入社当時からほぼ毎日この場所へ降りている。

　あまりスタイルがいいとは思えない小柄な姿をエレベーターの鏡で見て、大きく丸い目に施したメイクのヨレを指先で撫でながら今日も一日お疲れさまと自分を労った。

　浮遊感が止むと、観音開きの扉が地下の閉塞的な空間を晒す。

　コンクリートに固められた地下と言えど、けして暗くはない。

　一切の不安なく踏み出すと、そこで待ち構えていた百八十越えの長身の彼が、恭しく頭を下げた。

「お疲れ様です、お嬢」

　今日オフィスで見かけたときと同じ、ダークグレーのスリーピーススーツを一糸の乱れなく着こなす。

「お疲れ様。鷹矢」

　頭を上げた彼は昨夜と同じように目を細めて、何の苦も無く桜來の持つバッグを受け取った。

　桜來をお嬢と呼びかしづく彼こそが、桜來が務める会社の社長だ。

　およそ齢三十五になるとは思えない潤った肌艶で、すっきりとした二重の目元と高い鼻梁が彼の精悍さを見せつける。

　半歩前を歩き、待機する黒塗りの車の後部座席を開けた彼のネクタイに光るタイピン。

　アメジストをあしらったそれは、桜來が初めてもらった給料で彼にプレゼントしたものだ。

　大学を卒業してからもう四年も経ったのかと思うと、やはり自分の年齢も呑気に口にできない。

　ありがとうと小さく口にして、白い革張りの後部座席に乗り込む。

　続いて回り込んで隣に乗ってくる鷹矢は、サングラスをかけたいかつい見た目の秘書兼運転手に「出してくれ」と声を掛けた。

　モーター音だけで車はゆっくりと動き出す。

　向かうは自宅だ。

「先日のお見合いの件ですが……」

　発進して間もなく鷹矢は神妙な面持ちで話し出したかと思うと、申し訳なさげに次の句を濁した。

「ああ、やっぱりだめだった？」

「はい、今日お断りの連絡が入りました」

「うん、そっか。仕方ないよね、縁がなかったってだけの話だよ」

　あっけらかんと言ってみると、鷹矢はかすかに胸を撫で下ろしたように口元に笑みを蓄えた。

「お嬢には、きっと相応しい方が現れます」

「そうかなぁ」

　社長である鷹矢が、桜來に敬語を使うのにはわけがある。

　彼は社長になるずっと前から、桜來の身の回りの世話をしてきた。

　桜來の父・勇ゆう蔵ぞうに拾われた鷹矢は、彼が十五の頃に桜來と出会って以来、彼女を守るべく四六時中そばにいる。

　会社の立ち上げも勇蔵の手助けあってこそのもの。

　鷹矢は返しきれないほどの恩義をもって、今日も桜來の監護役を務めているのだ。

「そもそもパパは娘を過大評価しすぎなんだよ。相手の人もどんないい女が出てくるのかって期待させられて、こんなちんちくりんな娘が出てきて絶対がっかりさせてるもん」

「お嬢は十分魅力的な女性ですよ」

「どうだろう。鷹矢もパパと同じくらいの贔屓目なんだから」

　コンプレックスは、どんなに周りが肯定的なことを言ってくれても、自分自身がそれを認められなければ長所にはなりえない。

　染めたことのない真っ黒の髪は重たく見えるし、長さがあれば余計に陰気に見られる。

　そういうイメージを変えたくて、美容室にカットとカラーの予約を入れたときには、鷹矢が真っ青になって秒でキャンセルの電話をしていたのを思い出す。

　百五十程度しかない低身長に似合う服なんて限られているから、雑誌モデルが着るような流行りものは敬遠しがちだ。

　今日だって、少しでも腰の位置が高く見えるようにと思って履いていたライトグレーのハイウエストパンツに、淡いイエローのカーディガンを合わせているが、これが桜來にとって精いっぱいの悪あがき。

　鏡を見るときは、いつだって前髪ぱっつんの何とも冴えない女子が立っているからがっかりだ。

「同い年で子どもがいる友達もいるけど、彼氏だっていたことないのに、その上結婚までなんてそうそう上手くはいかないよ」

　それもコンプレックスのひとつだ。

　生まれてこのかた恋人ができたことはない。

　モテない。

　まったくもってその一言に尽きる。

　人生に一度はあると言われている伝説のモテ期は、いつ桜來の身に訪れるのか。

　告白されるなんてボーナスイベントが、本当に現実で起こっているなんて信じられない。

　友人達は、告白しただのされただのと話しをしていたことはあったが、それを自分が体験する機会にはついぞ恵まれてこなかった。

　頬を染め楽しそうにしている友人達に、羨ましいと不貞腐れてみると、彼女達は口を揃えてこう言った。

『桜來には鷹矢さんがいるじゃない』

　周囲から言わせれば、桜來の迎えを欠かさない〝血の繋がらない兄〟の鷹矢がいるのだから、それ以上の何を望むのかと逆に羨ましがられる始末だ。

　タブレットに何やら書き込む鷹矢を横目に見る。

　終業時間はとっくに過ぎているのに、彼の仕事はまだ終わっていないらしい。

　車内の暗がりに浮かぶ白々しい横顔は、たしかに綺麗だ。

　俗にイケメンと呼ばれる部類に属する彼は、あの日からずっとそばで桜來を過保護に扱ってきた。

　一人っ子の桜來が幼い頃、家にやって来た鷹矢。彼が桜來に心を開いてからは、彼を本当の兄のように思い慕っていた。

　彼もまた、勇蔵の娘である桜來を丁重に扱った。わがままを言ってきたつもりはないけれど、何かと桜來を甘やかす鷹矢がそばにいてくれるだけで絶大なる安心感を抱いていたことは確かだ。

　桜來と鷹矢は赤の他人同士。だけど同じ屋根の下、一緒に暮らしているのだから普通の兄妹となんら変わりはない。

（鷹矢がそばにいることと、彼氏ができないことは関係ないと思うんだけどな）

　とは思いつつ、またしても昨夜のことを思い出してひとりどぎまぎする。

　鷹矢の指にはきっと媚薬のようなものが仕込まれているに違いない。

　彼の日課である桜來の髪の手入れ。濡れた髪を丁寧に乾かしてくれる度に、触れる指の感触に体が火照るのはお決まりで、いつからか植え付けられた性欲に火が灯される。

　しかもそんな桜來のもどかしさを悟る彼は、桜來の体が望むままに欲情を煽り、そして快楽の極みまで必ず導いてくれる。

　毎夜あんな淫らな行為をしていたとしても、桜來にとっては桜來を甘やかす優しい兄。

　その兄に、夜ごと受ける至極の時間は、本来なら恋人同士で満たすべき行為だということは、桜來も理解している。

　ごく自然に湧いた性の衝動に抗えず、自分を慰める行為に耽っていたある日。

　鷹矢にそれを見抜かれたあのときから、桜來の性的欲求を満たすためだけに行われている密事に、今ではすっかり沼堕ちしている。

「ん？」

　見ていたことがバレて振り向いてくる鷹矢に、どきりと胸が羞恥に弾ける。

「う、ううん、何も」

　きょとんとする彼に、あははと笑顔を作って昨夜の記憶を誤魔化した。

　素面の状態であれを思い出すとさすがに目を合わせられない。

　暗がりで顔色がわからないのがせめてもの救いだ。

　暖色の明かりが灯る家々を車窓に流しながら、ほどなくして和造りの長い白壁が現れる。

　壁沿いに回り込んだ車は大きな門の前に停車し、桜來と鷹矢を降ろしたあと、シャッターが自動で開いたガレージに停められた。

　二人は毎日揃って玄関までの長い石畳を歩く。

「夕飯、何にする？」

「たしかチーズと鶏肉があったと思うので、グラタンでも作りますか？」

「いいね、グラタン！」

　涼しくなった秋の夜風に晒され、外灯の明かりを潜りながらいつものように献立を話し合う。

　鷹矢の料理は絶品だ。

　どこかで習ったわけではなく、日々の積み重ねと兼ね備えていたセンスで腕前はピカ一だ。

　鷹矢は社長業をしながらも、毎日欠かすことなくキッチンに立つ。

　桜來の母・小さ百ゆ合りは夜の店を数店舗営んでいて、なかなか家事に手が回らない。

　鷹矢がやってくる前までは、父の舎弟の内の誰かが食事を持って来ていた記憶はある。

　勇蔵への恩義があるが故に、これまで食事の支度だけでなく、家事の一切を鷹矢は率先してやってきたのだ。

「ただいまー」

　一足の草履を残した広い和モダンの玄関。

　暖色の明かりの中一枚板の三和土を上がると、大きな伊万里焼の壺が高貴な姿で台座に鎮座している。

「おお、お帰り桜來」

　奥行きのある廊下の向こうから、父の勇蔵が紺の着流し姿で現れた。

　五十半ばを過ぎた彼はロマンスグレーの髪を後ろに流して、何やら余所行きの様相だ。

「あれ、パパ出かけるの？」

「ああ、今日はママの店の記念日だからな。遅くなると思う。鷹矢もご苦労様」

「お疲れ様です。ただいま戻りました」

　桜來たちと入れ替わりに草履を履く勇蔵は、以前から言っていた祝いの場へ出席するようだ。

「あ、じゃあ夕飯はいらないね」

「すまないな、桜來。それと、先日の見合いのことだが……」

「鷹矢から聞いてる。残念だけどしょうがないよ」

「彼なら桜來に合うだろうと思ったんだがな。今日のパーティーでもっといい縁談を見つけてきてやるからな」

「ありがと、パパ。いってらっしゃい」

　鷹矢と二人で出かける父を見送る。

「親父さんも、お嬢のために熱心ですね。このところ、手当たり次第に縁談を取り付けすぎかと」

「私が彼氏できないって愚痴っちゃったからだね。あんなに真剣に取られるなんて思わなかったけど、私ももう二十六になっちゃうし。パパが心配するのもしょうがないのかなとは思うよ」

　名家の屋敷のような日本家屋は、祖父の代から引き継いだ桜來の自宅だ。

　桜來の祖父は、能上一門を背負う組頭だった。

　祖父が現役の頃は、大勢の強面の舎弟たちがひっきりなしに出入りしていた。

　祖父が亡くなり、勇蔵が頭を継いだのだが、時代の流れなのか極道の世界も過疎化が進んで、抗争もほとんど起きなくなった。

　それに桜來が生まれてからというもの、勇蔵は愛娘の怖がるような面々を自宅に上げないようになってしまった。

　勇蔵の腑抜け具合に痺れを切らして、一門を抜ける者も大勢いた。それでも勇蔵について行きたいと思う者数名だけが今はたまに来る程度だ。

　明かりを照り返す長い廊下は、どこからも物音は聞こえず、二人の足音だけを引き連れる。

　すりガラスの引き戸の向こうは広いリビングだ。畳の間とダイニングキッチンはひと繋がりで、三十畳はある部屋は二人だけでは広すぎる。

　けれど、両親が不在でもこれまで淋しさを感じたことはない。

　今日のように鷹矢と二人で夕食を作ることもしばしばで、彼とは必ず食卓を囲んだ。

　二人分の夕食を作るためにキッチンに立ち、鷹矢と役割分担で取り掛かる。

　隣にいるとよくわかるが、鷹矢は手際がいい。逆に桜來がなかなか上達しないのは、きっと鷹矢が何でもやってくれるおかげだ。

　今でこそ必要なくなったが、桜來が学生の頃は毎日弁当までこさえてくれていた。

　冷蔵庫で見つけたブロッコリーをグラタンに入れたら、彩りのいいとても美味しそうな出来栄えに満足する。

「いただきます」

　大きなダイニングテーブルに横並びに席について二人揃って手を合わせる。

　向かい側は両親の席だが、いないのはいつものことだ。

　淋しくはない代わりに、桜來は自宅で鷹矢と二人きりのときは若干の緊張を覚える。

　それはそうだ。二人きりの夜はいつだって、誰にも知られることのない密事を繰り返しているのだから。

　この家は広いけれど、祖父の時代のような必要以上の人の出入りはもうほとんどない。

　昨夜のようなことは桜來の部屋でなくとも、今ここでそういう雰囲気になっても邪魔は一切入らないだろう。

　実際、食事の片付けのあと、キッチンで喘がされたことも一度や二度ではない。

　しかし、今鷹矢はグラタンを美味しそうに頬張っている。

　昨夜の記憶にどぎまぎする桜來の緊張など気づいていないようだ。

　毎夜の密事は癖になっていて、ふたりきりだという状況はどうしても淫らな期待を過ぎらせてしまう。

「海老を入れてもよかったですね。今度はシーフードグラタンにしましょうか」

　たっぷり入れたチーズをフォークで巻き取るなんてことない鷹矢の指遣いに、目がついていく。

　彼の指はとても綺麗だ。

　男らしく骨ばった部分はあるけれど、ゴツゴツとはしていなくて滑らかな輪郭で象られている。

　丸い爪は短く切り揃えられていて、唇についたチーズを拭う仕草は意図せず艶めかしさを纏う。

　その妖艶な所作で桜來を翻弄した昨日の就寝間際。

　思い出さずとも体に染み付いた感覚は、満たされた食欲の次に湧いてくる三大欲求のうちのひとつを呼び起こす。

「ブロッコリー欲しいんですか？　あげませんよ」

　じっと見つめていた先で、鷹矢が自分のグラタンを守る。

「べ、べつにいらないし」

　まさか昨夜のことを思い出していたなんて口が裂けても言えない破廉恥な思考に、動揺して言葉がもつれた。

「嘘です。そんなに拗ねないで。ほら」

　ブロッコリーを食べさせてくれる鷹矢に、素顔に口を開ける。

　チーズの絡んだそれを頬張ると、彼は嬉しそうに目を細めて微笑んだ。

「美味しそう」

　うっとりとした表情で呟いた鷹矢。

　桜來を代弁するというより、彼自身の感想のように聞こえたと思うのは気のせいだろうか。

「ん、美味しいよ」

「そう」

　強面だけれど優しい父は、いつも桜來のことを可愛がってくれている。

　夜の店にかかりきりの母とは月一で食卓を囲む程度だが、両親との関係は良好だと思う。

　休日に家族で出かけることもざらだ。

　そしてそこにはいつも鷹矢もいる。

　彼は家族だ。血の繋がりがないことは最初からわかっているけれど、桜來にしてみれば兄のような存在であることに違いない。

「今夜はふたりきりですね」

　じっと見つめられたまま、鷹矢が吐息を混ぜて呟いた。

「え、あ。う、うん」

　あまりに綺麗な瞳で見つめられるから、考えていることまで見透かされそう。

（ふたりきり、なんていつものことなのに……）

　彼に触れられた感触がよみがえり、腹の奥の方にじわりと熱を灯す。

　それに気づかれてしまわないよう、残りのグラタンを急いで平らげた。
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　食器を二人で片づけて、風呂を済ませた桜來は自分の部屋に戻って来た。

　タオルで髪を拭っていると、ドアがノックされる。

　どきっとする胸に気づかないふりをして「はい」と答えた。

「髪、やりましょうか」

　鷹矢がドライヤーを片手にやって来た。

「あ、ありがとう」

　小さい頃から変わらない彼の日課だ。

　彼はソファーに腰かけ、桜來はその足元にぺたりと座る。

　温風の低い音に心地よさを感じながら、大人しく髪を梳かれる。

　この時間は一日の中でも一番気持ちの落ち着くひとときだ。

「髪伸びましたね。少し毛先だけでもカットしますか？」

「うん、そうだね。ちょっと揃えたいかな」

「予約しておきます」

「うん、お願い」

　さらさらと乾いた髪に、櫛が通される。

　腰まである黒髪を、鷹矢は絹に触れるように優しく扱う。

　不意に首筋に鷹矢の指が掠めた。

「っ」

　しばしば思い出していた昨夜の感覚が如実に体を敏感にし、撫でられたような感触に小さく声を漏らしてしまった。

　背筋に駆け降りた甘い電流に気づかれないように平然を装ってみたけれど、彼には隠せなかったようだ。

「どうしました？　耳、赤いですよ」

「そ、そんなことな……」

　否定しようとしたそばから、鷹矢はソファーの上から桜來の肩に手を滑らせてきた。

「今夜は、ふたりきりですからね」

　さっきの夕食時よりもしっとりと囁く。

　その低い声の孕む淫猥な空気を感じて、思わず首を竦めた。

「……っ」

　彼の声に乗ってきた甘い熱が、お腹の底に送り込まれる。

　鷹矢の言いたいことはわかっている。

　何をしたいのかも。

　違う、そうではない。

　何かをしてほしいのは、桜來の方だ。

　なまめかしく肩を蠢いていた彼の手はやがて鎖骨を撫で降り、ふかふかのパジャマに包まれた大きめの膨らみを包み込んだ。

「ん……」

　上からゆっくりと胸全体の形を確かめる手の平。

　直接的な刺激は感じられないのに、焦らされるような痺れにじんわりと火照る体がもどかしくくねる。

　それを見かねた長い指が、胸の一番先を爪でカリカリと意地悪に擦った。

「あ、ん……」

「どうしました？」

　わかっているはずなのに、わざと聞いてくる鷹矢。

　その間も、布越しの摩擦は胸の先端に微弱な刺激を送り続ける。

　この場の空気はもうすでに素面を捨てている。

　食欲を満たした体が次に欲するのは、性欲だ。

（昨日もしたのに……私、また……）

　弄られているのは胸なのに、昨夜の新しい記憶がこの先を予見させ、座り込む下肢に湿った熱を焚き付けた。

　先端を擦りながら、鷹矢は胸の弾力を手中で犯す。

　形を変える二つの膨らみを抱き合わせ、桜來の体から力を奪い取っていく。

　ソファーに座る鷹矢の脚の間で、なされるがままの体は彼の膝に凭れてようやく座れている状態だ。

　少しずつ息が上がっていく。

　彼の太腿に頭を預けた桜來の無防備な上衣が、するするとたくし上げられた。

　のぼせだした頭は、状況を理解しているのに、それよりも体の奥に焚き付けられた熱に素直に従いたい欲の方が勝る。

　露にされた胸のレースのカップの中ではすでに、先端が苦しそうに解放を求めていた。

　それを悟る鷹矢は、ホックを解かないままカップを捲り下ろした。

　ふるんと躍り出る屹立した乳首。

　じわじわと与え続けられた刺激に素直に頭をもたげていた。

「ゃあ……」

「何が嫌なんですか？　今は俺しかいないし、こんなに苦しそうにしていたのを放ってはおけません」

　あまりに生真面目な言い方に、正当なことを言っているのは鷹矢の方だと思い込まされる。

　明るい部屋で桜來の胸の先が、桃色に火照り熟している。

　恥ずかしいのに、隠そうともしない自分も自分だ。

　だけど、鷹矢の言っていることが正しいのだから、体は素直に従うだけ。

　そこに刺激が欲しくて堪らなくて、息だけが激しく上がっていく。

「解放したのに苦しそうですね」

「っ……ん」

　ただただ晒されているだけの醜態に、まだ残る理性が羞恥をもたらす。

　彼の膝に顔を伏せることで、わずかに逃げられたような気がしたけれど、むくむくと呼び起こされる性欲は、太腿を擦り合わせてしまうほどまで膨らんでいた。

「お嬢？」

「ん……はぁ……」

（触ってほしい……）

　口にできない願望を、ひたすら浅い呼吸で耐える。

「どこか苦しいんですか？」

「……っ」

　鷹矢は今夜のような二人きりの夜になると、途端に意地悪になる。

　普段は父がいて、頭の上がらない彼は忠実な姿勢を崩さないのだが、今夜はその枷がいない。

　きっと帰りは母とともに朝になることだろう。

　こういうことはこれまでも何度もあった。

　この先にどんな密事が待ち受けているか知っているからこそ、期待と興奮が体の熱を下げさせないのだ。

「言わないとわかりませんよ」

　薄く笑う鷹矢は、自身の膝に埋もれる桜來の首筋をつうっと指でなぞった。

「あ……っ」

　いよいよ震えだす体が切なさに溢れだし、ほとんど泣き出しそうな声で桜來は乞う。

「さわ、って……おねが……」

　はあはあと肩で息をする桜來に、鷹矢はふふと満足げに笑って囁く。

「仕方ありませんね」

　言った途端に、天を向いていた乳首が両方同時にきゅんと摘まれた。

「ひゃぁっ」

　びくんと大きく引き攣る体から、悲鳴が押し出される。

　それに構わず、鋭意を極めた先端を捏ねる指に、恨めしささえ感じた。

「あぁ、あっ、んぁっ」

　きゅっきゅっと緩急をつけ、断続的に送り込まれる刺激に、お腹の底が大いに反応を示す。

　太腿を合わせた間で、女の種が熱く熟れ出しているのがわかった。

「可愛いですよ」

　胸を掬うように持ち上げられ、そそり立つ頂が照明の下でコリコリと転がされる。

「やぁ、あぁっ」

　絶えず与えられる刺激に、腰がひくひくと痙攣しだした。

　ショーツの中が、自分でもわかるほど熱と湿度を上げている。

　胸に紐づく下肢の性感帯が、直接触られていると錯覚して熱く高まる。

　もじもじと太腿を擦り合わせ、少しでももどかしさを軽減しようとしたのがいけなかった。

　それが逆に刺激を助長させ、余計に腰が止まらなくなった。

「あっ、あ……ッ」

「腰、動いてますよ。いやらしいな、お嬢は」

　耳から辱めを受け、それを引き金に、噴き出す性欲が抑えきれずに暴発した。

　弄られ続ける乳首の刺激に、耐え切れなくなった体が、内側から突き抜けるような快感を弾けさせた。

「んぁああっ」

　びくん、と大きく体を震わせ、照明ではない閃光がチカチカと視力を奪う。

「あ、あ……」

「乳首だけでイったんですか。エロい体ですね」

　鷹矢の膝に崩れ落ちた桜來はヒクヒクと体を引き攣らせる。

　絶頂の快感に、感情が幸せで満ち溢れる。

　何も考えられずに脱力したままでいると、鷹矢にそっと抱きかかえられる。

　さっきまでそこにいた彼に代わり、桜來はソファーに座らされた。

「今度はこっちですね」

　背もたれに体を預けて、跪く鷹矢をぼうっと見守る。

　腰を浮かされ下着とともにもこもこのショートパンツが足から抜かれた。

「ああ、もうこんなに……」

　溜め息を漏らしながら呟いた鷹矢は、優しく桜來の脚を開かせた。

　恥ずかしさよりも気持ちよさの方が勝った状態では、彼にこれから何をされるのかという考えに及ばない。

「イイ声、聴かせてくださいね」

　そう言い残し、鷹矢は開け広げられた桜來の股間に顔を埋めた。

　いきなり性感の最高峰に吸い付かれて、激しい快感と眩暈に襲われる。

「あぁぁぁっ」

　じゅる、じゅるとわざと音を立てて啜り上げられる女の種が、欲望のままに肥大する。

「やぁっ、あぁっ」

　大きくなればなるほど感度は強くなって、さらに刺激を感じるそれはまた赤く赤く熟れていく。

　桜來の反応を楽しむように、唇で秘種を啄んでは舌で弾く。

　いたずらな行為に湧くのは気持ちいいという感情だけ。

　もっともっと虐めてほしいと、桜來は鷹矢の頭を掻き抱いた。

「ぁぁっ、んぁあッ」

　喉を逸らし、感じるままに嬌声を上げる。

　舌全体で秘種を包まれ、ゆっくりと扱かれる。

　熱い舌が桜來の悦情を掻き立てているのに、同時に慰めてもいる。

　巧みに欲情を翻弄する彼は、舌の動きを止めず、晒したままの胸の先端に指を伸ばしてきた。

「んはぁっ、やぁぁッ」

　鋭敏に極まった性感帯を同時に責められ、さらなる快楽が桜來を襲う。

「ぃやっ、鷹矢ああッ」

　またしても体が悦に極まっていく。

　今度はダイレクトに性感帯を刺激されているから、あまりの気持ちよさに怖くなりいやいやと首を振って逃れようとする。

　しかし、そんなことで手離してくれる鷹矢ではない。

　何度も経験したことのある彼からの施しは、こんなものではないのだ。

「やっ、だ、め……ッ、イッちゃう……ッ」

　一度絶頂に昇り詰めた体が、再び駆け上げるのは容易いことで、瞬く間に限界まで突き上げられていく。

　両方の胸からの刺激と、膨らみ切った秘種の受ける凌辱が、桜來の羞恥を考えさせないうちに一気に性悦を弾けさせた。

「んあぁぁ……ッ」

　もう視界は何も見ていなくて、ただただ体に訪れた快感の嵐にひくつくばかりだ。

「あ……たか、や……」

「はい、どうしました？」

　口元を拭いながら、鷹矢が桜來の眼前にその優し気な顔を見せてくれる。

　震える体で彼のぬくもりを欲すると、鷹矢はソファーに座って桜來を抱きしめた。

「鷹矢……」

　こんな卑猥な密事を夜な夜な行っているなんて、誰に言えるだろうか。

　父は今夜もきっと、桜來の伴侶を見繕ってくるに違いない。

　娘の心配をしてくれているのはわかっている。

　二十六年間、恋人ができた例がないのだから。

　だけど、いつもそばにいてくれている兄のような人と、こんなことをしている女を、どこの誰が受け入れてくれるだろう。

「お嬢……」

　鷹矢の首根に回した腕に力を込めると、切なそうな声が返ってくる。

「まだ足りませんか？」

　違うと言えばそれは嘘だ。

　もっと気持ちのいいことをしてほしい。

　口にせずとも伝わったのか、彼の右手がまだ悦に濡れた秘処へ伸ばされる。

「ん……」

「本当にいやらしい体になりましたね」

　すっかり膨らみきった蕾を転がすように撫でられ、ぴくんと体が跳ねる。

　紅い膨らみの上で円を描いた指の腹が、割れ目をなぞり降りていく。

「っ、……ぁ……」

「ぐしょぐしょじゃないですか」

　そう言いながら、鷹矢の指が桜來の桃色に濡れた丘陵の谷間へと浸された。

「あ……ッ」

「力入れないでください」

「……っん」

　ぬるぬると周りの潤滑液を纏いながら、入り込んでくる中指。

　見るのは怖くて、鷹矢の胸に顔を埋めた。

「入りましたよ。大丈夫ですか？」

　口を開けば、そのままあられもない嬌声だけを零しそうで、こくりと頷くのが精いっぱいだ。

　桜來の頷きに了承を得たと、中に入った指がゆるゆると抽挿される。

　中で引き攣る指の感覚に、じんわりと漂ってくる快感の波。

「ん、あ……」

「もう一本入れますね」

　一度引き抜かれたところに、今度は窮屈そうに二本の指が入り込んできた。

　先ほどよりも快感を強める隘路が、桜來の呼吸を乱す。

「あん、あ……」

　ゆっくりと挿し入れられたかと思うと、上壁を擦りながら引き抜かれる瞬間に、それまでなかった強い刺激を感じた。

「んぁっ」

「ああ、ここでしたね」

　桜來の反応を見た鷹矢は、今度は中に入れた指に角度を付けて上壁を強くこすりだした。

「あっ、あっ、っ、そこ……ッ」

「ここ、よさそうですね」

「あぁぁっ、あぁッ」

　さっきの比ではない内側に直接与えられる激しい刺激に、グチュグチュと溢れる水音が嬌声に混じる。

　気持ちのいいことはもう十分してもらったはずなのに、貪欲な性欲は鷹矢に全部を委ねる。

　中を掻き回され、収まりきれない愛欲が彼の手を濡らして溢れだす。

「やッ、もうダメ……ッ」

　目いっぱいに乱され快感を刻まれた体が、あっという間に限界を迎える。

　その瞬間、鷹矢が強く抱きしめてくれる。

　彼の匂いに包まれながら、快感の象徴を噴き出す体は三度目の絶頂を見た。

「んぁああああっ！」

　鷹矢だけにしか見せない淫猥な雌の姿が、ガクガクと大いに震えあがる。

「ああ、今夜も凄いな。昨夜もあんなにしたのに、まだこんなに感じてくれるなんて」

「……ん……あ……」

　桜來の頭に頬ずりをする鷹矢の嬉しそうな声に、幸せな気持ちが心を満たす。

　彼が喜んでくれることは、桜來にとっても喜ばしいことだ。

　鷹矢には、ずっと笑っていてほしいから。

　力が入らないながらも、彼の笑みを見たくて顔を上げる。

　上がる息を整え、桜來を見下ろす瞳と視線が絡んだ。

「鷹矢……」

「はい」

　やんわりと返事を返してくれる彼は前髪の裾野で目を細め、シワ一つない美しい造形の顔を恍惚にとろけさせていた。

　胸がきゅうと締め付けられる。

　悲しさとは違うなんだか切ない感情が息苦しさを誘った。

　なのに、ささやかに速まる鼓動がとても心地好い。

　呼吸をやり取りできるほどの近さで見つめ合えば、彼もまた桜來を悦ばせることで満たされていると伝わってくる。

　互いを補完し合うふたりの関係に名前はない。

　家族だけど家族じゃなくて、ましてや恋人同士でもないけれど、ここには理由のない信頼がたしかにある。

　だからこそ、鼓動の落ち着かない桜來の目の潤みだけで感情が読み取られる。

「足りないんですか？」

　見つめ続けていた彼の瞳には、桜來の欲望は筒抜けだ。

　それそこまさに、信頼に足りえる関係があるからこそ。

「こんなにしてもまだ欲しいなんて、……本当に欲張りですね、お嬢は」

　仕方ないと呆れを込めながらも、鷹矢は口の端に笑みを浮かべる。

　彼の加虐心がそこに垣間見え、期待にふるりと体を震わせた。

「明日も仕事なんですから、ほどほどにしないと……」

　そうは言いつつも、鷹矢は桜來の両胸を背後から手のひらで包み込む。

「あ……」

「まだこんなに尖らせて、イヤらしい体ですね」

　天井を向いたままのピンク色の固い乳首が、鷹矢の指の間に両方同時に挟まれる。

「んあっ」

　胸全体をゆっくりと揉みしだきながら、刺激を感じる部分にちゃんと愉悦を教えてくれる。

　キュッと指に力を込められるたび、駆け下りる悦の電流に体がヒクついてしょうがない。

　散々弄ばれ悦情を散らしたはずの秘処は、かくかくと震える太腿の間に新鮮な愛蜜を滲ませてきた。

　胸の刺激だけでは到底足りなくて、力の入らない太ももを閉じて擦り合わせる。

「あ、っ、ん……」

　自然と腰がくねる。

　自身の動きに羞恥を感じながらも、淫猥な感情は昂った。

「そこ、もどかしいんですか？」

「は、ぁ……あ……」

　熱い溜め息を零す桜來の髪を退け、耳朶を舐る鷹矢にはお見通しだ。

　それなのに、胸を揉む手を止めようとはしない。

（胸ばっかりじゃ、なくて、もっと……）

　わかっているはずなのにしてもらえない。

　鷹矢の意地悪が顔を出すから、余計に淫欲が蓄積していく。

　それでもなお両胸から手を離さない鷹矢。

　先端への刺激は断続的に与えられていて、ますます淫らな欲求を膨らませる。

　擦り合わせる太腿の間ではいよいよヌチヌチとした泥濘の音が鳴り出した。

「ぁん、ン、っは……」

　溜まり続ける欲を解放してほしくて、体が悲鳴を上げ始める。

　このままでは泣いてしまいそうだ。

「そんなに苦しいなら、……自分で慰めてはどうですか？」

「っ！」

　鷹矢の極めて破廉恥な提案に、それを想像した体がびくんっと飛び跳ねた。

「ほら、いつかシていたみたいに」

　衝動的な性欲に抗えなかった大人になりきれていなかった頃。

　その衝動を知る鷹矢が、恨めしいほど意地悪になる。

「や……だ……」

　拒否をしてみせるものの、蓄積していくばかりの欲求は理性的な思考を薙ぎ払っていく。

「大丈夫、もうどんなふうに触れたらいいか知っているでしょう？　俺の手を想像して……」

　耳元で催眠術師のように囁く鷹矢に、思考とは裏腹に体が勝手に脚を開かせる。

「い、や……やぁ……」

　力ない声が形だけの拒否に震える。

　自分の意志ではないものに両手が動かされ、開いた脚の間へと伸びた。

「はぁ、っあ、っ……」

　肩で息をしながら、刺激を待ち侘びる秘処へ指先が触れた。

「ああぅッ」

　ねっとりと濡れた茂みの下で、大きく膨らんだ蕾が弾けんばかりに快感を味わう。

　意識が飛びそうなほどの快感から逃れたかったのに、自身の指は楽しげにその蕾を弄び始める。

「やあっ、ああっ、ああんッ」

「気持ちいい？　上手にできていますよ。でも、もっと感じるようにしないと」

　そういう鷹矢は、胸を揉んでいた手をようやく離して、桜來の体を撫でながら下へ向かう。

「ここはもう一方の指でしっかり広げて」

　桜來の手に自分の手を重ねて、指の動きを指導する。

　中指と人差し指が鷹矢の誘導に合わせて、ぐしょぐしょに濡れた柔らかな花弁を押し拡げる。

「いや、鷹矢……っ」

　自分の体を自分の指が暴いているという酷い羞恥から逃げ出したくなる。

「大丈夫です。怖くないから。ああ、そっちの指は続けて」

　蕾を捏ねていた手を思わず離すと、そちらの手にも誘導の手が重なった。

　しっかりと剥き出された蕾は、愛蜜を纏ってヌラヌラと卑猥に艶めく。

「さあ、これでもっと気持ちよくなりますから」

　導かれるがままに淫欲に膨らむ蕾に自分の指が触れ、欲しかった快感が大いに体を悦ばせた。

「ひ、ああぁっ」

　悲鳴のような嬌声を上げ、鷹矢の誘導に抗うことなく蕾を捏ねる。

「ああっ、やぁああっ、あぁんっ」

「そう、優しく。ゆっくりと、舐めるように」

　耳から甘く指導され、それを言い訳に従順な行為を遂行する。

　自分の指に広げられた秘処は自分でもわかるほど熱い愛蜜を涎のように垂らし、自ら与える快感にヒクヒクと震える。

　切なくも熱く昂る淫猥な欲望に、体は悦情を貪り食らう。

「気持ちいいでしょう。そのまま、続けて」

　そういう鷹矢は桜來の指導をやめ、さっきまで触れていた胸を再び手のひらで包み込んだ。

　続けてと言われ、彼の手に置き去りにされた淋しさを埋めるように、行為に没頭する。

「あっ、んあっ、はぁ、んん」

　蕾の膨らみを確かめるように、教えられた通りに優しく転がす。

　自分の快感は自分がよくわかっていて、一番気持ちのいい強さに焦点を合わせた。

「こっちも一緒にしましょうね」

「ん、あ……んっ」

　秘処の快感に意識を奪われていたところに、まだ尖りを治めていなかった胸の先端が今度は指先で摘まれる。

　ピリッとした刺激を与えられ、驚いた桜來は手を止めてしまった。

「はぁ、あ……」

　呼吸を乱して遠のいた悦楽から意識を連れ戻そうとすると、また乳首をきゅっきゅっと扱かれた。

「んあっ」

「誰がやめていいと言いましたか？　続けて」

　戒めるように胸の先を虐められ、下肢に悦情を送り込まれる。

　彼の甘い叱責に、桜來は逆に興奮してしまう。

　言われた通りにしなければいけない。

　でないと、叱られる。

　だから、ちゃんとしなければ。

　正当な理由付けをして、桜來はまた自慰行為を再開する。

　胸からの刺激と、秘処への行為におかしくなりそうなほどの快感に襲われた。

「ああっ、あっ、あんっ、ンはっ」

「もっと、……もっと高めて」

　胸の形が変わるほど揉みしだかれ、大きな膨らみ全体が性感帯のように感じる。

　体は激しく愉悦を求めて、気持ちのいい行為を助長する。

　教えられていないのに、自ら溢れる愛蜜を掬っては蕾に塗り付けた。

　ぬるぬると滑りをよくして感度を高めると、鷹矢は甘く褒めてくれる。

「いやらしいことするじゃないですか。いいですね。気持ちいいでしょう？」

「っ、うんっ、気持ちい……ッ、あぁっ」

　その行為が引き金となり、それまで耐えていた昇天への道に突き上げられていく。

「あっ、やぁ、あっ、イきそ……っ」

「自慰でイくなんて、本当にいやらしい」

「いやあっ、だって……ああっ」

　辱めの言葉を浴びせられたところで、行為を止められるわけもなく、激しさは増していく。

　ぬちゃぬちゃと自分から恥ずかしい音を掻き鳴らして、悦楽を追求した。

「ああっ、や、もう……イっちゃ……ッ」

「仕方ないですね。いいですよ。見ていてあげますから」

「っっ、あ……ッ」

　絶頂に極まる瞬間、鷹矢の腕に包まれている安心感が同時に押し寄せて、体の内から多幸感が爆発的に噴き出した。

「あ……あ……」

　びくびくんっと激しく引き攣った体が、瞬く間に崩れ落ちる。

　鷹矢がそれを受け止めてくれたかと思うと、そのままソファーに体を沈められて、未だ絶頂の余韻の残る秘処に、ずぷりと指を挿し込まれた。

「ゃ、あ……な、に……」

「ここから、もう一回イきましょうか」

　彼が何を言ったのか理解する間もなく、秘壺に埋められた鷹矢の指が音を立てて激しく抽挿を始めた。

「いやぁあああっ、ああああっ」

　まだ快感を極めている最中の秘壺は、彼を食い千切らんばかりに肉襞を引き絞る。

　それがまた性感を煽るから、気持ちよさがグチュグチュと淫猥な音を吐き出した。

「もっと、イって」

「やぁっ、ああんっ、アアアッ」

　絶頂から降りてこられず、頭を突き抜けるような快感に、嬌声を上げることしかできない。

　脳が性欲に乗っ取られて、昂ぶった快楽の満足をバグらせる。

　イき続けているのに、まだ欲しがる。

　鷹矢はきっとそれもわかっていて、壊れるのも厭わず桜來を中から揺さぶっているのだ。

「あんっ、たか、や……っ、鷹矢っ」

「お嬢……っ」

　壊そうとしているのに、壊れることを恐れるように切ない表情で見つめる鷹矢。

　喘ぐ桜來の頬を包み、彼は止められない自分に歯噛みする。

「鷹矢っ、鷹矢あっ」

　それを許したくて、彼の手に自分の手を重ねた。

「気持ちい……っの、もっとぉ……っ」

　部屋に散る淫猥な水音と、誰も理解し得ない信頼で成り立つ歪な関係が、ふたりを満たす。

　終わりのないような激情に揺さぶられ、どれが絶頂なのかわからないのほどの快楽に溺れる。

　ぐちゃぐちゃに搔き回される秘処は、続々と突き抜ける快感に激しく愛液を噴いた。

「んあっ、また……っ、イく……っ」

「イって」

「んあぁああっ」

　低く囁く鷹矢の声に合わせて、体が大いに悦びに駆け上がる。

　ちらちらと閃光を散らし、愉悦の海に意識が弾き飛ばされた。

　それでもなお、鷹矢は桜來を連れ戻し凌辱をやめない。

　桜來も彼から離れたくなくて、力ない手で汗に湿るシャツを握る。

「ああ、あ……もっと……もっと、シて」

　絶頂に昇りきったはずなのに、求めてしまう。

　気持ちのいいことは依存性が高い。

　中毒かと思うほど、彼に侵されるこの時間がたまらなく好きなのだ。

　だけど、快楽を追及してくれる彼とは鼻先の距離で呼吸を交わすのに、これまで一度だってキスはしたことがない。

　これだけ何度も激しい情欲に溺れさせられているのに、彼は少しも素肌を晒すことなく、体を繋げることもしない。

　鷹矢はただただ、必死にこの瞬間の終わりが来ないよう、桜來を快感に揺さぶり続けるだけ。

　終わらせないようにしていると思うのは、鷹矢の瞳が切なそうに桜來を見下ろすからか。

　いや、単に桜來のわがままに付き合ってくれているだけか。

　そう思うと、胸の奥の方が少しだけ切なくなる。

　鷹矢は家族で、能上家への恩義のためにこうやって桜來の欲求に応えているだけかもしれないから。

「鷹矢……ぁ」

　嬌声の合間に呼ぶ声は、切なく震える。

　いつの間にかうつ伏せにされていて、腰を上げさせられていた。

「可愛い恰好ですよ。……このままシましょうね」

　クッションに頬を埋める桜來の耳元で囁いた鷹矢は、ふっくらとした桜來の臀部を撫でたかと思うと、後ろから泥濘んだ蜜壺に指を押し込んだ。

「ああああっ」

　酷い快感が意識を朦朧とさせていく。

　くちゃくちゃと遠くで鳴る淫液の溢れ出す音に夢見心地へと誘われる。

「あぁ、ああッ、ああ……っ」

　全身に広がる快楽の波が、次第に意識を攫って行く。

　掠れるような嬌声は少しずつ遠ざかる。

　何度も絶頂に達しているとわかるのに、体と意識がバラバラに解けていくよう。

　もうその幸せな瞬間ですら、はっきりとは感じ取れなくなったときには、桜來は意識を真っ白な世界に放り出していた。
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　鷹矢に初めて会ったのは、幼稚園帰りの病院だった。

　まだ父が縄張りを持っていたころだと、鷹矢には聞いている。

　約二十年前、半グレの抗争を収めた父が、けがをして動けなくなった鷹矢を拾ったのだそうだ。

　入院が必要だった鷹矢の世話をしに行くという母に連れられていった病院で、包帯だらけで眠っていた鷹矢を見たのが最初だ。

　きれいに並ぶまつ毛をベッドの脇でじっと眺めていたことを覚えている。

　怪我をしてガーゼに覆われた部分以外の肌のきめ細やかさを、興味本位でつついた。

　ひくりと動いた鷹矢に慌てて手を引っ込めたけれど、ドキドキと不思議な気持ちを抱いた記憶がある。

　たしかその日だっただろうか。

　病室の外から話し声が聞こえた。

「こっちだっていい迷惑ですよ」

　知らない女性の声だった。

　年齢的なものはわからなかったけれど、時折〝たかや〟という名前が出てきて、今ここで眠っている人のことを話しているのだとなんとなく感じた。

「……産むんじゃなかった」

　当時彼は十五歳で、桜來は六歳。

　幼心に、その言葉を鷹矢には聞かせてはいけないと悟る。

　寝息を立てる彼に酷く安堵して、早く怪我が治って痛みをなくしてほしいと切に願った。

「いたいのいたいのとんでいけー」

　眠る彼の耳元で、何度もおまじないをかけた。

　扉の向こうにいたであろう女性はついぞ姿を見せることなく、病室に戻ってきたのは母だけ。

　そのときの母のなんだか切なくて悲しそうな、かすかな苛立ちを含めたような表情が忘れられない。

　その後何度か母とともに病院に付き添ったが、目覚めた彼はベッドに座っていたものの、そこに表情はなく話しかけても一度も声を聞けなかった。

　退院した鷹矢は、すぐに桜來の家に居候することになる。

　どんな経緯があったのかは知らない。

　けれど、鷹矢を罵ったあの女性から彼を遠ざけることができたのだ。

　桜來にとってはそれが嬉しく、まだ松葉杖で不自由な生活を強いられていた鷹矢に、幼いながらもいろいろと世話を焼いた。

　ドアを開けたり閉めたり、食事の配膳も手伝ったが、さすがに風呂とトイレを断られたのは当然だろう。

　彼の役に立てていることが誇らしく、また彼を傷つける者から守りたいと無意識に思っていたのだ。

　今思えば桜來が幼稚園に行っている間、彼は自分のことは自分でやっていたはずだ。

　けれど、彼の役に立っている自負があり、そんな桜來の健気な姿に、鷹矢は次第に心を開いてくれた。

　初めて鷹矢が幼稚園に迎えに来たとき、嬉しさのあまり駆け寄って彼の脚に抱きついた。

　突撃によろけたものの、桜來の頭を撫でてくれた彼の優しくて大きな手。

　そのとき、見上げた彼のはにかんだ表情に、言葉では言い表せないほどの感動を覚えた。

　感情をほとんど表に出さなかった彼が、笑ったのだ。

　桜來はそれが嬉しくて嬉しくてしょうがなかった。

　母親らしき人に言われた酷い言葉に、鷹矢はついに打ち勝ったのだと自分のことように誇らしかった。

　このままずっと彼に笑っていてほしくて、それまで以上に行動をともにするようになる。

　幼稚園はもちろん小学校から中学に上がってもなお、桜來の迎えは鷹矢の日課だった。

　高校生になった桜來の周りで恋愛話が上がるようになり、そして友人たちに言われたのが『桜來には鷹矢さんがいるじゃない』だ。

　鷹矢が桜來の家に来てから、もう二十年近くが経とうとしている。

　ずっと兄のように慕っていた。

　彼もまた、あらゆるものから桜來を献身的に守り続けてきた。

　それは大人になった今でも変わらない。

　そして、それはこれからも……。

　──というわけにはいかないのだ。

　鷹矢には鷹矢の人生があり、いつまでも桜來の世話をさせている場合ではない。

　彼だってもう結婚していてもおかしくない年齢だ。

　桜來とばかり一緒にいるから、普通に手にできる幸せを取り逃している可能性だってある。

　鷹矢を見ている限り、女性との出会いは一切ない。コミュニティー範囲が桜來とほとんど同じだからだ。

　恩義だけでここまで桜來を見守ってきてくれたからこそ、自分の幸せを掴んでほしいと切に思う。

　友人たちの結婚を見るたびに、親離れ子離れならぬ、鷹矢離れ桜來離れを考えることが多くなった。

　そんな彼に桜來ができることと言えば、彼の時間を奪わないこと。

　少しずつでも彼自身の未来を見つめてもらうために。

　そうやっていつか、彼に相応しい女性が現れたときには、目一杯に祝福しようと思う。

　桜來もまた、人生の伴侶を見繕って家庭を築いていく。

　両親もそう望んでいる。

　鷹矢もきっと、桜來の幸せを願ってくれているに違いないのだ。

　二十年もそばにいて、彼とは別の生活圏で生きるということが全く想像できないけれど、それが親離れ子離れというものだ。

　父が持ってくる縁談の中に、桜來の伴侶となる人が現れる。

　そう考えてみると、なんだか少し後ろ髪を引かれるような、胸の端っこの方がきゅっと摘ままれるような切ない音がした。







【２】 ざわつき








　とあるホテルのロビーで、桜來は若干緊張気味に淡いピンクのフレアスカートを蹴りながら、白いヒールで歩みを進めていた。

　ここに来るまで、夏の暑さを懐かしく思うほど乾いた空気が空を高く見せていて、清々しい太陽が今日のよき日を演出しているようだったが、申し訳ないほどの日和に桜來は若干気後れしていた。

「まさか、本当にすぐ縁談取り付けてくるなんて思わなかった。つい先週だよ、お見合い断られたの」

　呆れを含めた声で呟くと、エレベーターの前に立った鷹矢が肩越しに振り向いた。

　ベルマンさながらに一歩前に立つスーツ姿は、休日であるはずなのに気を緩めない。

「親父さんもお嬢の気持ちを案じてのことなのでしょう。今回のお相手はとても優秀な方で家柄も申し分ないようですし、安心してお嬢を任せられると思ったんだと思いますよ」

「パパの気持ちもわかるけど……ちょっと性急すぎるんだよ」

　手当たり次第感が否めないとは勇蔵には言えない。

　色恋に縁のない娘の為を思ってくれている彼の計らいを無下にはできずに、きっと今回も実を結ばないであろう縁談に向かっている。

　到着したエレベーターの扉を押さえる鷹矢。桜來が乗り込むのを待ってから、自身も搭乗する。

　見合いと言えどそう固いものではなく、マッチングした相手との食事くらいの感覚で会うことが多い。

　もう何度こうやって会食の場に来たことか。

　これまで会ってきた男性の中で、実を結んだ人は誰もいない。

　最初こそ、こういう場でこその相手が見つかるかと期待をしていたこともあったが、何度繰り返しても変わらない結果に、もう辟易していた。

　こうなるともう、桜來自身がどうというよりは、勇蔵のお膳立てのための会食だ。

　だとしても桜來の両親はこういった場には同席しない。

　理由は、鷹矢に絶大なる信頼を置いているからに他ならない。

　彼に任せておけば、娘の伴侶の査定は間違いないと思っているのだ。

　実際に一度見合いした相手が、ストーカーのようになりかけたことがあり、不審に思った鷹矢が相手の素性を調査し、付きまとい行為をしていたことを暴いたことがあった。

　偶然を装い桜來を尾行していた相手を締め上げ、当然その縁談は破談。

　父も母も、桜來の兄兼用心棒として鷹矢を信頼しきっているのだ。

　三十五階行きのボタンが押され、二人の密室は浮遊感を伴って上昇していく。ガラス張りの眼下に、堅苦しい街並みが遠ざかっていく。

　少しふわふわと浮き上がるような感覚は、夜の施しを受けた直後の体感に似ていると不埒な思考が過った。

　多分それは桜來だけが思っていることで、昨夜もまた鷹矢に最高の快楽を与えられた名残がそう感じさせているだけだ。

「俺も、お嬢には幸せになってもらいたいと思っていますよ」

「うん、ありがとう」

　いつもの性的な記憶に心拍を乱していた桜來に、鷹矢は爽やかに微笑む。

　彼も桜來の見合いを歓迎してくれている。

　だけど、その微笑みにはほんの少し何かが欠けている気がするのは思い過ごしだろうか。

　その原因が何なのかはわからない。

　普段の完璧な美麗スマイルとは違うような、ほんのわずかな違和感。

　耳元で甘く囁きながら、桜來の体を慈しんでくれるときと、似て非なる感覚。

　上手く言葉にできないものを抱えたまま、指定されたレストランへ到着した。

　金文字で書かれた高級感あふれる店名が掲げられたそこで、出迎えたレストランスタッフに案内される。

　何度もしてきた見合いだけれど、初対面の相手に緊張するのはさすがに慣れない。

　半歩前の鷹矢の背中を頼もしく思いながら、足を踏み入れたガラス窓の大きな明るい個室では、先に到着していた男性が起立して待っていた。

　真っ白の部屋に満ちる太陽光に圧されない爽やかな出で立ち。

　都内を一望する絶景を背景にする身長は、鷹矢より少し高いくらいだろうか。

　グレーのスリーピーススーツをそつなく着こなし、前髪をサイドに流した清潔感のあるスタイリングで、三十七歳と聞いていたけれど随分若々しく見える。

　恭しく頭を下げる鷹矢も実年齢よりはうんと若見えするから、いい勝負だ。

「お待たせいたしました、諏す訪わ様」

　そんな鷹矢に促され、桜來は彼の前に一歩を踏み出す。

「初めまして、能上桜來と申します」

　失礼のないようしっかりとお辞儀をすると、相手の男性は物腰柔らかく言った。

「初めまして、諏訪一いっ成せいと申します。お会いできて嬉しいです、桜來さん」

　いきなり下の名前で呼ばれてはっとするものの、落ち着きのある低音で話されるから全く嫌味は感じなかった。

「さあ固い挨拶はこれだけにして、せっかくお会いできたのですからお食事を楽しみましょう」

　キラキラというＳＥが聞こえてきそうなほど、爽やかな笑顔を見せる一成だが、桜來の後ろに控える鷹矢に視線を移して小首をかしげた。

「えー、と……そちらは？」

　お決まりのパターンだ。

　見合いの場に同席する鷹矢に困惑するのは、何も一成に限ることではない。

「申し遅れました、わたくし右京鷹矢と申します。今回は勇蔵様の代理として付き添わせていただきました。普段はお嬢の身の回りのことに従事させていただいております」

　〝お嬢〟という呼称に桜來は一瞬冷や汗を掻く。

　元はそういう類の家柄ではあるけれど、初対面であまり極道染みた雰囲気を悟られたくはない。

　鷹矢にも勇蔵にも常々そういう話はしていたが、引かれると思われた一成はそこを気にする素振りはなく「そうですか」とすんなり受け入れたようだ。

「いつまでも立ち話では落ち着かないので、こちらへどうぞ」

　一成は、自身が座っていた席の向かい側に桜來を促す。

　部屋まで案内してくれたレストランスタッフよりも先に、鷹矢が椅子を引いて桜來を座らせた。

　その様子を見ながら着席する一成は、感心したように両手を組んで鷹矢を下から舐め上げる。

「随分熱心にお世話されているのですね」

　ありがとう、という桜來に一礼した鷹矢は、一成の言葉をどう受け取ったのか。

「お嬢の幸せは自分の幸せですので」

　まただ。

　笑みを見せているのに、どことなく陰りが過る。

「私はあちらで待たせていただきますので、ごゆっくり」

　陰る部分など最初からなかったように平然たる態度で鷹矢が退室しようとすると、一成が声を掛けた。

「よかったら君も、一緒にどうですか？」

　この場から捌けようとする心の拠り所を心細く思っていた桜來は、わかりやすくはたと顔を上げた。

「もしかしたら生涯の伴侶になるかもしれない女性の付き人なら、他人というわけではないでしょう。言うなら彼女のお兄さんとして、親睦は深めてもいいんじゃないかな」

　なんとも寛大な対応を見せる一成。大人の余裕を見せ、血縁関係のない鷹矢までも家族同様に向き合う。

　驚いたのは鷹矢も同じだったようで、瞬きもせずに一成を振り向いた。

　生涯の伴侶。

　すなわち結婚の可能性を示唆されてしまった。

　これまで会ってきた相手の中で、こんなにも露骨に言葉を出した人はいなかった。

　あくまで見合いとして、互いに最初の一歩は慎重なものだった。

　桜來の方からももっと積極的になれば、もしかしたら今までの人たちの中でも縁を結べたかもしれないが、今となっては、そうはならなかったのだからそれまでの相手だったのだろう。

　しかし、一成はどうやら違うらしい。

「いえ、私はあくまで付き添っている身ですので。失礼いたします」

　至極丁寧に、一切の棘のない物言いで深く頭を下げた鷹矢。

　兄としての立場もあることは事実なのに、それを否定されてしまったようで、桜來は鷹矢との距離にわずかなずれを感じた。

　否定を連れ部屋を出る鷹矢が扉を閉めると、一成とふたりきりの空間に置き去りにされた気になる。

　いつもの鷹矢の後ろ盾がなくなり、途端に不安が足元に擦り寄ってきた。

　鷹矢は扉の外で待っていると言ったのに、淋しさが過る。

　これまでの見合いとは違って、一成が結婚に積極的な態度に出たからだ。

　今まで見えなかった将来の示唆に戸惑い、そしてそれが鷹矢との別離を意味することを視覚的に見た気がしたのだ。

　同席してほしい思いはあるけれど、いつまでも彼の手を煩わせるわけにはいかないと、頭ではわかっているのに。

「桜來さんを任されるほど、彼は勇蔵さんに信頼されているのですね」

　一成に話かけられ、扉の方から視線を引き剥がす。

　振られた鷹矢の話題に、指先で拠り所を摘まむように答えた。

「鷹矢は……、彼はずっと家族として一緒にいたので」

「家族なのに、彼の方は他人行儀なんですね」

「え……」

「踏み込んではいけない距離を測っているのか、わかっているのかは存じませんが、どことなく一歩引いている気がしたので」

　一成の冷静な視点に、桜來は不意をつかれる。

　見ているようで、見ていなかった。

　いや、そうではなく、見ないようにしていたのかもしれない。

　鷹矢の目に過る、ふとした違和感。

　あの優しい眼差しの奥に隠された彼の心を、桜來は本当に知り得ていたのかという疑問に気づかされた。

「僕は、あなたとの将来を考えるなら、彼とは親しくさせてもらいたいと思っていますよ」

　今明らかに自分の胸にチクリとした痛みを感じた。

（鷹矢は、家族だよ……血は繋がってないけど、私もパパもママもそう思ってる）

　けれど、鷹矢が言った言葉にノイズが混じる。

　桜來の幸せが自分の幸せだと、彼はそう言ったのに、それでも付き人だという姿勢を崩さなかった。

　いつだって桜來を守ってきてくれていた彼は、それ以上でもそれ以下でもなく──。

「桜來さんは、結婚後もお仕事は続けていきたいですか？」

「えっ、仕事……ですか。えっと……」

　いつの間にか俯いていた顔を上げると、そこには頭の中にいた鷹矢ではなく一成が穏やかに微笑んでいた。

「そう、ですね。今の仕事はやりがいがあるので、できれば……」

「僕としては、妻に苦労はさせたくないので、家で自由な時間を過ごしてもらいたいと思っているんですよ」

　要は、結婚するなら仕事は辞めてもらいたいらしい。

　正直考えたことがなかった。

　結婚と仕事は天秤に掛けるような両極端なものなのか。

　桜來にとって、結婚がそれほど重要なものであるという認識がなかったと今更気づかされる。

　周りの友人たちのウエディングドレス姿に憧れ、自分もいつかはと思うのが女として自然な感性で、桜來ももれなくその類なのだと思い込んでいた。

「桜來さんが働きたいというのであれば、僕は構いません。ですが、子供ができるとなると話は変わってきますね」

「子供……」

　見合い初日でこんなにも話を詰めるものなのだろうか。

　これまで会って来た男性たちは、そこまで踏み込んだ話をしてこなかった。

　故に、桜來の中で結婚というものが現実的でないままだったのだ。

　勇蔵に勧められるがまま見合いをして、自力では見つけられなかった縁がそこにあれば、御の字程度にしか考えていなかった。

　浅はかだ。

　その程度の考えで、人生を左右することを決めようとしていた自分を大いに恥じる。

「え、っと……」

「すみません、性急すぎましたね。まだ今日会ったばかりで驚かれたでしょう。ですが……」

　やんわりと微笑む一成は、水色の空をバックに恥ずかしげもなく告げる。

「僕には桜來さんとの未来が見えます。事前に写真を拝見させていただいたときも素敵な方だと思っていましたが、実際お会いしてことさら心を掴まれました」

　誰にも言われたことのない歯の浮くようなセリフに目を見張る。

　まさかそれを自分に向けられることがあるとは思わず、どこか他人事のようにそれを見ているようだ。

　写真と言えばおそらく成人式のときのものだろう。

　六年も前の自分からは見劣りしてもおかしくないから、彼の言葉を素直に信じられない。

　振り袖の自分を思い出すのと同時に、成人式のあと帯を解かれ乱れた着物のまま鷹矢にいやらしい施しを受けたこともよみがえった。

　不埒な記憶を振り払うように内心かぶりを振りながら、何のリアクションもできずに固まる。

　そんな桜來を気づかってか、一成は身を引くように眉を下げた。

「困らせて申し訳ありません。もう少しゆっくり距離を縮めていきましょう」

「いえ、あの……」

　どんな言葉を返せばいいのかわからずにいると、ノックに続いて料理が運び込まれた。

　丸く盛られたスモークサーモンの前菜はとても美味しそうなのに、あまり食は進まない。

　食前酒の手助けに妙な心のぎこちなさを緩和してもらいながらも、一成の他愛ない話に相槌を打つだけ。

　一生懸命笑顔を繕おうとする桜來の態度は、一成には伝わってしまっているはずだ。

　気を使わせているとわかるのに、足元を撫でている不安が隣に彼の気配を探す。

（鷹矢……）

　傍に気配はなくとも数メートル先の扉の外に彼はいるのに、足元に不安が絡みついたままだ。

（一生鷹矢に守ってもらうわけにはいかないんだから。なんでもかんでも頼ってしまう癖はいい加減直さないと）

　すぐには無理だとしてもちゃんと考えていかなければ、本当にいつまでも鷹矢離れなんてできなくて、結婚こそ到底無理な話だ。

　次々に出てくる料理への感想を話の種にする一成が、桜來へ気をつかっているのはよく伝わってきた。

　リードするのは男性の役目だと彼は承知してのことだっただろう。

　魚料理も肉料理も、もちろんどれも美味しいと感じた。

　けれど、桜來は自分でも驚くほどに違うことに意識が引っ張られているとわかっていて、満腹感だけが残る。

　気を使わせているとわかっていながら、一成に失礼な態度を改めないのはさすがにいたたまれず、デザートのイチゴの角切りが載ったパンナコッタを平らげてから、コーヒーを口にする一成に問いかけた。

「あの……一成さんは、普段どういったお仕事を？」

　カップに口をつけたまま、一成の瞳が驚いたように桜來を見た。

　ごくっと喉を鳴らしてコーヒーを飲み込み、困惑と喜びをないまぜにした顔をカップの下から覗かせた。

「初めて僕に興味を持ってくださいましたね」

　それまで一方的な話であったことが、どれだけ失礼だったかを思い知る。

「すみません、私……」

「何も謝られることではないですよ。嬉しいです。今日少しでもあなたとの距離を縮められて」

　心底嬉しそうに微笑む一成。

　製薬会社の跡取りとして、日々業務の統括をしているのだとか、薬事法の勉強や新薬の開発にも携わっているのだと話してくれた。

　興味があったというより、桜來のことを気づかってくれる一成に対等に応えなければと思ったからだ。

　まあそれも失礼な話だろうが。

「もしよければ、またお会いしていただけませんか？」

　コース料理の終わりでようやく桜來から振った話が落ちたところで、一成は最初と同じように両手を顎の下で組んでほほ笑んだ。

「そうですね、ぜひ……。え!?　今度って……」

　甘くしたコーヒーの後味にほっと息をついて相槌を打ってから、次回の場があることをさりげなく口にされあからさまに動揺する。

「えっと……」

　即答できずに口ごもる。

　家柄も人柄も、何ら問題はない。

　結婚相手としてはかなりの好条件だろう。

　しかし、桜來は戸惑った。

　これまで次に会う約束をできた例がなく、一方的に断りの連絡を受けるのが常だった。

　まさか今以上の進展を予感させる展開に、適応能力が追い付いていない。

　それに、自分の結婚に対する意識が軽薄なものだと気づいてしまったのだから、この状態で、一成に気を持たせるような態度を取るのは無礼にもほどがある。

「今日は堅苦しすぎましたから、今度はもう少しラフにお食事できればと」

「いえ、そんなことは……」

「ああ、困らせてすみません。また急かしてしまっていますね」

　困惑しているのはそうだが、きちんと考える時間が欲しいと思うのが正直なところだ。

「しばらくお考えいただいて、もしまた会っていただけるようでしたら、こちらからご連絡差し上げたときにお返事くだされば構いませんので」

　あくまで強引なことはせず、桜來の気持ちを尊重しようとしてくれる彼に好感は持てる。

「ご配慮いただいて、ありがとうございます」

「とんでもありません。今日はありがとうございました」

　どこまでも紳士的な一成は席を立ち、桜來の椅子を引いてくれる。

　こんなに余裕のある人は初めてだ。

　互いに緊張であまり会話できず、リードしてくれる男性はいなかった。

　縁談を断られても仕方ないというような空気がほとんどで、次があるなんて思ったこともなかった。

　だが、一成はどうだろうか。

　ずいぶん人懐こく、それでいて押しつけがましく迫ることもない。

　これだけ大人の彼が、いまだ結婚していないことが不思議なくらいだ。

　個室の扉を開けるのも極自然にやってのける。

　ありがとうございます、と小さく言って部屋を出ると、廊下では護衛さながらの鷹矢が壁際に立っていた。

　いつもの彼の気配に、それまでの緊張が一気に解け安堵が湧き上がってきた。

　そのまま彼の胸に倒れ込んでしまいたくなるが、背後にある一成の気配に気を保つ。

「お待たせしました。今日はありがとうございました」

　一成は鷹矢よりも桜來に近いところでにっこりと笑みを見せる。

「こちらこそ、お忙しい中お時間いただきまして、ありがとうございました」

　対して鷹矢は淡々とした表情で頭を下げた。

「あの、桜來さんがよろしければ、またお会いさせていただきたいと思っています」

　一成は愛想よく鷹矢に余裕のある笑みを向ける。

　誰だって最初は、こうやってお決まりの社交辞令で締め括る。

　別れ際はどちらにとっても気持ちよく、またあと腐れないようにしたいから。

　これまで幾度となく繰り返してきた見合いの場ではそうだった。

　しかし、姿勢を正す鷹矢はこのとき初めて、表情を固くしたように見えた。

　桜來がそう思ったのは気のせいで、彼はすぐにいつもの儀礼的な笑みを浮かべた。

「承知いたしました。勇蔵様にはお伝えしておきます」

「よろしくお願いします」

　ずっと尾を引く些細な違和感の原因がわからないまま、ホテルのエントランスまで一成に見送られる。

　揃って頭を下げ、待機していた車に乗り込み帰路に就いたが、後部座席に並ぶ鷹矢とは会話が弾まなかった。

　桜來自身、一成のことを口にするのが憚られたのは、初めて現実的に結婚ということを意識させられたからだ。

　それがどういうことを意味するのか、深く考えることが怖かった。

　漠然とした未来は、いわば空想の世界のことで、これまでリアルを伴っていなかった。

　結婚すれば仕事はできなくなるとか、子供ができるのだとか。

　現実的なものが突然目の前に現れ、考えの及ばない未来が一気に不安で覆われた。

　そんな不安を鷹矢に拭ってもらいたかったけれど、当然それは彼の役目ではない。

　そうなってまで桜來のお守りをする必要がないのはわかりきっている。

（いつまでも鷹矢に甘えてばっかりじゃダメよ）

　もしかしたら、鷹矢もそれをわかっていて、だからこそ一成との話を彼の方からも振ってこなかったのかもしれない。

　目を合わせてくれなかったのは、彼自身も桜來離れを考えているからだと思えば、違和感の理由もわかったような気がした。







【３】 絶対主従








「あっ、だめ……ッ」

「気持ちいいんでしょう？　こんなに溢れさせて」

　グチュッ、ズチュッとリズミカルに刻む水音とともに、桜來を背中側から抱えた膝の間で大量の飛沫が弾けた。

　華奢な体を羽交い絞めにして、桜來の秘壺からなおも快感を掻き出す。

　二本の指を深く挿すと、桜來は大いに身悶え喘ぐ。

　自分の支配に忠実な彼女の膨らんだ蕾を親指で圧し潰し、わざと乱暴に嬲り倒した。

「ぃやッ、ああッ、鷹矢ぁっ」

「すごい、ナカ締まってますよ」

「あああっ」

　快感を噴き出しながら、体を引き攣らせる桜來。

　啼きながら鷹矢にしがみつく彼女が、もうろくに意識を保っていないのをわかっていた。

　もうベッドは水浸しだ。このままここには寝られないほど。

　今夜も桜來の両親は不在で、ここぞとばかりに桜來を喘がせる。

（嫉妬でこんな乱暴を働くなんて……最低だな、俺は）

　自責の念から散々嬲った桜來を労わるように横たえ、今度はびしょ濡れの秘処に顔を寄せてじっとりと舐る。

「あぁ、んぁあ……っ」

　わざといやらしい音を立ててそこを啜ると、桜來は気持ちよさを隠さずに啼いた。

　情欲に濡れた舌で余すことなく快感を引きずり出し、自身の手中で思い通りによがる桜來の姿に恍惚な優越感を得る。

　桜來の体に麻薬のような快楽を植え付けたのは自分だ。

　最初は桜來が高校を卒業してすぐの大学生活が落ち着いた頃。

　もちろん初めからこんな激しい愛撫をしていたわけではない。

　とある夜。広い家が寝静まった夜更けにそれが聞こえたのは、桜來の部屋の前だった。

　苦しそうに啜り泣くような声が心配になり、部屋の中へ呼びかけた。

『お嬢、どうされました？』

　声をかけると、その声はピタリと止んだ。

　その一瞬で、もしやと勘づいたのは、そのときにはすでに桜來をひとりの女として見ていたからだ。

　少女の殻を破ったばかりの、大人の世界の淵に立つ未熟な彼女に訪れた、出処のわからない湧き立つ雌としての衝動。

　自分に生きる糧を与えてくれた彼女を汚してはいけないと、欲情することを律してきたのに、聞こえた彼女の声に卑しい男の欲は鎮められなかった。

『お嬢、入りますよ』

　そう言った自分の声は、あたかも心配をしているかのように装った。

　モラルのある人間ならありえない。

　年頃の女性の部屋に侵入するなど、犯罪行為だ。

　それなのに、それまで懸命に戦ってきた理性は、初めて垣間見る桜來の女の気配にあてられ、まんまと欲望が凌駕した。

　狸寝入りを決め込む桜來のベッド際に跪き、伺えない顔を覗き込む。

『お嬢……』

　そのまま乱暴に布団を剥ぎ取って、いつも自分の名前を愛らしく紡いでくれる唇に食らいついてしまいたかった。

　自分を見つめる円な瞳が、苦悶に歪むのを容易く想像できるのに、むしろ少女ではない桜來の姿を見てみたいとさえ思った。

　なけなしの理性に引き止められる欲望は、桜來の頭を優しく撫でるだけに抑え込まれる。

　艶のある髪は、毎日手入れをしているから触り慣れているのに、そのときは背徳感に塗れた手で汚しているような気になった。

　けれど、それが欲望の興奮材料になる。

　触れた瞬間、体を強張らせた桜來。

　狸寝入りも誤魔化せていない彼女に、鷹矢は怯えさせないよう静かに言った。

『体調が優れませんか？　悪い夢でも見ましたか？』

　白々しいと思う問いにも、観念したらしい桜來は素直に小さくかぶりを振った。

　わずかでも見せられた隙をついて、鷹矢は顔を隠す布団をそっと退かした。

　そこから現れた桜來の顔は、羞恥を目いっぱい涙に浮かべ、荒れる呼吸を漏らさないようにと唇を引き結んでいた。

　常夜灯だけの暗がりでも見えた、桜來の女の顔。

　ごくりと唾を飲み込んだ音が、耳の奥にこだましたのを今でもはっきりと覚えている。

　戸惑う桜來の丸い頬を指の背で撫でると、彼女はふるりと震え堪えきれないようすで熱い吐息を吐いた。

　叫び声を上げられないのなら、許されると思った。

　怖くて逃げきれないのだという可能性もあったのに、せめて怖がらせないように頭を撫でながら、布団の中へ欲望の手を滑り込ませた。

　あの最初の日も、桜來はしっかりと鷹矢の愛撫に感じていた。

　まだ男を知らない大切な女ひ性と。

　乱暴にならないよう、傷つけないよう、優しく丁寧に女の絶頂を刻みつけた。

　それなのに、今となってはどうだ。

　あのときは壊れ物に触れるように、ただ気持ちのいいことだけを教えていたのに。

　今は壊れるのもいとわないほど乱暴に凌辱する。

「あぁっっ、あああんッ」

　鷹矢の指を二本も咥え、絶えることなく溢れ出す蜜液に少女の無垢さは欠片も残っていない。

　破裂寸前の紅い蕾を舌で扱きながら吸い上げ、水浸しの隘路に挿し込んだ指で肉襞を擦る。

「そこ、だめ……ッ、イっ、ちゃ……ッ、やああぁっ」

　何度目かわからない絶頂に、掠れた声で嬌声を上げる桜來。

　がくがくと腰を震わせながら、全身の関節を外されたようにベッドに沈み込む。

　荒い呼吸をしながら目を閉じた桜來の落ちた手を拾って意識を確かめるが、もう握り返しては来ない。

　今夜はもうここまでだ。

　もっと啼かせたかったが、致し方ない。

（嫉妬も大概にしないと、本当に壊してしまうな）

　瞼の奥の瞳を恋しく思いながらも、濡れたシーツを剥ぎ新しいものと取り替えてから体を冷やさないよう布団で桜來を包む。

　昼間の見合いが鷹矢に平静を失わせていた。

　目の前で示唆された結婚という現実に、胸が握り潰されそうなほど軋んだ音を立てた。

　あそこまで積極的に言葉にしたのは、一成が初めてだった。

　これまで勇蔵が毎回太鼓判を押して紹介してきた男は、どれも売れ残りの理由のわかるような人物ばかりだった。

　鷹矢は桜來に釣り合うはずがない彼らに面会し、その後の意向を窺った。

　その際、見た目で恐怖感を与える舎弟を数名従えて出向いたことは、勇蔵ももちろん桜來も知らないところだ。

　それでも桜來との結婚を強く望んでくる男であれば、その気持ちは本物なのだと見極める判断材料だった。

　雰囲気くらいで怯える男が、今後生涯桜來を守っていけるとは到底思えなかったから、自分のやってきたことに間違いはないと信じている。

　それなのに、今回の相手は少々厄介な気がした。

　随分と女性慣れしていたように思う。

　難なく桜來の傍らに立ち、余裕すら感じられた。

　大手企業を統括する人物なのだから、そうあってもなんらおかしくはないのだが、であるならばなぜ、彼は今の年齢になっても結婚をしていなかったのか。

　引っかかる部分はあれど、本心を窺いさえすればいい。

　まずは勇蔵に状況を伝え、桜來が拒まなければ、次の面会の予定を立てることになるだろう。

　また桜來が他の男といるところを見なければいけないのか。

　そう考えると、憂欝が背中に圧し掛かってくるようで頭が重くなる。

　暗い廊下を渡りながら、濡れたシーツを離れの自室に持ち込んだ。

　かつて桜來の祖父が書斎として使っていた和造りのワンルームを改装して、勇蔵が鷹矢に宛がった場所だ。

　勇蔵に返せないほどの恩義を感じながらも、彼の愛娘に淫欲の情を抱いていることに罪悪感は募るばかり。

　けれど、せめて桜來の沽券は守らなければならないと、罪に濡れたシーツは両親に見つからないよう自室に隠すのが一番だ。

　片付けるのは明朝。洗濯は鷹矢の仕事だ。

　もっともらしい理由をシーツを持つ手に握りしめ、部屋の鍵をかけた。

　自分にはもったいないほどの広さのある暗い部屋の扉の前で、膨らんだ下肢に手を当てる。

「は、あぁ……」

　じんじんと欲望を昂らせていた自身に慰みを触れて熱い吐息が漏れた。

　鷹矢の男は、桜來を欲しがるように固く屹立していた。

　最初からだ。あの艷やかな髪を乾かしながら、彼女の後ろで嫉妬に塗れた欲望が意志を強めていた。

　桜來が気づいていたかどうかはわからない。

　たとえ気づかれていたとしても構わない。

　いつものように純粋さとはギャップのある豊満な胸に手を這わせても、怯えるどころか甘くよがってくれたのだから。

「ぁっ、……ああっ」

　スラックスの前を解き、下着の奥で弾けそうな生身の自身を扱けば、なんとも情けない声が漏れる。

　抑えきれていなかった欲涎がすでに滑りをよくしていて、桜來のしなやかな体に当てこするのを目に浮かべながら快楽を追求する。

　近い将来、彼女は手の届かない人になる。

　自分が教えた悦情の高ぶらせ方を他の男に委ねることになる。

「…っく、……あ……ッ」

　ぬるぬるとした淫涎を指に纏い、濡れた傘の凹凸を強く擦る。

　快感を高めて、湧き立つ苛立ちを自慰に込めた。

　歯がゆくて仕方がない。

　自分がこれまで守り続けてきた大切な人が、誰かのものになるなんて、悔しくて悲しくておかしくなりそうだ。

　その時が来たら、自分はもう生きていけなくなるのではないかと恐怖さえ感じる。

「あっ、さ、くら……っ」

　荒ぶる呼吸に混じえて彼女を呼ぶ。

　もちろん返事はないし、こんなに意地汚い欲望を握りしめているなんて知られたくない。

　自分の名前を呼んでくれる愛らしい声を耳の奥の幻聴に聞いた途端、手中の屹立が大きく脈動する。

　堪えきれなかった欲液が勢いよく孤を描いた。

　足腰が震え立っていることが辛くなり、その場にしゃがみ込む。

　情けなく呼吸を乱して、さっきまで触れていた彼女の温かさを求めてシーツを抱きしめた。

　本当は自分のものにしてしまいたい。

　けれど、桜來自身がそれを望んでいなければ土台無理なことであり、鷹矢を引き取り家族同然のように扱ってくれた勇蔵にだって桜來の相手として名前を上げられなかったのだから、それまでの存在なのだ。

　親に見放されたなんの関係性もない鷹矢の身請けをしてくれただけでも、返しきれないほどの恩義がある。

　その上桜來が欲しいなどと、厚かましいことを言えるはずがなかった。
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「諏訪様から、次回は十八日の日曜にお会いしたいと言付かりました」

「え……？」

　桜來の定時に合わせた就業後、帰路の車内でいつものように事後報告を行う。

　しかし、今回はこれまでと内容が違った。

　暗がりの中、桜來が戸惑ったように鷹矢を見上げてきた。

「場所は、先方にお任せしようと思いますが、いかがなさいますか？」

　本当はこんなこと伝えたくはない。

　それでも、桜來の幸せがそこにあるのなら、自分はそれを手助けするのが義務だ。

「うん、そうだね……どうしよう？」

　戸惑うのも無理はないだろう。

　ついに桜來に結婚という人生の岐路が訪れようとしている。

　本人でさえ現実味を感じていないのだから、鷹矢はなおさらだ。

「悪いお話ではないですよ。もう一度お会いされるのもいいかと」

　鷹矢は思ってもみないことを口走りながら、タブレットに会食の予定を入れて、画面をスリープした。

　一成は、大手製薬会社【ステイトエッジ製薬】の副社長。ゆくゆくは親の跡を継ぐ御曹司だ。

　そんな将来安泰を約束されている彼が縁談を進めたがっているのだから、鷹矢は気が気ではない。

　これまで甲斐甲斐しく彼女を守ってきた自分の役目が終わるときが来るかもしれない。

　しかしそこに、身勝手な私情を挟んではいけない。

　大切にしてきた彼女を任せられるのかどうか。それが鷹矢のできる最大で最後の義務だ。

　あくまで一成の人間性を査定するため。

　鷹矢はそう大義名分を掲げながら、日中のうちに強面の秘書兼運転手と勇蔵の側近の一人であるいかにも裏界隈の舎弟を連れて一成の会社を訪れていた。

　前回の見合い相手のところにも、同じメンツで今後の意向を尋ねに赴いた。

　しかし、終始冷や汗を垂らすほどの相手の萎縮っぷりに、桜來は任せられないと判断したから、縁談は断られて正解だった。

　今回も同様。あくまで勇蔵に任せられた査定を全うするため。

　心の片隅で、もう一人の自分が嘲笑っているのはわかっていた。

　桜來の幸せのためだと振りかざす大義は欺瞞だ。

　本当は誰にも彼女を渡したくなんかなくて、見合い相手からも、勇蔵からも、桜來を奪い去ってしまいたいんだろうと、囁いて来る。

　それを必死に誤魔化すように、精一杯の義理と恩義を建前にして一成と対面してきた。

　一成とのアポイントを取った鷹矢は、焦りを覚えていた。

　多忙を極めていると思われた一成とは、あっさり面会の場を設けられた。

　そして、いざ舎弟を連れて行った先方で、一成は物怖じすることなく桜來との次回の面会を待望してきたのだ。

『ぜひもう一度、ゆっくりとお話させていただきたい』

　これまでの見合い相手とは違っていた。

　応接室のソファーで悠然と足を組み、余裕の笑みを見せた一成に、鷹矢は愛想を返すことができなかった。

　あっさりと話の進む縁談に、自分の立場がなんの障壁にもなっていないことに打ちひしがれる。

　所詮、鷹矢は桜來の付き人でしかないのだと改めて知らしめられた瞬間だった。

　会社に戻ってからも、回ってくる報告に気のない相槌を打つばかり。

　そんなことなどついぞ知らない桜來の仕事姿を見て、胸がかきむしられるようだった。

　そして帰宅後、自分が開ける車のドアから出てくる大切な人をこのまま攫ってしまいたいという願望を無言の奥に押し込めて、吐ききれない想いを腹の中でぐちゃぐちゃに擦り潰す。

　──桜來の幸せ。

　それだけが自分の叶えて然るべき願いだ。

「今夜は、和風パスタにしましょう」

「いいね、美味しそう」

　大きな目を細め愛らしい笑顔で見上げてくる桜來。

　彼女のこの笑顔が見られるだけで、十分すぎるほどの幸福をもらっている。

　これ以上の贅沢は、ない。

　桜來も今回の縁談に関して、戸惑いはありつつも拒否をしていない。

　あと何度、こんな他愛のない時間を過ごせるかはわからないけれど、それが正しい道であるのなら、このまま静かにその華奢な背中を見送るほかないのだと、暗がりの道を進む桜來を見つめた。
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　二度目の会食は、一成に指定されたシックな高級イタリアンの店。都内の夜景を堪能しながら食事ができるのが人気だ。

　今回は個室ではなく、周りにも席があり気の紛れる場所だと聞いているが、桜來はやはり緊張しているようだ。アップにまとめた髪の後れ毛を何度も気にしている。

　それはそうだろう。何せ、これまで見合いしてきた相手と二度会うことはなかったのだから。

　進む縁談に、戸惑っているのが伝わってくる。

　いっそのこと桜來自ら投げ出してくれないだろうかと願ってみるが、勇蔵の喜び具合を見て、やっぱりなかったことに、とは言い出せるわけがない。

　そもそも桜來がそれでいいと思っているのであれば、鷹矢がどんなに乞い願おうと流れは変えられないのだ。

　ディナーということで、桜來には少々背伸びをしたワンピースを着せた。

　もちろん露出の少ない清楚な黒を選んだが、持ち前の素材が逸品の彼女の色気には生唾を飲むほどだ。

　彼女の魅力に一成も、世の男性も少しも惹かれないことがあるだろうか。

　自分の思考で、呆れるほどの嫉妬が胸中に渦巻く。

　なんとかそれを吐き出さないよう堪えて、レストランのギャルソンに桜來を任せた。

「それでは、また後ほどお迎えに上がります」

「うん、ありがとう」

　この場に桜來を残していくことに激しい苛立ちを覚えながらも、それを懸命な理性で押し止め背を向ける。

　桜來を他の男と二人きりにさせたくない。

　まさか会って二度目で、ひと目に付かないような場所へは行かないだろうとは思う。

　否、自分自身にそう言い聞かせないと、すべてを投げ打って桜來を攫ってしまいそうになる。

　内に押し込める自分が暴走する前に、さっさと駐車場に戻り車へ乗り込んだ。







【４】 繋ぐ








「大丈夫ですか、桜來さん」

　ぼんやりとする頭に一成の声が響く。

　目の前には白いクロスの敷かれた円卓があり、その向こうに一成が座っている。

　ここはレストランだ。

　一成と二度目の会食をしていて、メインの肉料理を平らげたはずだ。

（あれ、デザートは食べたっけ……）

　なんだか体が怠い気がする。

　椅子にもたれたまま、さきほど一成から受け取った小ぶりのギフトバッグを傍らに見る。

　家族以外の異性からの初めてのプレゼントに、ただただ戸惑った。

　受け取った瞬間にふわりと舞った甘い香り。鼻の奥に届いたときには爽やかに変化するような大人の香りだった。

　ラッピングされた箱を開けると、中にはピンク色の小瓶があった。

　香りはどうかと尋ねられて、小瓶の蓋を取りたしかめたところで、強い匂いにくらっと眩暈を覚えた。

　頬の火照りを感じ始めたのは、デザートが来るまでの一成との会話の途中からだ。

　食前酒以外にアルコールは取らなかったのに、普段から酒を飲まない桜來には強かったのかもしれない。

　デザートのシャーベットが来たことはわかったが、ぼうっとする桜來を一成が案じた。

「体調が優れないようですね、もう出ましょうか」

　そばにやってきた一成が、心配そうに桜來を覗き込む。

「あ、すみません……大丈夫です、まだ」

　気を使わせていることを申し訳なく思いながら、不意にデザートを見やった視界が揺れた。

「桜來さん？」

　座ったままふらついた桜來の肩を一成が支える。

　途端、首筋に走ったぞくっとした感覚に、熱い息が零れた。

「っ」

　触れられただけの一成の手の感触を妙に熱く感じた。

　夜な夜な鷹矢に触れられるあの淫らな熱を錯覚させ、体の芯が淫猥になぞられたように震えた。

「行きましょう、無理はしないで」

　一成が落ち着いた声で、足元のふらつく桜來を支えて立ち上がらせる。

「っ、はい……」

　酔いが回ったらしい桜來を介抱してくれているだけなのに、一成の触れた部分からゾクゾクとした甘い痺れが体を駆け抜けた。

（こんなにお酒、弱かったっけ……）

　なんとか自力で歩みを進めるものの、一成に肩を抱かれたまま不埒な感覚を振りほどけない。

　レストランを出てエレベーター前に着いたところで、一成が耳元で囁いた。

「部屋を取っていますが、休んでいきますか？」

　彼は今夜ここで宿泊していくつもりだったらしい。

　桜來は彼の言葉の深意に何の疑問も持たず、高級ホテルに泊まろうとする羽振りのよさにただ感心した。

　横になりたいのはやまやまだったが、この後鷹矢が迎えに来ることになっている。

　休んでから目覚めるまでどのくらいの時間になるかわからないし、鷹矢はその間桜來からの連絡を待ち続けることになる。

　桜來としてはそちらの方が気がかりだった。

「いえ、あの……迎えを呼ぶので……」

　一瞬面食らった様子の一成。おかしなことでも言ったかときょとんと見上げると、彼はすぐに微笑んだ。

「ではロビーまで降りましょう」

「はい……」

　一成に抱き寄せられたままの体に熱っぽさを感じつつ、エレベーターに乗り込んだ。

　密室で鷹矢以外の男性といることに若干の怖さを覚える。

　しかも介抱されているだけだとはいえ、体を寄せ合っている事実が悪いことをしているようで、鷹矢の迎えがひどく待ち遠しい。

　ロビーのラウンジのソファーに座らされ、ホテルマンに水を頼んだ一成が隣に腰かけてきた。

　体が触れる距離で座った彼に、わずかにでも嫌悪を抱く自分に恥ずかしさを覚える。

　一成は自分を心配してくれているのに、明らかな異性を感じさせられて、それが怖いなどと思うなんて失礼極まりない。

　自分の嫌な部分を見てしまい、そういうことを感じさせない人を求めてスマホを開いた。

　一成から顔を背けて呼び出し音を耳に当てる。

　一度目のコールが鳴り終わる前に、すぐに応答があった。

『はい、お疲れ様です』

「あ、鷹矢……」

　落ち着いた彼のいつもの声に、心細くなっていた胸に安心感が広がる。

　耳慣れた声なのに、もうずっと聞いていなかったかのようなたまらない懐かしさを感じた。

『お迎えに上がります』

「うん、お願い。ロビーにいるから」

　承知しました、という鷹矢の優しい声に、なぜか泣きそうになる。

　通話を切ると、途端に淋しさが込み上げた。

　これはきっとホームシックだ。

　鷹矢以外の男性とこんなに近い距離にいたことがないから、不安で仕方がないのだ。

　いつもそばにいる人の声を聞いた安堵が、それを助長させた。

「お迎え、大丈夫でしたか？」

　暗転したスマホの向こうに心の拠り所を切なく思っていると、一成が静かな声で尋ねてきた。

「はい、すぐに来ると思います」

　すぐそばに一成がいたことを思い出して驚くものの、失礼にならないよう声を落ち着かせて答えた。

「彼が？」

「え？　あ、はい、鷹矢に来てもらいます」

　桜來としては普通のことだが、傍から見れば珍しく映るのだろう。

「……妬けるな」

「えっ」

　耳元で囁かれたかと思うと、一成は人目もはばからずぐっと桜來の肩を抱き寄せた。

「っ」

　彼の手の熱さに驚くとともに、またぞくりと体の芯を震わせる感覚が走る。

「ここに僕がいるのに、桜來さんが頼るのは彼なんですね」

「あ、あの……」

　一成に抱き寄せられ、周りも目も気になるが、何より鷹矢以外の男性の体に、雄を感じた自分の破廉恥さが罪悪感を膨らませた。

「まだ、二度会っただけですからね、仕方ないと言えばそうですが」

　そう言いながら、一成は抱き寄せた桜來の二の腕をやわやわと擦った。

　その感触がやけに熱くて、ぞくぞくと体を震わせる。

「っ、諏訪さん……」

「また、会ってくださいますか？」

　甘さを孕んだ一成の声が、いたずらに鼓膜を震わせた。

　反応する体が、毎夜繰り返し刻みつけられた鷹矢との甘い情事を思い出させる。

　体の芯に火が灯り、肺の奥から込み上げてくる熱い息をぎりぎりに押し留める。

　アルコールはこんなにも、体を敏感にするものだっただろうか。

　ぎゅっと目を瞑り、一成の介抱という不義から意識を背けた。

　するとそこへ、ロビーの絨毯を蹴る足音が迫る。

　慌ただしい雰囲気に頭をもたげると、見やった先に血相を変えた鷹矢が駆け寄ってきた。

「鷹矢……」

　彼の姿を見た途端に、安堵が噴き出す。

　そばに来て跪いた鷹矢は、すぐさま桜來の異変に気づいた。

「どうされました!?」

「申し訳ない。自分が緊張させてしまったのか、少し眩暈がすると」

　桜來に代わり答えたのは一成だ。

　ことの状況を説明する一成は桜來の肩を抱いたまま。

　体調の優れない自分を介抱してくれているだけなのに、鷹矢の目の前で他の男性に頼っていることがいたたまれない。

　感謝すべきところであるけれど、鷹矢の元に行きたくてたまらなかった。

「お嬢、帰りましょう」

　口にせずとも桜來の気持ちを汲み取り、そう言ってくれた彼の頼もしさに目元が潤んだ。

　一成の手に代わり体を引き寄せる鷹矢の腕が、桜來の胸をたちまち安心感で満たす。

　顔を覗き込む鷹矢の瞳に映る自分を見つけ、不安がもたらしていたらしい緊張の糸が解けて、脱力する身を彼に委ねた。

「お嬢」

　心配する鷹矢の声を彼の胸元から聞いていると、一成はいやに冷静に声を掛けた。

「ゆっくり休ませてあげてください。緊張でお疲れになったのでしょう」

　淡々と口にする一成に応えない鷹矢は、行きましょう、と優しく呼びかけ桜來を横抱きに抱え上げる。

　一成や周囲の目に羞恥を覚えるが、それよりも自分を包んでくれる温かな腕の安心感が勝った。

「本日はお誘いいただきましてありがとうございました。では」

　やたら刺々しい言い方をする鷹矢にハラハラするが、力が入らず彼の胸に埋めた顔を上げられない。

「またお会いしましょう」

　鷹矢の言い方を気にする様子のない一成は、立ち去るふたりににこやかな声を掛けた。
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　自宅に着く頃には、体の熱っぽさは少し落ち着いていた。

　自分で歩くと言って鷹矢とともに玄関に着くと、これから出かけるらしい勇蔵が嬉々として会食の様子を窺ってきた。

　初めて進捗を見せる縁談に顔を綻ばせる父に、申し訳なさが過る。

　一成とふたりでいると緊張が先に立ち、その先の未来を考えるどころではなかったからだ。

　それより、彼に対し冷ややかな態度を向けた鷹矢の気持ちの方が気になった。

　少なくとも一成に対しいい感情を持っていないとわかる。

　鷹矢以外の男性に頼っていた自分の罪悪感と、彼の思いが同調している気がするのはあながち間違いでないと思う。

　桜來を最優先にしてきた彼のことだ。体調を崩すような原因を作ったのが一成だとして、敵意を湧かせたのかもしれない。

　盲目的に過保護な鷹矢は、シャワーを浴びるという桜來をバスルームに見送るときでさえ、どこまでも体調を案じてくれた。

　近頃、よく思うことがある。

　もし自分が誰かと結婚することになったら、鷹矢はどう日常を過ごしていくのだろう。

　桜來を中心とした生活がなくなり、毎日が彼だけのための時間に溢れる。

　まさか結婚後も桜來に付いて世話をするつもりはないだろう。

　そうなれば、鷹矢も自分の伴侶を見つけて、彼の家庭を築いていくはずだ。

　お互い別の道を歩んでいくのだと、現実的に想像できない未来を頭の中に押し込もうとするが、淋しさがそれを邪魔する。

　ルームウェアに着替えて部屋に戻ると、バッグに押し込んでいたプレゼントが視界に入った。

　いつまでも鷹矢に頼ってばかりはだめだと言い聞かせるように、一成からもらったそれを引っ張り出す。

　正直、プレゼントを受け取るのは気が引けた。

　これまで会ってきた男性からそういった待遇を受けたことがなかったし、そこに至るまで進展しなかった。

　縁談が進んでいることを示す出来事に戸惑い、遠慮をしたものの、一成は高価なものではないから気にしないでほしいと言っていた。

　一成の会社で開発中の香水で、まだ市販されてはいないらしい。

　桜來に似合う気がしたからと、役職の特権でひとつ拝借してきたのだと笑っていた。

　厚意を無下にできないという良心だけで受け取ったが、他意はない。

　見えない未来に申し訳なさを感じつつ小瓶を取り出すと、やはり甘い薫香に軽い眩暈を感じた。

　人工的な香りに慣れていないからだろう。

　気後れを感じ小瓶を箱に収めていると、控えめに鳴ったノックにビクッと驚いた。

「お嬢。ハーブティーをお持ちしました」

　慌ててガサッと袋に戻して、ローテーブルの下に押し込む。

「あ、ありがとう」

　動揺が声に出てしまい、入室する鷹矢に一方的な気まずさを感じた。

　隠す必要はないはずなのに、一成に見せた刺々しさが気になって鷹矢にはあまり知られたくないと思った。

　ローテーブルに置かれたガラスのティーカップに黄金色が静かに揺れる。

　ドライヤーのコンセントを挿し、桜來の背後に座った鷹矢は、落ち着いた声で言った。

「いただきものですか？」

　泳ぐ視線を鷹矢には向けられず、テーブルの下に向けた意識を彼はすぐに察してしまった。

「う、うん。香水をもらったの……」

　後ろめたさに追われている気がするのは、鷹矢がそれ以上は何も言わないからだ。

　最初から、プレゼントの存在を知らせていたらよかったのかもしれない。

　わざわざテーブルの下に隠したことが、更なる罪悪感を煽った。

　何の会話もせず、鷹矢はドライヤーを点ける。

　温風の音が静寂を誤魔化してくれるが、気まずさは消せなかった。

　それに、髪に触れる鷹矢の指に、鼓動が鎮まらない。

　さっきから首筋を掠める感触が、お腹の底に熱を蓄積させていた。

　一成に抱き寄せられたときにも感じたそれは、日頃から桜來に植え付けられてきた鷹矢の甘い施しを強引に呼び起こした。

　呼吸が少しずつ間隔を狭めていく。

　気を紛らわそうとしても、一度焚きついた情欲は簡単に抑えられない。

「お嬢」

　不意にドライヤーの音が止み、ソファーから隣に腰を下ろしてきた鷹矢が、肩を抱き寄せた。

　彼の行為に、この先を予見して頬が熱くなる。

　合わせて、胸がぐっと締め付けられて鼓動が速まった。

「特別なプレゼントだと、ときめきましたか？」

「っ、え……？」

　ぞくりとした感覚に平静を装えず、声がひっくり返る。

　低く囁く鷹矢の声は容易く性感を煽るから、余計に動揺が表沙汰になった。

「彼のことが気になりますか？」

　思いもしない質問に驚き、顔を上げた桜來は目を見開いた。

　そんな桜來を冷静に見つめる瞳は、なぜかいつものような熱を込めていない。

「あんなに気を許すなんて。諏訪様は、これまで会ってきた方々とは違うんでしょうか」

　かすかに過る冷ややかさに、怖さを感じた。

「あ、あれはだって、本当に体調が……」

　言い訳のように答えるが、肩を抱いていた鷹矢の指が鎖骨に這ってきて言葉が詰まる。

「諏訪様にもこんなふうに触られたのですか？」

　顎を持ち上げるように首筋が撫で上げられて、くすぐったさよりも煽られる性感の方が強く身悶えた。

「あ……っ」

　びくんと体を震わせ、熱い吐息を天井に零す。

「あの状況ではこういうこともされかねませんでしたよ」

　熱を持った指が襟首から中へ侵入してきて、豊かな膨らみを手のひらで包み込んだ。

　いつものように体は彼の行為に甘く反応するのに、なぜか今はそれが懲罰を与えられているようでとても切ない。

「あっ……んんっ」

　鷹矢の手のひらが胸の弾力を確かめるよう柔らかく掴むと、それに呼応して桜來は甘く喘ぐ。

「ずいぶん感度がいいですね。諏訪様のことを考えると、興奮しますか？」

「んっ」

　なぜそんなことを聞くのか、鷹矢の質問の意味がわからなくて胸が苦しくなる。

　それを鷹矢に訴えようとするものの、もう片方の手が下から持ち上げるように胸を包み、両手でやわやわと揉みしだかれる。

「はあ、っ」

　両胸からの刺激に、全身が大袈裟に快感を味わう。

　鷹矢の言うとおり、いつもよりも体が敏感になっている気がする。

　まだアルコールが抜けきっていないのか。

　はあはあと上がる息を誤魔化せず、体は熱に高まる。

　手のひらをいたずらに動かしながら、鷹矢は桜來の耳朶を舌先で舐った。

「ひぁっ」

　体の中心に向かって走る悦の電流に、悲鳴のような嬌声を上げる。

　両手を下から下着の中へと潜らせて、直に豊満な胸を掴んだ。

「んぁっ」

「今後、親しくなれば、彼ともこういうことに及ぶ可能性だってありますよ？」

「やぁ……っ」

　指の腹で乳首を捏ねられ、桜來はびくんと大袈裟に体を飛び上がらせる。

　その反応を悦ぶ指は、両方の尖った先端をクニクニと意地悪に転がした。

「あぁっ、やっ」

「諏訪様もこんなふうにしてくれるでしょうか」

「っ、いや……ッ」

　可笑しそうに言う鷹矢は、屹立した先端をきゅっきゅっと緩急をつけて扱いた。

「あんっ、あっ」

　乱れる呼吸に乗る喘ぎが強まる。

　性感帯がどこにあるのかは熟知されていて、どれくらいの強さが好きなのかも鷹矢は知っている。

　止まらない指の動きに快感は高まり、強張っていた体は気持ちのいいことだけに身を投じる。

「両方を一緒に弄られるのが好きなのだと、諏訪様にもちゃんとお伝えしてくださいね」

「ゃあ、やだ……ぁっ」

　弱々しくかぶりを振るのが精一杯で、両方の胸に送られる刺激に酷く悶える。

「ああ、あっ、あ……っ」

　全体重を鷹矢に預け、ひたすら快感を貪る。

　今は鷹矢だけを感じていたいのに、その彼はいたずらに一成のことを口にするのはなぜなのか。

　一成への敵意が見えたと思ったのに、その彼とのこれからを示唆する鷹矢。

　どんな気持ちで桜來を弄んでいるのか、鷹矢の心が見えなくて胸が苦しくなる。

　そんな桜來の思い知らない手は荒ぶり、先端を扱き上げる指技に嬌声は止まらない。

「ああっ、んあぁ」

「腰がひくついていますね。イきそうですか？」

「やあぁっ」

　与えられる刺激に体をくねらせ、もう鷹矢の問いには応えず快楽だけを得る。

　寝間着を邪魔ったらしくたくし上げられ、煌々と照る照明に向けて興奮極まる胸の先端を差し出された。

「ああぁっ、あんんっ」

　痴態への恥ずかしさがたちまち興奮を最高潮に導く。

　体が愉悦に痙攣し始め、先端の摘みを強くされると、案の定桜來は大きく体を仰け反らせ息を詰まらせた。

「っ……！」

　乳首から全身に送り出される快楽の電流に撃たれ、体の中心に向かって悦情が弾ける。

　思考が真っ白な閃光に包まれて、絶頂の気持ちよさに悦ぶ体がビクビクと喘いだ。

「ああ、イってしまいましたね」

　取り戻した呼吸ではあはあと胸を上下させる桜來を、鷹矢は優しく抱きしめる。

　頭を包むように抱きかかえられ、そのままラグの上に押し倒された。

　乱れる呼吸を治めるように、鷹矢は桜來の頬を撫でる。

　虚ろに見上げた逆光の表情に、どんな感情が込められているのかはわからなかった。

　痙攣する体ではどうすることもできずにいると、鷹矢の視線が脇に振られる。

　そこにあるのは、咄嗟に隠したプレゼント。

　息を潜めていたそれに、鷹矢は手を伸ばした。

　鷹矢の指技でトロトロに溶けだしていた体が、さっと温度を下げる。

　ぎくりとするのは、テーブルの下に後ろめたさを一緒に押し込んでいたからだ。

　近くに来たギフトバックから漂ってきた香りに、鷹矢は声を低くして言った。

「お嬢には、似合わない」

　明確に一成を否定する。

　照明を受けたその目には、普段とは違う何かが宿っていた。

　普段の冷静な彼とは違う、時折見せる何かが欠けた感情。

　それでいて、それを埋め合わせる強い何かが、黒い瞳を揺らしているようだった。

「鷹矢……？」

　若干の怖さを感じたものの、罪悪感を誤魔化し曖昧に微笑み呼んでみると、鷹矢はショートパンツから覗く白い太股を指に圧をかけて撫で上げた。

「あ……っ」

　太ももの付け根に侵入してきた指が、無遠慮にショーツの中にまで及んできた。

「ああっ」

「もうだいぶ濡れてますね」

「んっ」

　ぬるりとした感触に自分の恥辱を自覚させられ、恥ずかしさのあまりに顔を背ける。

　それでも抵抗しないのは、なかなか鎮まらない内から込み上げる熱のせいだ。

「想像したんですか？　諏訪様に、こういうことをされるのを」

「して、な……ァアッ」

　自分の泥濘を纏った指が、割れ目をいたずらになぞり上げた。

　ぷっくりと膨れる蕾を鷹矢の指に舐められ、びりびりとした快感の刺激が体を大いに震わせる。

　どういうわけか、たったそれだけのことで悦情が一気に膨れ上がり、腰が浮くほどに激しく爆ぜた。

「あああっ」

　目の前に閃光がちらつき、指先までを愉悦が駆け抜け全身の力を奪う。

　軽く痙攣する体を組み敷いたまま、鷹矢は照明に陰り薄く微笑む。

「そんなに簡単にイくなんて、よほど惹かれているんですね」

　どうやら鷹矢は、桜來が一成に好意を寄せていると思っているらしい。

　しかし、桜來自身好意という感情がどういうものなのかはっきりとわかっていない。

　よく聞く胸の高鳴りというものを感じたような気もするが、それが果たして好意に値するのかがピンとこないのだ。

「わか、……ない」

「彼と居て、胸は苦しくありませんでしたか？　頬が熱くなっていたのは、そういうことだと思いますよ」

　陰る鷹矢の瞳に、ゆらりと切ないものが揺れたかと思った瞬間、桜來の秘壺が熱く腫れるような快感に満ちた。

「んぁああっ」

　鷹矢の指が二本、深く桜來を突き刺して中をぐちゃぐちゃに搔き回す。

「凄いな、こんなに涎を垂らして欲しがってる」

「ああっ、あっ、ゃあっ」

　奥で激しい揺さぶりをかけられ、それに呼応する体がびちゃびちゃと音を立てて多量の愛涎を零した。

　自分の体が自分のものではないような快楽に押し上げられる。

　意識はろくに保っていないのに、体だけは気持ちのいいことを追いかけ悦んだ。

「っ、だめ……また……ッ」

「いいですよ、そのまま」

「は、あぁっ」

　優しく頭を抱えられて、鷹矢の胸元にしがみつく。

「んんんっ」

　下肢に与えられる激しい快感に押し上げられるがまま、突き抜けるような絶頂に達した。

　びくんっと引き攣り強張った体は、たちまち泥のように堕落していく。

　鷹矢の腕の中に溶けてしまいそうな満ち足りた感覚に、意識が濁りかけた。

「お嬢……」

　重い瞼にキスをされたのがわかり、かろうじて鷹矢の気配を手元に手繰り寄せる。

　もらった香水とは違う、いつもの鷹矢の匂いが肺を満たした。

　一成にもらったものもいい香りではあったけれど、こんな風に安心感を得られるようなものではなかった。

　むしろ、少し緊張するような背筋を伸ばさなければならない大人の香りだ。

　鷹矢の言う通り、自分には似合わない。

　それに比べて、鷹矢の腕の中は落ち着く。

　幼い頃もこうやって同じ布団で眠っていたことを思い出す。

「た、かや……」

　それがいつからか別々に寝るようになって、そして、今では……。

　日常的に行われる夜の慰み。

　自慰行為に気づかれたあのときから、鷹矢は桜來の性的欲求を義務的に満たしてくれていた。

　幼稚園の迎えと同じ、彼の義務感の延長線。

　桜來が望んでいることを何でも叶えてくれる彼の優しさが、なぜかとても切なく苦しくなった。

「鷹矢……」

「はい」

　こんな風に慈しんでくれるのは、能上家に恩義があるから。

　桜來に素直な返事をしてくれるのも、欲求を満たしてくれるのも。

　もしその恩義がなかったら、鷹矢は今ごろ大切な人を見つけて極普通の幸せを手にしていたかもしれない。

　そんなこと何度思ったかわからない。

　いつまでも桜來にかしづき、そこに心力を注ぐことはないのだ。

　だけど……。

「もっと……」

　絶頂に達し、解放されたはずの欲望が、また熱をもって膨らみ出した。

　おかしい。

　普段ならこのまま意識を失って、気づけばいつもの朝を迎えているはずだったのに。

　力の入らない瞼を薄く開くと、鷹矢の喉が動くのがわかった。

　それが彼のどういう感情なのか深く考えることもせずに、ただ自分の中に膨らむ熱い欲求を満たしてもらうことだけに意識が向かう。

「お嬢、自分が何を言っているかわかっていますか」

　鷹矢の掠れた声が低く零される。

　わからないふりをして彼の匂いに顔を埋めると、背中に回された手に胸を締め付けるホックをぷつりと解かれた。

　そのときたしかに胸の奥の心の部分が、聞いたことのない音をとくりと鳴らした。

　それが何なのかわからないまま、下着から零れた胸が鷹矢の熱い手のひらに包まれ柔く揉み込まれる。

「あ……ん」

　彼の手に収まりきらない膨らみは、彼を感じようと先端を固く屹立させる。

　それに気づく鷹矢は、ためらうことなくそこに食らいついた。

「ああっ」

　咥内に含まれた乳首は感度を高め、熱い舌で扱かれるたびにビリビリとした悦楽を全身に送り出す。

　左右平等にしゃぶられ、空いた方はコリコリと指で扱かれた。

「あん、あぁ、あっ」

　煽られる性感に、解放されたはずの体はまた悦情に熱く昂りだす。

「あっ、イく……ッ」

　なぜかまたしても早々に到達を迎えた。

　体に激しい快感が押し寄せる。

「イき癖、ついてるようですね」

「……っ」

　耳元で囁かれて痙攣する体が熱を上げ続けている。

　達したのに、なかなか降りて来られない。

　まだ体の芯が熱くて、くらくらする。

「お嬢、苦しいですか？」

　呼吸の浅い桜來を案じる鷹矢は、わずかな締め付けでも取り払おうと、衣服を剥ぎ取っていく。

　恥ずかしいはずなのに、熱に侵された体を少しでも楽にしたくて鷹矢を頼る。

　鷹矢ならどんなものからでも守ってくれる。

　長年に渡り積み上げてきた信頼で、桜來は熱い体を彼に託した。

　ベッドまで抱えられ、横たえられる。

　片膝をついた鷹矢が少し遠くなり、些細な距離を淋しく思った。

「鷹矢……」

　身を起こそうとする鷹矢に、手を伸ばす。

　腕を持ち上げるのも辛くて震える指先が、思いを汲む鷹矢の指に絡め取られた。

　置いていかれなかった安心感に、彼の手を頬に摺り寄せると、鷹矢はかすかに息を震わせた。

「お嬢……」

　呼吸が苦しいのだろうか。鷹矢は胸を大袈裟に上下させる。

　引き寄せた鷹矢の手は、躊躇いがちに桜來の頬を擦る。

「ん……」

　優しい感触がくすぐったくて猫のように目を細めると、鷹矢はこくりと喉を鳴らした。

　苦し気に眉を寄せ、親指で桜來の唇をなぞる。

　彼の怯えるような震えを感じて、そこに自ら口づけた。

「っ……」

　息を呑む鷹矢は、苦しそうに胸元のシャツを握り締める。

　本当に息苦しいのかと案ずると、彼は煩わしそうに片手でボタンを解き始める。

　少しずつ露になる鷹矢の男らしく筋張った首筋。

　それまで見たことのない湧き立つ色気が、そこから現れた。

　普段なら絶対に目にしない男のエロチシズムが、ことさら桜來の興奮を誘う。

　少しずつ解かれ暴かれていく鷹矢の素肌に、どうしても触れたくなった。

　白いシャツから覗く割れた腹部。脱ぎきらない絶妙な卑猥さが、鼓動を逸らせた。

　体の熱と高ぶる興奮に甘く息が上がる。

　解放された逞しい胸板に、ちらりと桜の花びらが見えた。

　鷹矢の体に散っている花びらは、意図的に刻まれたもの。

　裾野までをはだけさせたシャツの向こうから現れたのは、桜に囲まれた雄々しい鷹の姿だった。

「鷹矢、これ……」

　美しい芸術品に思わず指を触れる。

「っ、は……」

　その瞬間に悶えた鷹矢の甘い喘ぎに、驚いて手を引っ込める。

　恐る恐る彼を見やると、頬を上気させた鷹矢が瞳を潤ませていた。

　取られたままだった手が、彼の胸元に引き寄せられる。

「誓いの証です。生涯をお嬢に捧げると決めた、絶対に消えない俺の心」

「え……」

　上下する熱い胸に手を当てられたまま、これまで知らなかった鷹矢の想いを聞く。

　目を見開いて見上げる鷹矢の双眸には、自分の姿が映っている。

　こんなに熱い想いを抱いているとは知らなかった。

　脱ぎ捨てられたシャツの内から現れた鷹矢の心。

　桜來に跨ってくる彼からはらりと手が離れる。

「ずっと見せないつもりでした」

　タトゥーの全貌がわかる。

　左胸に描かれた鷹は翼を広げ今にも飛び立たんばかり。そこに絡まるように散らされた桜の花びらは鷹を包んでいるようでもあり、また肩まで広がる満開の桜を鷹が守っているようでもあった。

　綺麗だと、素直に見惚れる。

　呆ける桜來を見下ろしながら、鷹矢は貞操を解くようにベルトを外した。

「お嬢がそんなに俺を欲しがるから……もう隠さない」

　これまで聞いたことのないしっとりと湿った声が、甘く震える吐息に乗ってきた。

　鍛え上げられた体は色香を醸し上気している。

　滲む汗に桜の花びらを濡らしながら、鷹矢は脱力する桜來に覆い被さってきた。

「好きだ、桜來」

「！」

　初めて聞いた呼び名と彼の想い。

　大いに驚き絶句した。

　動揺する桜來に構わず、鷹矢はゆっくりと顔を落として、額に口づけた。

「昔からずっと、桜來だけを想ってきた。ずっと……ずっと好きだった」

　獰猛さを消した穏やかな瞳が、揺れながら瞼に隠されていく。

　どうすることもできないまま、桜來は熱のこもった口づけを受け入れた。

　柔らかく重なる唇。

　初めて知る感触。

　温かくて優しくて、心までも包み込むような鷹矢の想いがそこから注ぎ込まれる。

（鷹矢が、私を……好き？）

　それは家族としての感情だとは、誤魔化しきれなかった。

　挿し込まれる舌に、明確な情欲が宿っている。

　桜來をひとりの女として見ている鷹矢の愛情が、蠢く熱い舌に込められていた。

「っ、ぅん……っ」

　乱暴にも咥内を弄られるものの、注ぎ込まれる愛に苦しさは感じない。

　初めての行為なのに、リードする鷹矢に自分を委ねるだけだ。

　熱くて、気持ちがいい。

　こんなことはきっときちんと恋人同士になってから行うもののはずなのに。

　振りほどけない。

　むしろ、もっと自分を求めてほしいと、拙くも自らを差し出した。

　すると鷹矢は少し驚いたようにぴくりと肩を揺らしてから、桜來を搔き抱いた。

　背中に回される大きな手に、いちいち身悶える。

　唇の隙間から甘い吐息を零し、密着する体を震わせた。

「桜來……っ」

「あ、ん……」

　桜來を抱いていた手がするすると下肢へと向かう。

　もうすでに何度も暴かれたそこは、絶えず潤いを保っていた。

　すり合わせていた太股を割り、湿度の高いそこに長い指が滑り込む。

　割れ目をひと撫でされてから、ためらうことなく泥濘の蜜壺にずぷりとひたされた。

「ああぁあっ」

　押し込まれたのは二本。

　隘路を広げられた快感が、体の芯を甘く震わせた。

　ぐちゅぐちゅと進捗を急ぐ指に、激しい抽挿を受ける。

「ああっ、あっ、やぁっ、んぁっ」

　溢れる水音に合わせて、高い嬌声が飛ぶ。

　強い快感に揺さぶられ、気持ちよさが瞬く間にキャパを一杯にする。

「ぁっ、やっ、だ……めっ」

　弱まらない愛戯に、堪え切れない快感が体中を駆け巡る。

　一番熱いお腹の底が淫靡な刺激に搔き回されて、気持ちいい感覚に激しく襲われながらたちまちに絶頂に爆ぜる。

「やぁあ……っ」

　鷹矢の指を締め付けて体がビクンと飛び跳ねる。

　何度目かわからない絶頂に、痙攣が止まらなくなる。

「凄い、桜來……可愛いよ」

　耳慣れない呼び名に鼓動が乱れて眩暈がする。

「っ、……あ……」

　体をひくつかせる桜來に、鷹矢はまだ愛を刻もうとする。

　指を挿入したまま膝裏を抱え、そこに屈みこんだ彼は、ぐっしょりと濡れた蕾を熱を持った舌で舐り上げた。

「んゃああああっ」

　達したところから降りられないまま続けざまに悦情を刺激されて、悲鳴のような嬌声を上げる。

「やっ、あぁっ、ああっ」

　陰核からの強い快感が全身を襲って怖さすら感じるのに、膣で脈打つ肉襞は鷹矢の指を締め付けて離そうとしない。

　じゅるじゅると音を立てて吸い上げられる蕾は今か今かと弾けるときを待つ。

　同時に擦られるナカの感度の高い所が、またしても桜來を強引にさらなる高みへと連れて行く。

「あぁん、んぁあっ」

　口淫を受けみるみる高まる快楽が、昇天を待ち侘びていた体を弾けさせた。

　気持ちよすぎて四肢が意識からバラバラに解けていくよう。

　それでも鷹矢のぬくもりは、確かに感じていた。

「もう、抑えられないから」

　手の甲で口を拭う鷹矢は、決意すら感じる熱のこもった声で宣言する。

　照明に照る瞳に冷静さは一切ない。

　熱情に瞳を揺らす彼は、浅くなる呼吸を湿らせながら自らの欲望を桜來の前に晒した。

　視界に映り込む言葉通りに治まりきらない彼の淫欲が、愛に濡れて艶めく。

　それを隠すことなく、開いた桜來の体に割り入ってくる。

　未知の世界が桜來の身に及んでいるのに、怖さはなくて、ただひたすらに鷹矢の欲望に応えたいとだけ思った。

「桜來……」

　大きな手のひらに頬を包まれ、かすかに彼の躊躇いを感じた。

「……いいよ」

　そう応えるのはごく自然なことだった。

　これまでどのくらいの時間、彼は自分の心を律してきたのだろう。

　こうなることをいつから望んでいたのだろう。

　この感情が同情なのか愛情なのか、はたまた家族愛なのかはわからない。

　だけど、鷹矢への信頼は桜來を安心させるものでしかなくて、この期に及んで躊躇う彼の望むもの以外何も考える必要はないと思った。

　くち、とかすかな音が遠くに聞こえた。

　途端に体の中心を通って駆け上がってくるこれまでに感じたことのない強い快感。

　ぐっと押し込まれた熱さに、気持ちよさ以外は感じなかった。

「っ、あ……ッ」

「ん……っ」

　ともに零れたふたりの甘い喘ぎ。

　そして、下肢に打ち付けられた熱い楔の感覚が、鷹矢を見上げる目に涙を浮かばせた。

　涙の伝うこめかみが親指で優しく拭われる。

　薄っすらと開けた眼で見た鷹矢の、蕩けそうに甘い恍惚な表情に、ついに体を繋げてしまったことを知った。

　一切の抵抗を見せない桜來に、鷹矢はゆっくりと律動を始める。

　一度わずかに身を引いてから、桜來の体に刻むように再び熱い楔が打ち込まれる。

「んぁっ」

「……っ」

　一気に最奥を貫かれて、彼そのものを受け入れた子宮が悦びに打ち震えた。

　女を開花させる行為は痛みが伴うものだと誰が言っていただろうか。

　そんなの信用ならないと思うほど、桜來の体は鷹矢を悦んで受け入れている。

　桜來を抱きしめ、鷹矢が自身をゆっくり抽挿させる。

「あ、んっ」

　揺らされるたびに快楽の火花が弾けて、体が愉悦に咽ぶ。

　それは鷹矢も同じようだと感じ取り、彼の動きに自然と自分も同調させた。

「あ、桜來……いいよ、気持ちいい」

「んん、あん、あっ」

　ゆっくりだった律動が、次第に大胆になっていく。

　穿たれる子宮から悦涎が溢れて、ちゅぷちゅぷと淫欲な啼き声を上げた。

　夢中になって律動を速める鷹矢に、振り落とされないように必死にしがみつく。

　広い背中に回した手と、彼の腰に回した脚に力を込めると、鷹矢は苦悶に喘いだ。

「あぁ、桜來、やばい……」

「んぁ、あ、あっ」

　初めて味わう、これまでにないほどの激しい快感。

　子宮の奥で鷹矢を感じて、体が愉悦に高まっていく。

　激しさにベッドがギシギシと軋み、ふたりの繋がりからは止めどなく悦びの愛蜜が飛び散った。

　すり合わせる素肌も、隙間なく重ねる唇も、お互いの熱にドロドロに融けていくようだ。

「んっ、ぅっ、ぁん」

「……っ、は……ぁ」

　糸を引きながら離れた唇から、鷹矢が限界に震える声を漏らす。

「ぁ……、もう……っ」

「ああっ、あん」

「桜來……っ」

　なおも激しさを増し、桜來を穿つ鷹矢。

　気持ちよさが最高潮を迎えに行くように、昂る悦情が彼を強く扱き上げた。

「あぁっ」

「っ、桜來……んっ」

　もう少しで頂を掴もうとしたところで、苦悶に声を震わせる鷹矢は激しかった律動をおもむろに緩めた。

　快感が弱まったかと思うと、鷹矢は桜來からずるりと抜け出す。

　急に訪れる虚無感がたまらなく淋しくて、すがるように鷹矢を求めた。

「いや……鷹矢、まだ……」

　眉をひそめ、震える体を堪らえているようすの鷹矢。

　美しい胸のタトゥーが汗を纏って、上下するたび照明に煌めく。

　湿った前髪を掻き上げる鷹矢は、淫靡な熱に浮かされているとわかるほど、その目に獰猛な雄の炎を揺らめかせたままだ。

　彼も本当は、このまま欲望を追求してしまいたかったに違いない。

　そんな彼を引き止めたのは、何年もの間雁字搦めに自分を律してきた理性だ。

「……頼むから、あまり俺を煽らないでくれよ」

　見上げる先で、鷹矢は震える溜め息を吐いた。

「どれだけ俺がギリギリに踏み留まってるか、知らないだろ」

　目元を歪め苦悶を知らせてから、鷹矢は手を伸ばしてくる。

　両手で首筋を撫で、荒い呼吸に揺れる乳房へその手を這わせた。

「あ……」

「本当はこのまま、桜來が壊れるまで抱きたいんだ」

　そう言った口が、両手で掬い上げた乳房の先に食らいつく。

　鋭敏な先端はたちまち悦情に勃ち上がり、体が欲しがっていた快感を生んだ。

「ああぁっ」

　やわやわと揉みしだかれながら、抱き合わせられた乳首が彼の熱い腔内で乱暴に嬲られる。

　じゅるじゅるとわざと音を立て吸われ、敏感なそこから淫欲が子宮へと駆け下りた。

　聴覚からも淫猥な刺激を与えられ、ますます彼が欲しくなる。

　切ない太腿を擦り合わせると、それに気づく鷹矢は膝裏を抱えて恥部を明かりに晒した。

「やっ、鷹矢……っ」

　羞恥を訴えるが、彼は何も答えず、渇きを知らないそこに深く指を挿した。

「ンああぁッ」

　煽られていた性感が待望の快感を得る。

　きゅんきゅんと秘壺を締め、凌辱に蠢く彼の指を悦んで貪った。

「ああっ、あっ、やぁ、っ」

　グチュグチュと激しく掻き回され、胸からの刺激と合間って、あまりの気持ちよさに意識が飛びそうになる。

　それでも必死に鷹矢を感じたくて、乳首にしやぶりつく彼の頭を掻き抱いた。

「いやぁっ、ああっ、イく……っ、イくッ」

　差し迫る絶頂の予感に、弾き飛ばされそうになるのを懸命に耐える。

　このまま鷹矢を置き去りに達してしまいたくない。

「いや、鷹矢……っ、一緒、に……っ」

　もう一度彼にも快感を味わってほしくて、なけなしの力で凌辱の手を制する。

　考えてみれば、これまでずっと桜來だけが気持ちのいいことをしてもらってばかりで、鷹矢の欲望を満たしてあげたことはなかった。

　もちろんそれにはどうすればいいのかわからなかったし、自分では満足させるどころか、気持ちよくしてあげることだってできなかっただろう。

　だけど、ついさっき見た鷹矢の恍惚な表情に、桜來自身で彼を満たしてあげられると知った。

「ねえ、来て……鷹矢……」

　制されたことに驚いたように顔を上げた鷹矢の頬を手のひらで包む。

　目を見開き息を飲んだ彼は、すりと桜來の手に頬ずりをした。

「桜來……」

　彼はそこに自身の手を重ね、泣きそうに切なく名前を口にする。

　つい今しがたまでそこにあった獣のような炎は、桜來の手のひらに落とすしっとりとした口づけとともに瞼に隠された。

　彼の濡れた唇の感触がくすぐったく、ぴくんと指先が震える。

　その指の間に彼の指が絡められ、口づけを済ませた瞳が再び桜來を捉えたときには、さっきよりもずっと熱い情欲の炎がそこに燃えていた。

「……っ」

　有無を言わさない欲望の圧を感じて、身震いする。

　もうどんなことをされても逃げられない。

　むしろ、自分のすべてを制圧してほしくて、彼の望むままに嬲ってほしいとさえ思った。

　絡め取られた手はシワの波打つベッドに縫い留められ、もう片方の手も同様に捕まった。

　男の力に捻じ伏せられているのに、その強さが桜來の興奮を煽る。

　こんなこと、きっと他の誰かでは赦せない。

　壊されてしまうのがわかっていながら、そうしてほしいと望むのは鷹矢だからだ。

　炎を揺らす瞳が傾きながら瞼に隠されていく。

　まだ慣れないキスを受けながら、鷹矢の高まりが悦情の待つ桜來の蜜壺へと浸された。

「あ……ん、鷹矢……」

　ゆっくりと馴染ませるように侵入する鷹矢の熱に、待望する隘路が悦びに蠢いた。

「は、桜來……」

　奥へ奥へと取り込もうとする肉襞に歓迎される鷹矢が、じっくりと快感を味わっているのがわかる。

「鷹矢……きもちい？」

　唇を触れ合わせたまま訊ねると、虚ろに目を開ける彼は「ん」と喘ぎを混ぜて答えた。

　悦んでくれていることが嬉しい。

　一方的に甘えてばかりだった桜來の人生で初めて、目に見えて鷹矢の役に立てたことが誇らしかった。

　そして、最奥に到達したところで、駄目押しに子宮が抉られる。

「んアアッ」

　一際感度の高いそこは、迎え入れた鷹矢に絡みつくように悦楽を高ぶらせる。

「っ、あ……っ」

　鷹矢もまた、深い場所で感じてくれている。

　持ち上げた上半身に描かれた芸術を見た瞬間、わずかに引き戻った鷹矢は勢いをつけて桜來を強く穿った。

「んぁああっ」

「んんっ」

　ともに感じた、強烈な快感。

　それは一度きりではなくて、すぐに二度三度と激しく繰り返される。

「あっ、アッ、んあっ、あ……っ」

「は、ぁっ、……あ、桜來……ッ」

　連続する淫欲の刺激に、嬌声が溢れる。

　これまでに蓄積させた愛欲の熱情が、強固だった理性を薙ぎ払うよう。

　気持ちいいことに夢中になって、握りしめられる手が感覚を失くした。

「鷹矢……っ、ああっ、鷹矢ぁ……ッ」

　激しくぶつけられる欲情の熱に融かされて、頭がおかしくなる。

　揺れる視界の中でも、鷹矢の恍惚な表情だけはしっかりと見えていて、自分の体でもっともっと欲望を満たしてほしいと思う。

「桜來、桜來……っ」

　何度も何度も、鷹矢の口から名前が零れる。

　抑えられない気持ちを吐露する彼に、ときめく胸が切なさに震えた。

　鷹矢が自分を想ってくれている。

　欲情に抗えず本能のままを晒す彼に、心が熱を持った。

　その熱さに触れようとしたけれど、律動を速める鷹矢に引き止められる。

　蜜壺が泡立つほどぐちゃぐちゃに搔き回され、強烈な快感に意識が全振りする。

「ああっ、気持ちいいっ、気持ちいいよ鷹矢ぁっ」

　初めてのことなのに、桜來の子宮はその刺激を待ち望んでいたように快感だけに満ちる。

　汗が飛び散るほどの激しさに揺れる鷹矢は、眉間に皺を刻んだ。

「桜來……あ、……んっ」

　苦しそうに見えるが、漏れ聞こえる喘ぎに彼もまた気持ちよさの中にいるのだと嬉しくなる。

　同調する快楽の中、桜來に限界が押し迫った。

　高まる悦情が、今か今かと弾けそうに眩暈を起こさせる。

「鷹矢……っ、あ、イっちゃ……ッ」

「ん、イって……」

　律動を緩めないまま、鷹矢は桜來に口付ける。

　激動の最中に訪れる刹那の安寧に、胸が愛しさでいっぱいになる。

　柔らかくぶつかりすぐに離れてしまうが、彼は汗ばむ体で桜來を包み込んだ。

　融けるような熱さを直に感じて、絶頂への上昇が加速する。

「あっ、あっ、ンはっ、あっ」

　解放された手を鷹矢の背に回し、ひたすら彼を感じる。

　ここにはもう淫欲と快楽の融け合う熱気しかなく、ふたりでそれを深く追求するだけ。

　高め合う体が、これ以上ないほどの熱に焚きつけられる。

「桜來……っ」

「たか……やっ」

　お互いの名前を口にした瞬間、迫っていた至高が最後の枷を突き破り、極上の快感を体の中心から弾けさせた。

「っ、あああっ……！」

　脳天を突き抜けるほどの快感に襲われる。

　嬌声すらも絶頂を後押しするように、性感の全てを全身で受け止める。

　桜來が眩い閃光に意識を飛ばされるのと同時に、快楽の余韻を体の中に残したまま鷹矢が外界へと抜け出した。

「あ……っ、く、ぁ……」

　悶絶する鷹矢は引き抜いた強直を震わせて、神聖な吐射を桜來の白い肌に撒き散らす。

　腹部に広がる温かな彼の欲液に、なけなしの理性をじり貧に持っていたことを知った。

　それでも、しっかりと受け取った悦楽の極致に、意識を明け渡す。

「……鷹矢……」

　彼が遠くに行ってしまいそうなことが淋しくて、かろうじて呼びかけた声は吐息に消える。

　届いたのかどうか確かめられずに、突如現れた睡魔に強引に取り込まれた。







【５】 掴みきれない想い








　翌朝、目が覚めると部屋に鷹矢はいなかった。

　いつものことだ。

　だけど、いつもと違って体のあちこちが痛い。

　絶頂が癖になった体は何度も引き攣り、甘い怠さに疲弊している。

　それでも週の初めの月曜日は出社しなければならなくて、のそのそとベッドから這い出た。

　クローゼットから取り出したブラウスに袖を通し、鏡に映るボタンを留める自分の姿に目を見開いた。

　下着から覗く素肌に紅い印がいくつも花開いている。

　鷹矢に愛でられた痕だ。

　今までこんなふうにされたことはなかった。

　あくまでも桜來を気持ちよくするためだけの行為だったはずなのに。

『好きだ、桜來』

　思い出した彼の言葉に、顔から火を噴く。

（どうして、いきなりあんなこと……）

　鷹矢は家族だ。

　ずっとそばにいて、桜来をあらゆるものから守ってくれていた。

　それなのに……。

　あれは、家族としての言葉ではなかった。

（いつから？　いつからそんなふうに思っていたの？）

　鷹矢の声が耳から離れなくて、心臓が鼓動を乱す。

　一成と会っているときに感じたものとはまるで違う。

　いつの間にか胸の奥が熱を覚えていて、そこから湧き上がるものに圧されて息が苦しい。

　たまらず吐き出した溜め息は、堪えきれないほどに震えた。

　何もなかった顔でリビングに行ける気がしなくて、顔を洗ってから自室でメイクを施した。

　顔を合わせづらいことこの上ない。

　昨夜あれだけ理性を飛ばしていたとはいえ、鷹矢と体を繋げてしまった。

　これまでされてきたことを思えば、そうしなかったことのほうが不思議だったと思う。

　それは鷹矢が、不屈の精神で自分を強く律してきたからだ。

　箍を外した彼は、あんなにも情熱的に桜來を欲したのだ。心を抑えていた強さもよほどのものだったろうとわかる。

　意を決してリビングに行くと、鷹矢はせっせと勇蔵の周りで朝食の支度をしていた。

「お、おはよう……」

「おはようございます。お嬢」

　母はまだ眠っている時間で、勇蔵も新聞を捲って「おはよう」と言った。

　いつもと変わらない朝食の風景。

　昨夜の鷹矢はそこにはいなくて、いつも通りの爽やかさだ。

　気にしているのは桜來だけで、鷹矢は昨夜の出来事を特に気にとめてはいないのか。

　そう考えるとなんだか少し淋しい。

　あれだけの一大事だったのに、変わったのは桜來の方だけで彼にとっては一過性のものにしかすぎなかったのかもしれない。

　小さく胸がきゅっと萎むのを感じながら食卓に着くと、トーストを出してきた鷹矢と間近で目が合った。

　意図せず心臓が飛び跳ねる。

　昨夜の情景が思い起こされ、恥ずかしさに顔が真っ赤になった。

　何も言わずじっと見つめてくる鷹矢の瞳の奥に宿った熱を見つけて、やはりふたりの関係はこれまでと違うと悟った。

「桜來、どうだ一成君は。なかなか感じのいい青年だと思うが」

　何事もなかったように離れる鷹矢の気配に安堵しつつも、勇蔵が持ち出した一成の話題に気まずさを感じた。

「う、うん……いい人だったよ」

「そうか。彼の方も桜來のことは気に入っているようじゃないか」

　自分が縁を結べていることが誇らしいのか、勇蔵は上機嫌だ。

　けれど、桜來は後ろめたい気持ちでいっぱいだ。

　父が喜んでいる様子を、鷹矢はどう思っているだろう。

　自分を好きだと言ってくれた彼は、今までの見合いをどんな思いで見守ってきたのだろうか。

　そして、今回の一成とのことも。

　時折鷹矢に感じていたかすかな違和感の原因は、それだったのだ。

　桜來の縁談を、彼は心を圧して見てきたのだと思うと、たまらなく心苦しくなる。

　コーヒーのおかわりを頼まれる鷹矢を、トーストに齧りつきながら盗み見る。

　澄ましているように見える彼の、昨夜のあの獰猛な色気と激しい愛撫がフラッシュバックする。

　ひとりで胸を逸らせ、記憶の羞恥に素早く瞬いて視線を落とした。

（夢では、なかったんだよね……？）

　体中に散る花びらと怠さが何よりの証拠だ。

　黙々と朝食を平らげ、それ以上鷹矢とは目を合わせられずに自室へと戻った。

　昨夜の記憶を色濃く残すベッドを横目に出社の準備をし、首元や足に花びらが見えていないかを入念にチェックした。

　花びらと言えば、鷹矢の胸に刻まれたタトゥーはとても綺麗だったと思い返す。

　彼と自分の名前を模して描かれた芸術。

　美しさに感心もしたが、そこには鷹矢の強い誓いが立てられていると知って戸惑った。

　己の生涯を桜來に捧げるという誓い。

　いつかは彼も、誰か伴侶を見繕って自分の道を生きるのだと思っていたのに。

　今日も今日とて、出社をともにする彼の背中に切なさが膨らんだ。

　もう何年もずっとこの背中に守られてきた。

　鷹矢の想いも知らずに、甘えるだけ甘えて、桜來は別の誰かと生涯を歩もうとしていた。

（それでいいの？）

　桜來への想いに生涯をかけると誓った彼の心を蔑ろにして。

　昨夜受けた鷹矢の熱い眼差しが胸を締め付ける。

　とぼとぼと彼に並んで歩く足が不意に石畳に躓いて体がよろけた。

「お嬢！」

　咄嗟に、気づいた鷹矢が転倒から桜來を守る。

　片腕に抱きとめられ、たくましい肉体美とそこに描かれた妖艶なタトゥーが透けて見えるようだった。

「大丈夫ですか？」

「う、うん、ごめん……」

　体勢を立て直すものの、桜來を支えた手を離さなかった鷹矢が耳元で囁いてきた。

「昨夜のことが響いているなら、今日は休まれてはいかがですか？」

「っ!!」

　掴めなかった現実がはっきりとした。

　あれが夢ではなかったのだと確信に変わる。

「だっ、大丈夫！　今日やらないといけない仕事あるから！」

　離してもらえない腕の中でも、羞恥のあまり顔を引いて精一杯の距離を取った。

「偉いですね。そういう真面目なところも、好きですよ」

　鷹矢は目を細めて遠慮なく口にする。別人だ。

　もう隠す必要はないとでもいうように。

　一度開けてみれば、溢れるほどの想いを持っていると、こんなにもストレートに伝えてくる。

　生まれて初めて受ける異性としての明確な好意。

　慣れない状況にあわあわと狼狽に震え、赤くなる顔を自覚して、もう俯くことしかできなかった。
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　それでも出社するからには業務を遂行するのが社会人としての責務だ。

　会社までの車中ずっと平静の裏に隠していた緊張は、地下駐車場を最後に離れた鷹矢とともにようやく気配を消した。

　体の名残はあるものの、仕事に集中してしまえば随分気が楽になった。

「能上さん、三番に電話だよー」

「あ、はい」

　伝票整理と打ち込みを一心不乱にやっていたところに、声を掛けられた。

　ＰＣとの息つかぬ睨めっこで強張っていた目元を束の間解放する。

「はい、能上です」

『桜來さん、お疲れ様です。一成です』

「えっ」

　突然の一成からの電話に思わず声を上げてしまう。

　複数の視線を感じ、机上に立てたファイルに隠れながら声を抑えた。

「ど、どうされました？」

『職場に連絡して申し訳ありません。鷹矢くんの方に連絡してもよかったんですが、昨夜の様子から気が引けてしまって』

　おぼろげだが迎えに来た鷹矢は、一成に敵意を見せていたような気がする。

　それも桜來への想いがあったからこそだったのだ。

『連絡先を聞いていなかったものですから。あのあと体調はどうでしたか？　それが心配で……』

　一成は桜來を案じてくれていたようだ。

　鷹矢が敵意を向けるほど悪い感じはしないから、あれは鷹矢の嫉妬の表れだったのだとわずかに鼓動が上擦る。

「はい、大丈夫です。お気遣いいただきありがとうございます」

『それならよかった。こうやって職場に連絡するのも迷惑でしょうから、よければ連絡先を交換しませんか？』

　たしかにプライベートの連絡手段として、職場を使うのは好ましくない。

　しかし、鷹矢を介さず連絡を取ることには、抵抗がある。

　これまで男性と直接関わるような状況になかったからその必要もなかった。

　それだけではない。

　あんなにも想いを伝えてくれた鷹矢を差し置いて、別の人との関わりを持つことに後ろめたさを感じるのだ。

「あの……」

『そこに彼がいるのですか？』

　躊躇う桜來を一成は訝しがる。

「え？」

『鷹矢くんに見張られているんでしょうか』

「いえ、そんなことは……」

『昨日の彼の様子も、気になってはいたんです』

「どういうことでしょうか」

　一成は鷹矢に対し不信感を露にする。

　それはそうかもしれない。

　見合い相手のそばにいる家族でもない付き人が、自分に敵意を見せたのなら邪険に思っても仕方のないことだろう。

　そして、一成の予感はあながち間違っていないのだ。

　だけど、まるで鷹矢が桜來を監視しているような言い草は、あまり気持ちのいいものではない。

『申し訳ありません。僕も嫉妬しているようです。桜來さんの近くにいる彼に』

　唐突に電話越しに一成が心の端を見せた。

　匂わされた好意に、どきりとするものの戸惑いの方が大きかった。

「えっと、あの……」

『来週土曜の夜、食事に行きませんか？』

　桜來の戸惑いに気づいたのか、話を変える一成だったが、その内容はなおさら返答に困るものだった。

『今はまだ連絡先の交換も難しいようですから、用件だけ聞いていただければと思います。ロアールプリンスホテルの五階のレストランを二十時に予約しています』

　たしかに連絡先の交換は気が引けて、長引く電話に周囲の目もあるから端的に伝えてもらえるのは助かる。

　だが、こういった一方的な約束は困る。

「いえ、でも……」

『もしご都合がよければで構いません。ですが、僕はまたあなたに会いたい』

　あくまでも選択権はこちらにあるように言うが、一成の告白まがいな言葉に驚いて何も応えられなくなった。

『お忙しい所申し訳ありませんでした。それでは、また』

　返事をしない桜來をどう思ったのか、一成はさっさと終話してしまった。

（予約してるって言われても……）

　素っ気ない終話音を受話器に聞く。

　また会いたいと言われた。

　今までこんなことはなかった。

　さっきまで一心不乱に業務に取り組んでいたことを忘れたように、ぱたりとやる気の電池が切れる。

　経験したことのない出来事に、呆然とするばかり。

　同僚に声を掛けられてやっと自分が仕事中であると思い出して業務を再開した。

　待っていると言われても、行けるかどうかわからない。

　会いたいと言われたことを鷹矢に話し、食事に誘われたと告げるべきか。

　わざわざ鷹矢に断る必要はないのだろうけれど、ほとんどの時間を彼とともに過ごしている桜來が、何も告げずにひとりで外出できる気はしない。

　そもそもこの誘いに自分は応じたいと思っているのだろうか。

　すでに予約を取っているらしい一成に悪い気がするだけで、義理立てのために行くべきだと考えているだけだ。

　それに、自分はまだ鷹矢の気持ちに返事をしていない。

　返事といっても、どう答えたらいいのかわからない。

　いつも何でも相談していた鷹矢に、話せないことがひとつふたつと増えていく。

　吐き出す当てのない悩みを抱えてしまった桜來は、自席で深い溜め息を吐いた。





＊






　帰りの車の中でも何の気なしに昼間のことを話せればよかったけれど、時折かち合う視線に熱情が乗ってくるのだから、迂闊に口にできなかった。

　月曜の夜、両親がともに夕食の席に着ける日が稀にある。今夜はそんな珍しい日だった。

　今夜のメニューは、酢豚とポテトサラダ、付け合わせにナスの煮びたしだ。

　鷹矢の作る料理は本当に美味しい。

　四人で囲む食卓は家族団らんのひとときで、とても幸せだと感じる。

　それなのに、勇蔵が一成の話を出すから心穏やかではない。

　一成との縁談の進捗を母に聞かせようとする勇蔵に、曖昧な返事しか返せない。

　隣に座って黙々と食事をする鷹矢は、笑みこそ崩さないもののどう思っているのかわからなくて気まずい。

　結局、来週土曜の件は口に出せないままだった。

　入浴を済ませてから自室に戻り、タオルで髪を押さえながらソファーに腰かけると、一成からのプレゼントが目についた。

　鷹矢はこれを見てから、様子が変わった気がする。

（嫉妬したんだ）

　これは鷹矢の目に触れないようクローゼットにでも仕舞っておこう。

　手に取ったギフトバッグから、またしてもふわりと漂う甘い香り。

　どうやらこれ自体にも匂いが付いているようだ。

　かすかな眩暈を感じつつ立ち上がると、コンコンとノックされた音にびくりと肩を飛び上がらせた。

「お嬢、髪乾かしましょうか」

「う、うん、お願い」

　言ってしまってから、慌てて袋を後ろ手に隠す。

　今度は隠し切れなかったそれを見て、部屋に入ってきた鷹矢の目元がわずかにひくついたのを見逃さなかった。

「気に入られたんですか、それ」

「いや、えっと……」

　特段そういうわけではなかったのに、鷹矢の疎ましく細められた目に罪悪感が湧いた。

　ドライヤーを片手にソファーに腰かける鷹矢は、無言のままだ。

　手に持った袋をこのままクローゼットに隠すのも不自然で、ベッド脇のチェストに置いてから、大人しく彼の前にぺたりと座った。

　今までなら、家族として桜來の伴侶に相応しいかどうかの選別だと思えたのに。

　ドライヤーから温風を出し、鷹矢の手が髪に触れる。

　優しい手は変わらないのに、何も言わない彼の空気に明らかな嫉妬が感じられる。

　鷹矢の気持ちを聞いてしまったから、ひとりの男性として嫉妬されているのだと思うと戸惑いもあるが、とくとくと速まる鼓動にほんの少し嬉しさも感じていることに気づいた。

　髪を乾かしてくれるのは日常のはずだったのに、鷹矢が自分に触れているだけで、その指にも宿る彼の想いが、心を急かすよう。

　彼に対する自分の反応も、これまでとは違う。

　いつも通りでいたいと思うけれど、体を繋いだ今それは不可能で、鷹矢を家族として見ることももうできないのだ。

　思い出す昨夜のあの激情が、胸の奥を焚きつける。

　じんわりと膨らんでくる体の中心の熱が、鷹矢を求めている。

　昨夜味わった至極の悦楽は、ずっと桜來の中で燻っていたのだ。

「終わりました。温かい飲み物でもお持ちしましょうか？」

　静かになった部屋に落とされる、鷹矢の優しい声が鼓膜を擽る。

　おかしい。

　今までこんなことはなかったのに。

　昨日を境に変わってしまった関係のせいなのだろうか。

　鷹矢の声を聞くだけで体が熱くなり、少し息苦しくなってきた。

「お嬢？」

　返事をしなかった桜來に不安げに呼びかける鷹矢が、覗き込んでくる自分の顔は今どうなっているだろうか。

　胸が苦しい。

　ドキドキして、体が熱い。

　これはどういうことなのだろう。

　昨日鷹矢が言っていた、考えるだけで胸が苦しくなるのは……好意を抱いているからだと。

（これは、そうなの……？）

　自分ではわからなくて、助けを求めるように鷹矢を振り向いた。

　覗き込む鷹矢は驚いていて、その彼の瞳に顔の蕩けた自分が映っている。

「どうしました？」

　心配そうに見つめてくる鷹矢に返すのは、熱のこもった吐息。

　訝しく眉をひそめた鷹矢は、桜來を救うかのように抱きしめた。

　触れられた瞬間に、びくんと敏感に反応する体。

　昨夜の快感を思い出す体が、鷹矢の腕に反応してしまった。

　ただ抱きしめられているだけなのに、体の奥が愚図ついてもどかしくなる。

　すり、と太股を擦り合わせた奥で、小さな悦の火花が散った。

「……っ」

　浅くなる呼吸の合間に、零れそうになった嬌声を飲み込んだ。

「お嬢、苦しいんですか？」

　ようやく気づいてくれる鷹矢に、期待する体が鼓動を高鳴らせた。

　平静を保てなくなり、自分を抱きしめる腕に手を重ねた。

「桜來……」

　またしても口にしてくれた名前に、大いにときめきを感じる。

　そして、ソファーに座ったまま、鷹矢の手はもどかしさをたくわえるショートパンツの中へと挿し込まれた。

　もうすでに湿り気を帯びていたそこに、長い指がぬるりと滑り込む。

　簡単に彼を受け入れる秘処は、蕾を膨らませて過敏に悦情を滾らせた。

　掠めただけで、快感が飛び散る。

「ああんっ、ぅんっ」

　ぬるぬると蕾を転がしながら、鷹矢は桜來の口を手で塞いだ。

「声、我慢してください。今夜は親父さんも姐さんもいらっしゃいますから」

「……っん」

　そうだった。

　今夜は両親がいる。

　こんなことをしているとは、知られたくはない。

　それならやめておけばいいものを、膨らんだ蕾を優しく捏ね回す鷹矢の指を制することができない。

「っ、んっ、っ……」

「そう、静かに。偉いですね」

　施しはやめないでほしいと体は素直に快感を味わう。

　快楽を与えられながらも、自然と出ようとする喘ぎを押さえなければいけないもどかしさに堪らなく切なくなる。

「……ん、んぅっ」

　くるくると陰核を弄ばれて、転がされるたびに愉悦に塗れた刺激が体を震わせる。

　昨夜も性欲は満たされたはずなのに、気持ちのいいことはまだ足りないと愛涎が溢れて止まらない。

　それを纏う指が、一層刺激を強くして瞬く間に達してしまった。

「んんんんっっ」

　喉の奥に悲鳴のような嬌声を押しとどめる。

　大きく引き攣り絶頂を知らせる体を、鷹矢はソファーに抱え上げた。

「昨夜は初めてでしたから、今夜は労りますね」

　優しく言い聞かせるように桜來の乱れた髪を整えながら、鷹矢は目を細めて柔らかく微笑む。

　呼吸を乱す桜來に代わり、ラグに跪いた鷹矢。

　座らせた桜來のひくひくと震える太股から、ショーツごとショートパンツを抜き取った。

　晒される秘処を隠そうとする桜來の手を制し、彼は愛涎に濡れるそこに舌を伸ばした。

「っ！」

　指でされるのとは違って、性感帯全体を覆うように快感が与えられる。

　鷹矢を制するどころではなく、自分の口を覆わなければあられもない嬌声が響き渡るところだった。

「っ、っ、んっ」

「気持ちいいですか？　でも声は出さないでください」

　成熟した蕾ごと口に含まれて、隙間なく味わわされる快感に眩暈が止まらない。

　声を押さえるだけの理性は薄く残っていて、誰かに気づかれはしないだろうかと不安と羞恥に、いつもとは違う興奮を覚えた。

　労ると言った鷹矢は、丹念に秘処を口で舐り、時折蕾を吸い上げてはちゅぱっと音を立てて意地悪をする。

「んぁっ」

　そのたびに、小さく弾ける愉悦が体をびくびくと震わせた。

「ああ桜來、止まらない。こんなに溢れさせて……」

「んんっ、んぅっ、あんんっ」

　じゅじゅっと強く吸われて、さらに膨らみを増す蕾。

　肥大すればするほど快感は強まり、その度に目の前に閃光が走る。

　感度が増すのをわかった上で、鷹矢は固くした舌先でチロチロと集中的に勃起した性感帯を嬲った。

「ンはあああっ、ああっ、いやぁっ」

　舌で弾かれる度に性悦が走り抜け、体はビクビクと痙攣する。

　声を抑えなければいけなかったのに、強い快感に理性は弾き飛ばされた。

　気持ちいいと感じているのはバレていて、いやいやとかぶりを振っても鷹矢は行為を止めない。

「あああっ、そこっ、だめぇっ」

　ぱんぱんに腫れた蕾への凌辱は治まらず、鷹矢の舌が容赦なく桜來を高みに押し上げる。

「あっ、あっ、やっ、イク……ッ」

　口走った途端、びくんっと大きく体が跳ね上がる。

　爪先がピンと引き攣り、またたまらない絶頂を味わった。

　秘処を解放されるのと同時にずるりと脱力する桜來を鷹矢はベッドに運ぶ。

　昨夜はここで、ふたりの体を繋げた。

　あれは夢ではなかったのだとわかっているのに、手を伸ばしてそれが現実だったと確かめたかった。

「たか、や……」

　このまま夢に落ちてしまえば、また何もなかったような朝が来る。

　それがとても淋しいことのように思えて、すがるように鷹矢を呼んだ。

　すると鷹矢は桜來の手を繋ぎ止めてくれる。

「き、て……」

　ただもう一度確かめたかっただけだ。

　何の不純な思いなどなく、あの幸せな時間をもう一度味わいたかった。

「桜來……」

　鷹矢が戸惑いながらも、熱っぽく呼ぶ。

　まだ絶頂の高みでふらふらする頭で、引き寄せた鷹矢の手に頬を寄せた。

　目を見開いた鷹矢は、桜來の頬を擦りながら静かに顔を落とす。

　ゆっくりと重なる唇に、胸の奥から堪らない愛しさが込み上げた。

　やんわり割られた唇へ鷹矢の想いが注ぎ込まれる。

　桜來を慈しむ舌が、不器用に応える桜來に絡みつく。

　唇を交わしながら、剥ぎ取られるふたりの衣服。

　再び現れた胸元の芸術にまた見惚れた。

「また見たかったの……」

　そっと指で鷹の翼をなぞると、鷹矢は熱い吐息を漏らす。

「煽るなよ」

　今までほとんど見たことのない鷹矢の荒々しい男の部分が垣間見えて、ぞくりとした。

　そして、その男らしい逞しさに、自分の全部を捧げたいとさえ思った。

　強い力で掻き抱かれ、激しい口づけを受ける。

　昨夜と同じ、熱い舌を挿し込まれて獰猛に心を引きずり出すように中を蹂躙される。

　桜來を求めてやまない、食べられてしまいそうなキスに涙が滲んだ。

　素肌に浮かぶ汗が絡みつき、ふたりの０距離を示す。

　だけど、鷹矢は唇を離して何かを手にする。

　とろっと蕩け出す唾液と思考の外で、かすかな封を解く音が聞こえた。

「桜來の一番奥、もっと可愛がりたいから」

　鷹矢は屹立した切っ先に、薄く理性を纏う。

　そして、待ち構える桜來にずぷりと埋めた。

「あああっ」

　難なく入り込む彼の熱に、思わず嬌声が零れる。

「声、我慢」

「っ」

　静かに律されて身を縮めると、鷹矢はぴくんと弱く震えた。

「は、ぁ……そんなに締めたら、すぐイく」

　小さく笑う鷹矢は、まだここは耐えるところだとわずかに身を引く。

　そんなつもりはないと朧気に思っていると、油断していた体が強く穿たれて一番感度のいい所を刺激された。

「ひぃんんっっ！」

　声は出したらいけないと押さえ込むが、気持ちよさのあまりに悲鳴を上げてしまった。

　それでも構わず、鷹矢はぐんと腰を押し込み、桜來に快楽を与えてくる。

「ぅん、んっ、んんぁっ」

「しっ。……しず、かに……」

　はあはあと息を乱しながらも、鷹矢は意地悪に制する。

　体の奥にある快感のスポットが断続的に攻められて、情欲は高まるばかりだ。

　快感を欲しがる体が喘ぐのは当然で、それを口から零さないようにと律する行為でまた興奮する。

「っ、んっっ」

「可愛い、桜來……」

　上げられない声の代わりにベッドの軋みは激しさを増す。

　鷹矢の荒ぶる呼吸に合わせて、体は淫欲に塗れて揺れ続ける。

「っ、桜來、桜來……っ」

「は、あっ、んんっ」

　激しい律動に突き上げられる快感に、意識が朦朧としてくる。

　もう気持ちのいいこと以外に考えられなくなってきたところで、まもなく体に迫るものを感じた。

「あっ、だめ……っ、イっちゃ……」

「ああ、俺も一緒に……っ」

　ぱちゅぱちゅと弾ける飛沫の音がそこかしこに散らばり、ふたりの滾りきった荒い呼吸が交じり合う。

　そのままふたりで絶頂の高みへ駆け上がる。

　乱暴な抽挿に扱かれたお互いの性感帯。

　悦情を盛大に膨らませ、堪えきれずに絶頂へと突き抜ける快感に体が大いに反り返った。

「んああぁあっ」

「んんっ」

　子宮の中で、鷹矢がビクビクと痙攣する。

　高みに弾け飛んだ意識を連れ戻して、繋がったままの幸福感を味わう。

　ふたりの体は快感の余韻を擦り合わせるように抱きしめ合い、震えるキスを交わした。

　わずかに擦れる素肌がささやかな快感を誘う。達したはずなのにまた熱情を灯した。

　理性に守られているおかげで、彼も本能のままに最高頂に到達してくれたことが嬉しい。

　桜來自身、鷹矢を欲したのは偽りではなかった。

　それは好意なのか、ただの性欲がゆえだったのか。

　上下する熱い胸板の呼吸を直に感じながら、言葉ではない彼の想いを汲み取って自分の心に向き合わせた。

「鷹矢……」

　鷹矢のことが大切だと思う気持ちは昔から変わらない。

　こんな風に体を繋げても、それが不思議なことではないと感じられるくらいに近い存在だ。

　慈しむように頬ずりをすると、覗き込んできた鷹矢と目が合って、また唇を重ねた。

　まるで心を重ね合わせるように。

　その感覚がとても幸せで、胸と体がときめきに震えた。

　絶頂の名残に、鷹矢を取り込んだままの内側が蠢くと、彼は小さく喘ぐ。

　力の抜けていた彼自身が、桜來の中で再び強さをもたげるのがわかった。

　ゆるりと体が擦り上げられる。

　まだ高みから降りきっていない体は、すぐに悦情を滲ませた。

「あ……ん」

「もっと、シたい」

　ゆっくりと動きながら、鷹矢は瞳に熱情を燃やす。

　大きな手のひらに頭を撫でられて、もう焚きつけられていることに拒否をするはずがなかった。

　彼の首根に腕を回し、キスを深めるのが合図。

　怖いことなんて絶対にされないという信頼が、彼を許した。

　唇を交わしながら、鷹矢は腰を揺らす。

　すぐにぬちぬちと音を立てる蜜壺。

　快感を得だしたそこから、彼は不意に抜け出た。

　距離を取られて淋しくなるが、彼は再起した屹立に理性を纏い直した。

　興奮冷めやらぬ中でも、男としての道義的責任を負う彼の律義さが胸を打つ。

　そして、再び期待に濡れる桜來に本能が宛がわれた。

「好きだよ、桜來」

　またしても気持ちを口にする鷹矢。

　どきりとときめくものの、まだ答えを見つけられないまま、くぷりと彼の実直な切っ先を快感の坩堝に取り込んだ。

「あぁああ……」

　ぐっと押し上げられる体から、悦びに震える声が溢れる。

　快感を得て熱くなる蜜壺が、きゅんきゅんと彼を締め付けた。

「ああ、いいよ桜來……気持ちいい」

「ん、あん、あ」

　ゆるゆると抽挿を続ける彼に、高まる悦情がじっくりと愉悦を味わう。

　お腹の底で彼の想いを受けようと、肉襞が奥へ奥へと彼を誘う。

　無意識に彼を締め上げるみちみちとした感覚が、ますます淫欲を膨らませた。

「あ、っ、あ……もっと……ぁ」

　さらなる快感が欲しくて、自ら彼に向けて本能のままに腰を揺らす。

　恥ずかしい行為が興奮を誘って、ことさらに気持ちよさが増した。

「桜來……っ、あ、いやらしいな……そんなに、して……」

「んっ、あっ、あ、鷹矢ぁ……」

　タイミングを合わせてぶつけ合えば、体はたちまちぐちゅぐちゅと愛涎を溢れさせる。

　生まれる快感を互いに与え合い、そしてともに高まる。

　抉るように大きく打ち付けられる強直に、快楽を貪る性感が意識を弾き出そうと高潮に極まっていく。

　至極の快感が子宮の奥深くで膨らみ、いつ何時弾けるかわからないギリギリを悦ぶ。

「ああっ、鷹矢っ、鷹矢ぁ……っ」

　再びのそのときを待ち侘びる淫欲に、自分の体も意識も全部を乗っ取られた瞬間。

　鷹矢がくれる悦楽を一際強く感じて、彼の熱に弾き飛ばされるような至高の頂を見た。

「んああぁああっ」

　あられもない嬌声とともに、ビクビクンッと波を打つように体が跳ねる。

　快楽以外の何も考えられない真っ白な思考に、たまらない幸福感が押し寄せた。

「桜來……、ぁっ」

　なおも追求をやめなかった鷹矢もまた、桜來の中で大いに震え上がる。

　どくどくと脈打つ彼を感じて意識が降りてくると、深い口づけをくれる彼からの熱い想いが心を満たす。

　こんなにも自分を想ってくれている。

　昨夜と同じように満たされる体は、心にも及んで幸せに満ち溢れる。

　この幸せを感じるひとときは、いったいどこから来るものなのか。

　掴みかけた答えに手の届かないまま、鷹矢の匂いに包まれて桜來は深い夢に落ちた。







【６】 桜來の幸せが俺の幸せ








　桜來が幸せなら、それでよかった。

　自分の傲慢な誓いなど、勝手にしておけばいいと思っていた。

　桜來に伝えなくても、桜來が幸せになるなら。

　好きで好きで仕方なくて、自分のものにしたいという身の程知らずな願望を押さえ込むのに必死だった。

　それなのに……。

『鷹矢ぁ……ッ』

　喘ぐ桜來の声が耳から離れない。

　この手で強く組み敷いた彼女の体に、突き立てた自分の欲望がおぞましいほど恍惚だった。

　あれだけ律してきた感情を暴発させるとは、自分でも思わなかった。

　たしかに一成に対する嫉妬はあった。

　だけど、これまで幾度となく目にしてきた、桜來へ向けられる好意に、あんなにも感情が揺さぶられたことはなかったのに。

　桜來を抱いた二度目の朝。初めて夜明けのぎりぎりの時間に彼女の部屋で目を覚ました。

　体の怠さは風邪の症状に似ていて、頭が重かった。

　隣で寝息を立てる桜來を愛おしく見つめ、勇蔵や小百合に気づかれないうちに部屋を出なければならない。

　彼女から離れることが心苦しい。

　桜來を起こさないようにベッドから抜け出て、散らかした服を拾う。

　その傍らのチェストにひっそりと置かれた疎ましいギフトバッグが目についた。

　桜來はどんな感情でそれを受け取ったのだろう。

　もしかしたら、自分がプレゼントを渡したときのように、無邪気に喜んだのかもしれない。

　もしそうだとしたら、あまりの歯痒さでそれをゴミ箱に叩きつけてしまいそうだ。

　懸命に自分の感情を抑え込んで、ギフトバッグに伸ばした手を引き戻した。

　近くに歩み寄っただけで不意に漂う甘い香り。袋にも染み込んでいるのだろう。

　桜來には些か大人すぎる匂いだ。

　一瞬くらっと眩暈を覚えた気がするけれど、昨夜の行為の名残のせいか。

（まさか二度も抱いてしまうなんて……）

　痛みを感じるどころか、自分の行為に激しく感じてくれた彼女に、たまらなく愛しさが込み上げる。

　熱い溜め息を吐き出し、まだ目覚めない桜來を一瞥して部屋を出た。

　自室に戻り、冷たいベッドに身を預ける。

　桜來のぬくもりが恋しい。

　思い出す心地よさに、あれだけ吐き出した欲望が息を吹き返してきた。

　暗い部屋で目を閉じ、脳裏に焼き付いた桜來の乱れた姿を思い起こす。

　下肢に熱を感じ、欲望に導かれるままにそこに触れた。

「っ……」

　容易く固さを増す自身。

「……は……」

　ゆっくりと擦ると、桜來に触れたときの熱がたちまち中心に灯る。

　誰にも見られていないのをいいことに、目を覚ました屹立を剥き出した。

「桜來……」

　右手に宿す彼女のぬくもりの記憶。

　滲む透明な潤滑剤をいたずらに纏わせ、一番気持ちのいい強さで扱いた。

「ん、ぁ……」

　情けない声が漏れる。

　あれだけ欲望を散らしたというのに、駆け上るのは早かった。

「っ、ああ……」

　びゅる、と溢れる白い欲望に、腰がひくつく。

　軽く息を乱して平静を取り戻そうとするが、なぜかまた自身が頭をもたげた。

（おかしい……体が熱い……）

　それは昨夜も、一昨日も感じたことだ。

　無理矢理に引きずり出されるような淫欲の感情。

　何年も律してきた自分を容易く凌駕されてしまった。

　ぬるぬるとした感触を手のひらに纏ったまま、また固さを握り締める。

　同じように扱き上げ、あっという間に達する。

　性欲は人並みだと思うが、これはどうにもおかしい。

　自分では制御できない高まりを感じる。

（どうして……）

　不意に過った香水の香りの記憶。

　まさか、と思いたった自分を嗤う。

　打ち消そうとした考えを肯定する可能性に身を起こした。

　一成からもらった香水に、なにか仕込まれていたとしたら。

　彼の会社は医薬品を扱っている。たしか研究も行っているはずだ。

　あれが市販されている物なら危険はないはずだが、なんだか嫌な感じがする。

　桜來の部屋に置かれたままのそれ。

　自身を片し、桜來の部屋へ戻る。

　悪いことだとわかっていながら、忍び足で中に入り音を立てないようにギフトバッグを手に取った。

　できるだけ香りを吸い込まないように持ち去る。

　もしこれに媚薬の効果が含まれているとすれば、由々しき事態だ。

　普段よりも随分感度の高かった桜來を思い起こす。

　考えてみれば、あの食事のあとから桜來の様子はおかしかった。

（まさか本当に媚薬に当てられたのか）

　そんな効果を得られる香水をつけた桜來と会って、あの男はいったいどうするつもりだったのか。

　まだ可能性でしかないことに、沸き立つような怒りを覚える。

　けれど本当にそんな手段を使っていたとしたら、みすみす桜來を彼の手に渡すわけにはいかない。

　鷹矢はギフトバッグごと、匂いが漏れないよう袋に入れ、日が昇ってから研究者の知人に連絡を取った。
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「鷹矢でしょう、香水持って行ったの」

　一日の仕事を終え、ふたり並んで夕食を食べていると、桜來はちょっとむくれたように言う。

「ええ、そうですが」

　あっさり認め、つんと澄ましてほかほかの白米を口に運ぶ。

　鷹矢を驚き見上げる桜來は、それ以上何も言わずに魚をつつき出した。

　勝手に持ち出したことがバレるのは想定内だ。

　けれど、無闇に怖がらせる必要はないから、本当の理由は言わない。

「どうして勝手に」

「嫉妬です」

「しっ……」

　横目に見ると耳が赤い。

（ああ、可愛いな）

　単純に照れたり恥ずかしがったりする桜來の反応は、鷹矢の胸をこれでもかと擽ってくる。

　これまでどれだけこの感情を押し殺してきたことか。

　仏のような忍耐で生きてきた自分を褒めてやりたい。

　だが、それももう水の泡。

　静かに桜來の幸せを見守ろうと決めた心は決壊した。

　紅い耳をおかずとばかりに食む。

「ひゃっ」

　がたっと椅子ごと飛び上がった桜來は、真っ赤に顔を染めて箸を持った手で耳を押さえた。

　茶碗も抱えて立ち上がり口をパクパクしている。

「な、な、な……」

「可愛かったものでつい」

　ぷしゅーっっと蒸気を上げるように立ち尽くす桜來に、にこにこと微笑んでみせた。

（こんなの比じゃないくらいのことをしたのにな）

　この他愛ない時間は、本当に幸せを感じる。

　いつまでも、こうやってふたりで生涯いられればいいのにと、願ってやまない。

「諏訪様からの贈り物ですし、それはそれは大切なものですよね」

「そ、そういうんじゃないよ」

　わざと意地悪に言ってみると、桜來はしおらしく否定する。

「わかっていますよ。お嬢は優しいですから。無下にできないんですよね」

　ただの優しさだけならいい。

　そこに、少しでも一成に対する好意が含まれていようものなら、自分がどうなるか想像もしたくない。

「でも俺は、お嬢が他の男からもらったものを大事にしていると、妬きます」

　着席し瞠目する桜來を真っ直ぐに見つめて、鷹矢は心を明け透けに晒す。

「そんなこと言われても……」

　困らせるとわかっているのに、一度溢れた想いはもう止められないのだ。

　だけど、桜來が鷹矢に対してどういう感情を抱いているのかは、別の話だ。

　気持ちを打ち明けたとしても、相手がそれと同じ想いでいるとは限らない。

　もしかしたら、何のことはなく本当に一成のことを好きになっているかもしれない。

　俯くこめかみに軽くキスをして、驚き見てくる桜來に微笑んだ。

「お嬢の気持ちは、お嬢のものですから」

　そうだ。

　鷹矢がどれだけ桜來を想っていても、無理強いすることはできない。

　それはやはり、彼女の幸せが自分の幸せなのだと胸に刻んだ揺るがない誓いなのだとあらためて思った。







【７】 鷹矢に決まってる








　一成から連絡が来てから数日が経過している。

　どう考えても、鷹矢に内緒で彼と会うことは難しい。

　だからと言って、決して一成に会いたいと思っているわけではない。

　ただすでに予約してあるレストランに足を運べないことが、いたたまれないのだ。

　調べてみれば、一成が言っていたのは一流シェフがいる高級レストランだった。

　ホームページには煌びやかな夜景をバックにしたキャンドルの灯るテーブルが載っていた。

　気後れするのもあり、やはり断りの連絡を早急に入れなければいけない。

　鷹矢に聞けば取り次いでもらえるだろうが、彼のことだ、きっとまた嫉妬するに違いない。

　鷹矢に告白されてからというもの、彼の溢れるほどの愛情はあちこちから駄々洩れしている。

　しかも、二回もしっかり抱かれてしまった。

　思い出すだけで、全身から火を噴きそうなほど恥ずかしい。

　それに、弄られるだけでは感じられなかった極上の快楽を味わわされたのだから、セックスというものの依存性の恐ろしさに身震いする。

　時間も場所も構わず思いだしてしまう行為に、溜め息は止まらない。

　だが、そこにばかり気を取られていてもしかたない。

　目下、約束のキャンセルを申し出るのが桜來のミッションだ。

　業務の合間の休憩時間。鷹矢に無駄な気を取らせないために、こそこそと会社の休憩室の隅で、一成の会社に電話をした。

　取り次いでもらおうとしたが、生憎外出中だったらしい。

　折り返しの連絡を申し出られたが、丁寧に断った。

　ほっとしたような気もするが、問題を先送りにしただけだ。

　何度も電話をかけるのも不審がられると思い、午後からの連絡を躊躇っていると、業務中に桜來宛ての電話が回された。

　まさかと思いつつ応答すると、やはり相手は一成だった。

『連絡をいただいていたのは、桜來さんでしたか？』

　一成は少し気の逸るような声で話し出した。

「申し訳ありません。会社の方に連絡してしまって」

『いいえ、こちらは全然構いませんよ。あなたからだったなら嬉しいです。外出していてすみませんでした』

　嬉々とする彼に、申し訳なさが迫る。

『どうされました？』

「えっと、あの……今度の土曜の件なのですが……」

　会社の電話ということであまりプライベートな話をはっきりとは伝えられず口ごもる。

『ああ、会社の電話だと話しにくいですよね。それなら、番号を伝えますので折り返しいただけますか？』

　十一桁の数字を手元でメモする。

　いつでもいいという一成に断り、休憩時間に連絡すると伝え電話を切った。

　こうやってこそこそとしていることが、どうしても鷹矢に対して後ろめたさを誘う。

　桜來の伴侶を見繕うための縁談のはずだったが、今はもう二の次だ。

　この先、一成じゃなくとも他の誰かと結婚まで至るような縁談があったとき、鷹矢はどうするのだろうとそればかりを考えてしまう。

　どのくらいの時間、鷹矢が桜來を想い続けていたのか。

　そして、勇蔵が持ち込む縁談にどんな思いで立ち会ってきたのか。

　そのことばかりが桜來の心を占拠しているのだ。

　今回の件は話すべきだと思っても、彼がよく思わないのは目に見えている。

　鷹矢を傷つけたくない。

　それが本音だ。

　鷹矢は、桜來の気持ちは桜來のものだと言っていた。

　それなら今彼の心の方を大切にしたい。

　自分がどうしたいかと思うなら、今回の約束は断るべきだと意を決して、休憩の合間に一成に連絡をした。
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「お嬢、着きましたよ」

「えっ」

　車の後部座席の隣に座る鷹矢を意識の外に追い出していたところに、一成の譲らなかった態度を思い出してまんまと意識を持っていかれていた。

　電話をかけるとすぐに応答した一成は、食事には行けないという桜來に対して、それでも自分は会いたいと、約束を取り下げなかった。

「夕食は、白身魚のムニエルでいいですか？」

　昼間のことなど知らない鷹矢に、「うん」と作った笑顔を向ける。

　言わない状態が苦しい。

　言う必要のないことだと思いながらも、隠していることのほうが悪いことのように感じた。

　夕食を終えてから、鷹矢が桜來の部屋にやって来た。

　実は数日ぶりのことで、桜來はノックの瞬間から鼓動を乱していた。

　忙しい時期にはこういうこともあったのに、久々の鷹矢の来訪に心臓が上擦った鼓動を鳴らす。

　これまでとは違う関係をまざまざと思い知らされた。

「最近、少し疲れ気味ですか？」

　心配そうにしながら部屋に入る鷹矢。

「う、ううん、平気だよ」

「そうですか」

　納得はしていないようすの鷹矢だが、ソファーに凭れる桜來のそばに来て跪いた。

（もしかしたら、今日は……）

　あの依存度の高い行為が、勝手に脳裏によみがえる。

　考えただけで、蜜が滲む。

　しばらく触れられていないそこは、鷹矢のぬくもりを求めているとわかる。

　はしたない思考だとわかっていながら、期待する体は正直だ。

「お嬢、先日はすみませんでした」

　桜來の意に反して、鷹矢は眉を下げて謝ってくる。

　桜來を抱いたことに対してなのか、あれが悪いことだったのだという認識だったからこそ、この数日鷹矢はこの部屋に来なかったのか。

　悪く思う必要はないのに、彼にとっては道理に外れたことだったのだ。

　桜來はあくまで恩人の娘であり、庇護するべき相手。

　好意を抱いていたとしても、一線を超えてはいけないと律儀に反省したのだろう。

（この間のことはなかったことになんて、言わないよね……）

　同じ感情の高ぶりを共有したと思っていたけれど、それを白紙にするなんて今更できない。

　もしそう言われたら、ショックを受ける自分がいると気づいて、鷹矢に対する特別な感覚が胸を過った。

　これまでと違う自分の感情に、恐る恐る手を触れようとすると、鷹矢が後ろ手に持っていたものを桜來の前に差し出した。

「勝手に持ち出したことは申し訳なかったと思っています。だから、代わりのものを差し上げようと思って」

「え？」

　鷹矢が出したのは、小ぶりのギフトバック。

「香水です。こっちの方が、お嬢に似合うはずです」

　香水と聞いてドキッとした。

　一成にもらったものに嫉妬した鷹矢の、せめてもの償いなのだ。

　それでも、先日の香水を返すつもりはなく、自分が選んだものを身に着けてほしいという。

　彼がくれるものはいつだって、桜來が気に入るものばかり。

　桜來の好みを熟知しているから、この香水だってきっと好きな香りだろう。

　一成への嫉妬に表裏する鷹矢の絶大なる想いがそこに込められていると思うと、酷いときめきに胸が打たれ言葉にできない。

「エゴだとわかっています。でも……」

　いつもなら無邪気に喜んでいたはずなのに、思っていた反応とは違っていたからだろう。

　鷹矢は静かに自分を落とした。

　けれどすぐに、俯いていた瞼から上目遣いに強い情熱のこもった眼差しが桜來に向けられる。

「俺より、桜來のことをわかっている男は他にいない」

　今まで抑えていただろう感情を剥きだす鷹矢に、真摯に向き合うべきなのだと思った。

「嬉しい……ありがとう」

　この男を前にして、隠し事なんて無粋な真似はしてはいけない。

　目を細めて素直な気持ちを伝えると、鷹矢は瞳をかすかに揺らした。

　吸い寄せられるように、彼の顔が迫る。

　キスの予感に、明確なときめきが胸を熱くした。

　しかし、桜來はそれを俯いて拒んだ。

「桜來……」

「あのね、鷹矢」

　きちんと伝えなければいけない。

　桜來の全部を知る鷹矢に、隠していいことなんてひとつもないのだ。

「次の土曜日、諏訪さんに食事に誘われたの」

　そう言うと、鷹矢は驚いたように目を瞠る。

　そしてすぐに嫉妬をその目に宿した。

「連絡を取っていたんですか？」

　これは彼を悲しませることだとわかっていながら、小さく頷いた。

　案の定、溜め息を吐き出しながら、前のめりだった姿勢を正す鷹矢。

「そうですか……」

「でも、断ったの。行けないって」

「それは、俺に気を使ってのことですか」

　そうだとは言えずに口ごもると、鷹矢は桜來の頬に手を添え、そしてそっと唇を親指でなぞった。

「っ」

　くすぐったさに肩を竦める。

　その手を辿って見上げた彼の瞳には、嫉妬と悲しみが混ぜられた色が揺れていた。

「俺のことがなければ、行きたかった？」

　切なそうに口にされて、はたと瞬く。

　鷹矢の想いを聞いていなければどうしていたかなんて、考えもしなかった。

　要は、桜來はどうしたかったのか、桜來自身一成のことをどう思っているのかと問われているのだ。

　まるで触れてはいけないことのように、彼はかすかに唇を震わせた。

「……好きなのか？　彼のこと」

　どきりとしたのは、今まで自分の心にそういった問いを投げかけたことがなかったからだ。

　見合いだって、どうせ断られるんだからと深く考えもせずに受けた。

　誰かを好きになるとか、それが一体どんなものなのか。

　何度も頬を擦ってくる親指の感触に、泣きそうになる。

　鷹矢の心が、桜來に沁み込んでくる。

　他の誰かを好きならないでほしいと、自分の心を受け止めてほしいと。

　そんな想いを感じれば感じるほど、桜來の胸に込み上がってくる熱いものが、家族が故の同情なのではないかと疑ってしまう。

　喉の奥につかえる感情を上手く吐き出しきれずに、苦しさがなおさら瞳を潤ませた。

「桜來……」

　答えを急かされているようで、真っ直ぐに鷹矢の目を見られない。

　目を逸らしてしまう桜來に、それが報いのように鷹矢は桜來の耳を食んだ。

「あっ」

　ぞくぞくとした感覚がかすかに悦情を乗せて駆け下りる。

　そのまま首筋を這っていく鷹矢の唇に、素肌が快感を強請って震えた。

「……っ」

　桜來の心を求めるように鎖骨を舐る舌が、体を火照らせる。

「俺は、他の誰にも触らせたくないけど、……桜來は彼にも同じことを許すんだったら……」

　だったらどうするつもりなのか、最後まで言わないまま、鷹矢は桜來の衣服に手のひらを潜らせる。

　じわじわとあえて焦らすように這い上がってくる手の熱さに、この数日間飢えていた体が武者震いした。

「あぁ……」

　堪えるのもつらくて吐き出した息が愉悦を知らせる。

　ようやく到達した両方の膨らみに、鷹矢の手が被さる。

　ゆっくりと揉み上げられて、じんわりとした心地よさに目を閉じて甘く喘いだ。

「あ……ん」

「桜來……」

　形を変える胸に甘えるように鷹矢が頬を寄せる。

　他の誰にも触らせたくないという駄々は、彼の愛を物語る。

　数日前に感じた沸騰するような欲情ではなく、静かに沁み込むような快感の波に体が弛緩する。

　抵抗を見せない桜來を見計らって、背に回った指がホックを解いた。

　ぷつ、と解かれるのは体と心の理性もだ。

　あとは簡単に晒される素肌。

　期待をしていた胸の先端が、触れられる前からつんと勃ち上がっていた。

　それを愛おしそうに見つめ、そして躊躇うことなく鷹矢はしゃぶりつく。

「んああっ」

　途端に全身に送り出される悦に塗れた刺激。

　右も左も交互に平等に舐られて、少しも下がろうとしない体の熱に、蕩けた蜜が染み出すのがわかった。

　もっと快感が欲しくなり腰がひくつく。

　擦り合わせていた太ももに気づいた鷹矢の膝が、やんわりとそこに割り入って来た。

「ここ、もどかしそうだな」

　逞しい膝が、疼いていた秘処に当てられる。

「ああんっ」

「まだ触っただけ、感じすぎ」

　くす、と笑った鷹矢の表情に、たまらない安堵が押し寄せる。

　悲しい顔をさせるよりずっといい。

　自分との行為にこんな風に喜んでくれるなら、いくらでも自分を差し出したいと思う。

「たか、や……んぁあ……」

　強弱をつけて、膝で攻められる。

　ちゃんと感度の高い所を擦ってくるから、気持ちよくて勝手に腰が揺れてしまう。

「まだ本番じゃないのに、そんなに気持ちいいの」

「ん、ぁん、あん」

　胸も同時に快感を与えられ続けていて、悦楽がお腹の奥に集中してくる。

　じわじわと高まる絶頂へのフラストレーション。

　解放されたいと望む快楽の気持ちよさに、嬌声がはしたなく部屋に舞う。

「鷹矢っ、ああっ、あ……っ」

　激しくひくつく体が、内から込み上げるような愉悦の暴挙に打たれる。

　瞬間、体の中心を駆け上がってきた絶頂の極みに、何も考えられないくらいの快感を味わう。

「あああああっっ」

　乳首に吸い付いたままの鷹矢が、喉で笑う。

　桜來の反応が余程嬉しかったのだろう。

　彼の喜びに、絶頂に撃ち抜かれた意識のまばらな中で彼の頭を搔き抱いた。

　こんなにも自分を好いてくれている人をなおざりにして、他の男性と会うなんてできるわけがない。

　後ろめたいからじゃない。

　きちんと彼の想いに向き合わなければと思うから。

「鷹矢……」

　腕の中にいる鷹矢の髪に、優しくキスを落とす。

　気づいた彼はそこから顔を上げて、お返しとばかりに桜來の唇に自身を重ねてきた。

　柔らかく食むようなキスに、心が熱くなる。

　鷹矢からの絶大なる愛がその一点から送り込まれてくる。

　キスはまだ数えるほどしかしていないのに、深く重ねられる唇の形に馴染むのは早かった。

　隙間から侵入する舌が無遠慮に絡まってくる。

「ぁふ、んん」

　唾液を啜るように深く交わる。

　唇を合わせたまま、鷹矢は桜來の衣服の全部を剥ぎ取る。

　彼の意図を阻害しないよう腰を浮かせると、さらされた秘処を彼の指が撫で上げた。

「あぁあぁっ」

「ああ、ヌルヌル……」

　鷹矢は恍惚に溜め息を零し、すでに膨らみを見せる蕾を撫でる。

　直接的に送り込まれる愉悦の刺激が、快感に訴え体を震わせた。

「あんっ、あっ、やっ、イ……くっ」

　簡単に絶頂を掴もうとしたところで、性感帯に静寂が訪れた。

　突然突き放されたようで切なさが胸を締め付ける。

　指を離した鷹矢は意地悪に笑みを浮かべ、桜來をベッドに横たえた。

　そこに膝をついて桜來を見下ろしながら、自らの衣服を脱ぎ捨てる。

　雄々しい鷹の姿と、自分の欲望を堂々と晒す鷹矢。

　桜來のひくつく恥部に、猛った屹立を翳した。

　間近に感じる淫猥な熱に切なく悶える。

「彼と食事したいのか、俺に抱かれたいのか。お嬢の気持ちはお嬢のものですから、俺はそれに従うまでです」

　切なそうに言う鷹矢の先端から、抑えられない欲蜜が雫となって滴る。

　まるでそれが彼の心の涙のようで、胸が締め付けられた。

　滴った欲蜜が、粘り気をまとって桜來の割れ目にひたっと落ちる。

　その熱さに触れた蕾がびくんと悦を感じた。

　羞恥で唇が震える。違う、心が熱く震えている。

「ん……っ」

　鷹矢を欲している。

　天秤は量るまでもなくこちらに傾いていて、桜來は泣きそうなほどの切なさを口にした。

「そんなの……鷹矢に、決まってるよ……」

　言われるとは思っていなかったのか、鷹矢は大きく目を見開いた。

　ふ、と口端に笑みを浮かべた鷹矢は、傍らにあったスマホを手に取り操作する。

　どこかへ電話をかけながら、鷹矢は濡れた屹立の先端で桜來の割れ目をつうっとなぞった。

「ああぁんっ」

　灯されたばかりの情欲が容易く炎を上げる。

　頬を上気させた鷹矢は、桜來の核心に触れず蜜を絡めるように優しく擦り続ける。

「……諏訪様、こんばんは。夜分に申し訳ありません」

（嘘……っ）

　信じられない。

　鷹矢は行為をやめず話し始めた。

　相手は一成だ。

「お嬢にお伺いしました。次の土曜、お食事にお誘いいただいたと」

　淡々と用件を話す鷹矢の冷静さと、悦に濡れた怒張の卑猥な行為が、乖離している。

　体はじんじんと沁みるような快感を与え続けられているのに、見上げる彼は別の人と会話をしている。

「っ、ん……っ」

　どうしても体が切ない嬌声を上げそうになる。

　必死に手のひらで押さえて堪えるが、それを嘲笑うように、鷹矢の肉欲が割れ目をぬちぬちと擦り愛蜜をどんどん溢れさせる。

「ええ、申し訳ありませんが、今回のお約束は見送っていただきたくご連絡しました」

　絡み合う蜜が熱い。その熱が桜來の性感を焚きつける。

　蕾は膨張を極めていて、少しでも触れられるとそのまま弾けてしまいそうだ。

「はい、お嬢がそう言っているので。……いえ、今は難しいかと」

　一成がどう答えているのか、声は聞こえない。

　けれど、桜來との会食を断られていることに、納得はいっていないのではないかと思った。

「ですので、せっかくのご予約はキャンセルいただいて……」

　わずかに目元を歪めた鷹矢は、愛蜜を掬っていただけの自身を片手で握り、肩にスマホを挟みこむ。

　うっとりとした眼差しで見下ろされ、震える呼吸を整えられないまま、この後の行為に期待が募る。

　小さな袋から出した避妊具をさりげなく纏った鷹矢は、息もつかさぬ間に膨らみ出した蕾に固くしこり上がった自身を擦り当ててきた。

「んんーーっ！」

　欲しかった快感がダイレクトにぶつけられて、目の前がチカチカと閃光を散らす。

「んっ、んんぅっ」

　あまりの気持ちよさに、嬌声が抑えられない。

　それなのに、鷹矢は通話を切ることなく、桜來の快感を執拗に煽ってくる。

「ええ、そうです。なので、大変心苦しいですが、ご納得いただければと」

　電話の向こうで一成はごねているのだろうか。

　一向に終話する気配のない会話を遠くに見ながら、絶えず与えられる快感に酔いしれる。

　膨らみきった蕾はこりこりと転がされ、絶頂への道を確実に突き進んでいく。

　自分の淫欲に抗えず、通話相手がいるのも構わずに、体は欲望に忠実にそのときを迎える。

「申し訳ありません」

「っ、んっ、っ、あ……っ」

　冷静に一成を宥める鷹矢の下肢は、獰猛さを増して桜來を高みに押し上げる。

　泥濘の滑りに委ねた怒張の熱さに屈する陰核は、なされるがまま快楽の至高を踏んだ。

「んんんんんっっ」

　最高潮に極まった悦情は、桜來の体を容赦なくつんざく。

　絶頂の極みは桜來の意識を引き連れて爆ぜた。

　激しく痙攣する秘処を労ることなく宛がわれたままの怒張が、事故とばかりにぬるりと愛蜜の泉にその身を賭した。

「んぁ……っ、ふ、ぁ……っっ」

　高みに昇ったままさらに突き上げられて、淫欲が暴発するように凄まじい快楽を押し込まれる。

「っ、っぁ、んっ」

　聞かれてはまずいと押さえるが、嬌声は自分の意思では止められない。

　快感が体を貫くのだから、理性でどうにかできるようなことではないのだ。

　一度深くまで来てから軽く腰を引いて、再びぐちゅりと音を立てて挿し込まれる。

「んんっ」

　こんなに強く打たれたら、体が壊れてしまう。

　そう思うのに、桜來は絶え間なく与えられる快感に洗脳され、激しい抽挿を悦んで咥え込んだ。

　さらなる愉悦を求めて、興奮する体は彼の律動に合わせて腰を震わせる。

「っ、ぁっ、んっ」

　自分から求める行為に快感が増す。

　それを引き受けてくれる鷹矢は、駄目押しとばかりに容赦なく強直を穿った。

「んんぁっ」

　規則的にぐちゅぐちゅと鳴る卑猥な水音は、電話越しに届いてはいないだろうかと怯える。

　だが、第三者に気づかれるかもしれないというスリルは、桜來をぞくぞくとした興奮に誘いざなった。

　腰を深く打ち付け、子宮を抉り上げる鷹矢は、そこだけを執拗に攻める。

「仕方のないことですから、どうかご理解を……っ、ん……」

　腰の動きで鷹矢も少し声を震わせるが、それすらわざとのように彼は喘ぎを漏らす。

　雰囲気が伝わってしまっているのではと、姿の見えない一成への羞恥が込み上げてくる。

　次会うときがあれば、どんな顔をしていればいいのかわからない。

　いや、もう会う必要はないのかと脳を溶かす快感が思考をぼやかす。

「はっきり申し上げさせていただきますが、今回のご縁談は白紙にしていただきたい」

「っ、っんぁ、は……ッ」

「勇蔵様には私からお伝えしますので、お気遣いなく……それでは」

　ようやく鷹矢がスマホを耳から離した。

　適当にスマホを放り、口を押えていた桜來の手をベッドに縫い留めた。

「そんなに気持ちよく喘いで、彼に聞かせたかったのか？」

　意地悪に笑みを含んで見下ろす鷹矢に、ぞくぞくとした興奮に震える。

「違う……っ」

「でもちっとも我慢できてなかったじゃないか」

　そう言いながら鷹矢はさらに速度を上げて抽挿する。

「あっ、ああっ、ゃあぁっ」

　ぱちゅぱちゅと叩くように責められているのに、気持ちよさが勝って喘ぐしかない。

「ほら、その声だよ。俺は誰にも聞かせたくなかったのに」

「あんっ、あっ、んぁっ」

　激しく追求されて、快感が狂ったように体を高ぶらせる。

「っ、はぁっ、あぁ……っ」

　桜來を攻めているはずの鷹矢は、自らも快楽に溺れるように甘い声を漏らす。

　さっきまで電話していたとは思えないほどの熱情に滾っている。

　押さえつけられた両手は、行為に夢中になる彼に握りつぶされてしまいそう。

　それでも時折くれる優しいキスが、桜來の心をときめきでいっぱいにした。

「あっ、鷹矢……ぁっ」

「んっ、ンッ、っ」

　虚ろにも桜來の姿を見失わないようにと、瞼の隙間に恍惚な瞳が見つめてくる。

　桜來も鷹矢の想いを受け止めるように、どこかへ行ってしまいそうな意識をかろうじて繋ぎ止める。

　ふたりの体はともに至極の快楽を燃え上がらせて、同じ場所へ突き抜けていく。

「桜來……ッ、あぁっ」

「んぁあ、鷹矢ぁっ」

　それまでにない激しさで、ふたりの淫欲が互いを高め合う。

　鷹矢を扱く肉襞も、桜來を貫く淫棒も、どちらともが最高潮の悦楽を求めた。

　ベッドがふたりの激しさに軋む。

　熱に浮かされ体に滲む汗は、律動に散らされる。

「ああぁっ、もう……イっちゃ……っ」

「ああ、いいよ……ッ、俺もイくから……」

　激しく脈を打ち、ふたり同時に体が宙を舞う。

　繋がれた部分から火花が飛び散るような極まりが、絶頂に体を押し上げた。

「ああぁああっ」

「っ、んっ……ぁ」

　律動は大きな痙攣に変わり、全身が心臓になったようにどくどくと脈を打つ。

　お互いの体が溶け合っていくように弛緩し、落ちてくる鷹矢は桜來をぎゅっと抱きしめた。

「桜來……」

　はあはあと乱れる呼吸の合間に、慈愛に満ちた声で呼ばれる。

　こんなにも体が満たされ、心までも及ぶこの感覚に、もう目を背けてはいられない。

「鷹、矢……」

　返事をするように呼ぶと、鷹矢は恍惚に微笑んでキスをする。

　やんわりと重なるだけの口づけに、溢れてくるのは多幸感だ。

　最後の最後までを吐き出すように、一度腰を揺らす鷹矢に、体は甘く反応した。

「ん、ぁ……」

「誰にも、渡したくない」

　震えながらわずかに抽挿する鷹矢は、自分に呆れるように微笑んだ。

　ゆるゆると腰を揺らす鷹矢は、眠りかけた自身を揺り起こす。

「桜來を気持ちよくするのは、俺だけだ」

「あ、……っ」

　再び熱を灯した鷹矢は、桜來を手放すまいと抱きしめてまた腰を動かす。

「あぅ、んっ」

「桜來、桜來……ッ」

　再燃の早い鷹矢にまた子宮を穿たれて、快感が蘇った。

　このままもう一度ともに絶頂を見るまでの時間、自分の心にあるはずの確かな想いにわずかに触れた気がした。







【８】 最たる想い








　鷹矢は大切だ。

　家族だから。

（本当に、家族だと思ってる……？）

　自問するものの、イコールで結びつかない。

　それが何を意味するのか、もうわからないふりはできない。

　朝食の時間、鷹矢が作ったトーストとオムレツが出される。

「ありがとう」と小さく言うと、ふっと笑みを見せた鷹矢に胸がどきんと高鳴った。

　これがときめきかと、桜來は察する。

　性的な興奮からもたらされる身体の脈動ではなく、まさに心が熱を上げる反応だ。

　嫉妬を全開にした彼の言葉が耳から離れない。

『誰にも渡したくない』

　昔からずっとそばにいて、いろんなことから守ってくれていた。

　その彼が、それまで見せたことのない切願。

　桜來を想っているからこそ口にされた心に、胸が打たれないわけがない。

　きっとこれは本能だ。彼の真っ直ぐな心に惹かれている。

　甘くしたコーヒーの陰からこっそりと鷹矢の姿を盗み見る。

　バランスの取れた長身に纏う清潔感のあるワイシャツに、黒のエプロンが映える。

　腕まくりをした袖から覗く逞しい筋肉に、組み敷かれたことが思い起こされて、朝からいけない気持ちが芽吹きそうになる。

　今さら気づいたのは、鷹矢の顔面偏差値の高さだ。

　友人たちが騒いでいたことに、なるほどと納得した。

　逆を言えば、鷹矢以外の男性に魅力を感じたことがなかったのはそのせいだ。

　自分の分の食事を持ってきて隣に座った鷹矢。

　律儀にいただきますと手を合わせる姿ですら端正で、その精美さに鼓動を逸らせる。

「早く食べないと遅刻しますよ」

　桜來の視線に気づいた鷹矢が、愛おしさを含んだ眼差しで微笑む。

　目の前に勇蔵がいるのに、惜しみなく送り出される愛情に、耳の先まで真っ赤に染まった。





＊






　今日の業務はなんだかやけに捗っている。

　月末間際でどっさりとまとめてやって来た領収書と伝票の仕分けをテキパキとこなし、昼休憩を挟んで午後から一気に打ち込もうというヤル気に鼻の穴が膨らんだ。

　昨夜あれだけ激しく抱かれたのに、体の疲れはなくてむしろ仕事の効率化を生むほどアドレナリンを感じる。

　この勢いを消さないよう、昼はがっつり系を食べようと席を立ったところで、自席の内線が鳴った。

「はい、経理課です！」

　妙に元気に言ってしまってから恥ずかしさに一旦着席する。

　すると受話器の向こうの受付係が、桜來を名指しした。

『能上さんはいらっしゃいますでしょうか』

「能上は私ですが」

『お客様がお見えです。受付までお願いできますか』

「あ、はい」

　桜來に来客など、働き始めてから初めてのことだ。

　不思議に思いながら、階下フロアの受付に降りる。

　受付前の待合ソファーに腰かけていたのは、一成だった。

　エレベーターの到着に気づいた彼は、申し訳なさそうな笑顔で立ち上がった。

「すみません、こちらまで来てしまって」

「いえ、あの……」

　昨夜のことがあり、気まずいことこの上ない。

　けれど、電話の最中に性交していたことが一成にバレているとは限らない。

　鷹矢の喘ぎは聞こえていたかもしれないが、そこに桜來がいたかどうかはわからなかったはずだ。

「昨夜、鷹矢くんから連絡がありました」

　前触れなく鷹矢の名前を出され、受付の目が気になった。

　しかもここは会社だ。鷹矢がいつこの場に居合わせてもおかしくはない。

　彼の嫉妬の深さを、身をもって知ったばかりだ。

「あの、諏訪さん……ここだとちょっと……」

　声の音量を下げる桜來の様子に、一成は「申し訳ありません」と気づいてくれる。

「そこのカフェで待っています」

　彼の気づかいに平謝りをして、バッグを取りに戻った。

　わざわざ来なくても連絡は取れるはずだったのに、一成にとっては電話では済ませられないほどのことだったのだ。

　それはそうだろう。

　鷹矢にはっきりと縁談を阻止されたのだから、心穏やかにいられるはずがない。

　一成の心中を察しつつも、桜來自身この先、彼との未来を考えられなくなっているのがわかっていて、自分の口からもきちんと話すべきだと思った。

　急いで一成のいるカフェまで行くと、テラス席で片手を挙げた彼を見つけた。

　周りにはランチに出てきたサラリーマンやＯＬの姿が溢れる。

　通りに背を向けていれば知り合いに見られる可能性も低いだろうと奥の席を取ってくれていたらしい。

「すみません、勝手に注文させていただきました」

　席に着くとすでにホットサンドやサラダの乗ったランチプレートが置かれていて、一成は気づかいのできる男だと思う。

　けれど、ここでゆっくり食事をしている場合ではない。

　それこそ一成に対して気を持たせるようなものだ。

「よければ召し上がって……」

「申し訳ありません、諏訪さん。今度のお約束は、行けません」

　周りの目が気になったが、まずは頭を下げるのは当然だ。

　用意されたランチも、手を付けるわけにはいかない。

「鷹矢くん、ですね」

　昨夜の電話の話を桜來も容認していると、言わずとも伝わっている。

「彼は、桜來さんの何ですか？　身の回りの世話をしてくれている兄のような人だとおっしゃっていたので、僕たちのことにあそこまで口を出されるとは思いませんでした」

　一成は落ち着いた口調で言うが、わずかな苛立ちが滲んでいる。

　ふたりの本当の関係を知らないのであれば、そう思うのは当然だ。

　親でも本当の兄弟でもない鷹矢が、首を突っ込んで破談にしようとしたのだから。

「すみません」

　桜來の口からは何も言えない。

　何年もの間隠し通してきた鷹矢の気持ちを簡単に言いふらせない。

　一成は脱力するように背もたれに寄りかかり、小さく溜め息を吐いた。

「僕はなにかしたんでしょうか」

「そんなことは、けして」

　呆れたか、傷つけたか。どちらにせよいい気分ではないだろうとわかる溜め息に、顔を上げられない。

「もしくは……彼と、特別な関係にあるのですか？」

　心臓がぎくりと萎縮する。

　絶対にバレてはいけない……そう思うが、果たして本当にそうだろうか。

　家族以上、ただの知人でも友人でもない。

　鷹矢は好きだと言ってくれて、体も彼に捧げたけれど、桜來は彼に応えていないから恋人でもない。

　もっと堂々と鷹矢との間にある関係性を言葉にできたら、一成との縁談も不快にさせることなく終わっていたかもしれない。

　要は、桜來の気持ちが今一番必要なときなのだ。

「こんなこと本当は言うつもりありませんでしたが……」

　心の葛藤に耽る桜來に、一成は何やら不穏なことを言い出した。

「実は、最初の会食の後、鷹矢くんがうちの会社に来ました」

「え？」

「しかも、堅気の人間とはちょっと違う人たちを引き連れて」

　初耳だ。

　鷹矢からは、一成の意向を聞いて、二度目の食事を所望されたとだけ聞いた。

「ずいぶん強面の部下をお持ちなんですね、彼」

　顔を上げられないまま、心当たりのある顔ぶれが頭をよぎる。

　桜來が生まれる前は、それなりに世間から一目置かれるような人たちだった。

　皆たしかに少々人から怖がられるような容姿をしているが、勇蔵を慕って集っている人情味溢れる心強い仲間だ。

「手切れ金というものを出されました。今回の話をなかったことにしてほしいと脅迫まがいに言われましたよ。そういう世界の人たちは、何事にも威嚇と力任せなのでしょうね」

　さすがにそれは盛りすぎだろうという話に、思わず顔を上げてしまった。

　まさか鷹矢がそんなことをするなんて、信じられない。

「嘘です……。しません、鷹矢はそんなこと……」

「ご本人に確認されてはいかがでしょうか。正直に話してくれるかどうかはわかりませんが」

　一成を見る視界が歪んで見える。

　嘆息する様子を朧に見ながらも、頭の中は鷹矢のことでいっぱいだ。

　鷹矢はそんなことしないとわかっている。

　もちろん信じているけれど、桜來に対する執着が彼を狂わせてもおかしくないと、昨夜の行為がそれを物語る。

「勇蔵さんはご存じなんでしょうか。彼の行動を」

　訝しく眉を顰める一成は両手を握り締め、桜來を案じる様子で見つめてくる。

　鷹矢に対する疑いの感情を見ていられなくて、桜來はうつむいた。

　勇蔵だって、彼のことを心底信頼している。

　これまで一度だって、鷹矢が能上家を裏切ったことはないのだから。

　日和のいいテラス席で、向かい側の一成を通りすがる雲の影が覆う。

　こんな風に桜來を不安にさせるような人だとは思わなかった。

　紳士的だったイメージは、鷹矢への配慮のない直言に覆される。

　鷹矢のことを何も知らない人に、彼を猜疑的に見られるのはたまらない。

　膝に置いた拳でスカートをきつく握って口を開いた。

「もし仮に、そうだったとしても……これ以上、彼を貶めるようなことは耳にしたくありません」

　自分でも予想外に声が震えていて恥ずかしい。

　けれど、鷹矢を傷つけようとする者から彼を守るためなら大した恥ではない。

　ごそごそとバッグから財布を出し、抜いた二千円をテーブルに置いて立ち上がった。

「申し訳ありません、諏訪さん。今回のお話はなかったことにしてください」

　しっかりと腰を折って頭を下げる。

　周りがちらちらと視線を投げているのはわかっていた。

　それでも、桜來の中途半端な態度が一成に気を持たせていて、鷹矢にも必要のない行動を取らせた。

「桜來さん……」

「申し訳ありません」

　謝ればどんなに相手を傷つけても構わないとはならない。

　勇蔵の顔を立てるためだったとしても、桜來自身心からの結婚の意志がなければ、受けてはいけなかったのだ。

（そんなことしても、誰も幸せになれない）

　鷹矢がしたらしいことの真偽はわからないけれど、桜來にショックを与えるには十分だった。

　彼ならやりかねない。そのくらいの猟奇的な情熱は彼の内に秘められていると思うから。

「失礼します」

　立ち上がった一成の顔を見ずに、足早に席を離れる。

　少しでも現実から逃げないと大人げなくこの場で泣いてしまいそうだった。

　鷹矢は桜來の幸せを考えてくれていたはずだ。

　そんなことするはずがない。

　桜來の幸せが自分の幸せだと、彼は何度も口にしてきた。

　桜來への愛情が故に。

　……故に、これまでの縁談が実を結ばなかったのが、彼が手を回していたからだとしたら。

　彼への信頼をぐらつかせる自分の思考があまりに恥ずかしくて、また涙が込み上げてくる。

（鷹矢は、そんなことしない）

　目元の熱さを堪えると、鼻が痛んでズッと啜った。

「桜來さん」

　肩を叩かれて反射的に振り返る。

　頭の中にいた人を求めて会社への道を急いでいたところに、望んでいた人とは違う顔が息を切らしていて、淋しさが爆発的に膨らんだ。

「すみません、桜來さんのご家族に酷いことを言ってしまって」

　一成は心底反省したように落ち込んだ顔をしていた。

「桜來さんのことが好きで、どうしてもあなたのそばにいる鷹矢くんへの嫉妬が抑えられなくて」

　さらりと告白をする一成に驚くが、彼に応えられるような気持ちは桜來にはなかった。

「ごめんなさい。私……」

　頭にも、胸の中にも鷹矢がいっぱいだ。

「いえ、いいんです。でも、あなたが悲しい顔をしているのは見ていられない」

　す、とポケットから出された藍色のハンカチ。

　歯の浮くようなことを吐き、スマートに労ることのできる一成には、他にもっと相応しい人がいるはずだ。

　目の前に出されたハンカチからは、覚えのある香りがふわりと漂ってきた。

　鷹矢が嫉妬から持ち去ってしまったあの香水だ。

　一成も普段使いしているのかと不思議に思うが、さすがに告白を受けられない相手の優しさには甘えられない。

「大丈夫です……」

「せめて、涙だけでも拭いていただきたい」

　眉を下げて、切なく微笑む一成。

　ここは受け取れないとかぶりを振ると、一瞬くらっと眩暈がした。

　まだ昼食も取っておらず、涙を堪える頭が疲れてしまったのか。

「桜來さん、大丈夫ですか？」

　優しく問いかける一成は、桜來の異変に気づいたのだろう。

　誰の目から見てもきっと素敵な男性なのだと思う。

　そう考えると、わずかに鼓動が跳ねる。

　胸が少し苦しくなって、一成のハンカチが目元に触れるとどきんと大きな音で心臓が鳴った。

　また甘い香りが肺に送り込まれて、眩暈がする。

「桜來さん……」

　立っているのが少し辛くて、肩を抱いてきた一成に寄りかかった。

　体が急に熱を感じた。

　触れているのは一成の手だとわかっているのに、鷹矢に触れられたときのような熱さがそこに灯った。

「大丈夫ですか？　少し休みますか？」

　息を吹きかけるように囁かれた耳が、ぞくりと震える。

　触れられているわけではないのに、そこから首筋にくすぐったさに似たものが駆け下りた。

「……っ」

　ぴくりと肩を震わせた桜來を、一成は何も言わずにそこから誘導する。

　この感覚はあの日も同じようにあった。

　一成との二度目の会食の日。

　鷹矢に迎えに来てもらうまでの間、酒に酔ったのかと思う怠さに一成の肩を借りた。

（どうして、また……）

　具合が悪いわけではないけれど、頭がぼんやりとして歩くのが億劫に感じる。

　休もうと言った一成に連れられるがまま座れるところまでの辛抱だと彼に頼らざるを得なかった。

　近くのビルのエレベーターで地下へ降り、気づけば駐車場に到着していた。

　歩いたからなのか少し息が上がってきた。

　段々と力が入らなくなり、ずる、と体勢を崩すと、咄嗟に転倒から助けてくれる一成。

「大丈夫ですか」

　間近に見る彼の顔に、どきりと胸が音を立てて、どういうわけか触れられた部分からぞくぞくとした甘い痺れが体を震わせた。

「ん……っ」

　少しも一成に対してそんな感情はないのに、体がむずむずと欲情に震えている。

　体の中心が切なさにさらされて、抱き寄せられた感触がやたら興奮を煽ってきた。

　ぴくんと反応する桜來に、一成は言う。

「楽になれるところに行きましょうか」

　爽やかな声音で言われるが、かろうじて息をしている理性が一成を拒む。

　代わりに求めるのは、鷹矢のぬくもりだ。

　しっかりと抱き寄せられ体が熱を上げている。

　一成の感触に体は欲情の火種をくべられているのに、心が欲しているのは鷹矢だ。

（鷹矢……）

　わずかな抵抗が歩みを止めさせるが、抱かれる男の腕にずるずると連れていかれる。

「大丈夫ですよ、怖がらないで」

　耳元で囁かれて、また身震いする。

　かすかに煽られた欲情に、体が鷹矢を欲する。

　それなのにどうして鷹矢ではない男に触れられているのか。

　これが、はっきりとした態度を示さなかった桜來への報いなのか。

　一成を傷つけた代償であるなら、甘んじて受け入れるべきか。

　悲しみと切なさを押し込め心を納得させていると、辿り着いた車のロックの解錠音に紛れて、カツカツと強く踵を鳴らす音が近づいた。

「諏訪！」

　コンクリートの壁に響いたのは、ドスの利いた声。

　聞いたことのない声に、焦点の合わない視線を向ける。

　チッと忌々しそうに舌打ちをした一成が、桜來の腰をぐっと引き寄せた。

「離れろ」

　さらに低く唸る声の主に目を凝らすと、見たことのない怒りに満ちた表情をした鷹矢が迫っていた。

　信じられないくらいの怒りを露にする鷹矢が怖い。

「馴れ馴れしく触るな」

「だけど、触ってほしいそうですよ、……ほら」

　腰から下に手を滑らせる一成の感触に、火照っていた体が素直に情欲に悶えた。

「んっ」

　一成の手に反応したくはないのに、なぜか悦を見出す体に涙が浮かんだ。

「諏訪っ！」

　怒気を孕んだ鷹矢の声にびくりと怯える。

　だけど、その怒りが自分のために引き出されているものだとわかるから、愛おしさで胸がいっぱいになる。

「鷹矢……っ」

　今すぐ彼の元に行きたい。

　いつものように優しく抱きしめて、甘く苛めてほしい。

　体も心も沸点まで高められるのは鷹矢だけなのだ。

　目の前に迫る彼の逞しい腕に飛び込みたくて、力の入らない体を一成の手から抜け出そうとすると、鷹矢を見ていた視界が強制的に一成の方を向かされた。

　顎を掴まれて、突き合わされた顔に一成の唇が迫る。

　嫌だと強く思った瞬間、一気に踏み込んできた鷹矢が、一成の腕を引き剥がして後ろに捻り上げた。

　同時に腰を抱いていた腕が解け、その場にへたりと座り込む。

　車のボンネットにうつぶせに強く押さえつけられた一成は、苦し紛れに嗤った。

「これくらいのことでカッカするなよ、番犬くん」

　照明に陰る鷹矢の怒りに満ちた形相を、瞬きを忘れて見上げた。

「ふざけるな」

「傷害で訴えるぞ」

　鷹矢の怒りに唸り声で返す一成。

「好きにすればいい。女の口説き方も知らないお坊ちゃんは、自分の罪もわかっていないらしいからな」

「なんだと……？」

　ぐっとさらに力を込めた鷹矢に、一成は苦悶に口元を歪めた。

　ふたりが一体何の話で問答しているのかわからず、桜來は体の熱に震えながら見つめる。

「ネタは揃ってるんだ。お前が何か下手なことをすれば、すぐに警察を動かせる」

　苦虫を噛むようにボンネットに額を付けた一成。

「わかったよ、今回は手を引こう」

　何やら穏やかではない話だが、一成は降参したようだ。

　一成を解放した鷹矢は、座り込んだ桜來に飛びつくように抱きしめた。

　いつもの鷹矢の香りが心を穏やかにする。

　それでもまだ体の熱は引かなくて、脱力するように彼の胸に凭れた。

「……また嗅がされましたね」

　鼻をすんと鳴らした鷹矢は呟いた。

　何のことかと疑問に思うが、このまま安堵の中に沈んでしまいたいと思う願望の方が勝る。

　彼の頼もしさが泣きたくなるほどの安心をもたらしてくれる。

　瞳の潤みの中見上げたそこにいつもの何倍もの輝きで微笑む鷹矢に、胸がときめきに打ち震えた。

「あとで慰めてあげますから」

　それがどういう意味なのか、彼の甘い空気を感じ取って身悶えた。

「遊ぶ玩具は選ばないといけないな」

　独り言ちる一成は体勢を立て直し、ずれたネクタイを息苦しそうに解いた。

「何のことを言っているのかは今回だけ目を瞑ってやる」

　鷹矢は桜來を軽々しく言ったことに腹を立てたのだ。

　だが、もうあきらめた様子の一成をこれ以上詰る必要はないと、唸りを抑えた。

「それでは、今回はご縁がなかったということで、失礼します」

　紳士然として軽く頭を下げる一成は、すぐそこに停めてあった自車に乗り込み、アクセルをふかして去っていった。

　排気ガスの臭いが鼻をつく。

　だけど、すぐに鷹矢が自分の胸に収めてくれて、いつもの香りで肺を一杯にした。

「桜來、よかった」

　自分の手元に戻ってきたことを喜ぶように、鷹矢が溜め息を吐く。

「鷹矢……」

　さっきの怖い顔が消えていることを確かめたくて見上げると、頬に手を添える鷹矢の親指が桜來の唇をなぞった。

「……っん」

　安心したとは言え、まだ体の火照りは治まっていなかった。

　むしろ、鷹矢の腕の中で余計に火が強まり、悦情への期待に鼓動が逸る。

　しゃがみ込んだまま、車の陰で見つめる先の瞳が揺れた。

　鷹矢は数度唇を撫でた後、顔を傾けて自分のそれをそっと重ねた。

　彼の気持ちが流れ込んでくる。

　桜來を想ってくれているとわかる愛の込められた口づけに、彼の首根を両腕で抱えた。

　密着度の高まるキスに、気持ちが爆発的に膨らむ。

　昔からいつだって、桜來を見守ってきてくれた鷹矢。

　些細な不安も払拭してくれるくらいにそばにいてくれた。

　この先もきっと、桜來は鷹矢に甘えて、甘えさせられていく。

　そういう未来しか見えない。

　桜來のそばには鷹矢以外がいることを考えられない。

「た、かや……」

　少しできた唇の隙間から、気持ちが零れる。

「鷹矢、……好きだよ。好きなの。だから、ずっとそばにいて」

　彼を見つめる視界が、心の底から込み上げる感情に歪む。

　突然の告白に、鷹矢は大きく目を見開いた。

「鷹矢に、甘えてばっかりじゃなくて、ちゃんとお料理もする。お洗濯だって、掃除だってできるから」

「……うん」

「だから……っ」

「結婚は、俺としようか」

　うっとりとするほど甘く蕩けた笑みに、堰を切ったように涙が溢れてくる。

「うん……っ、するっ」

　ずると鼻を啜った桜來に、鷹矢は優しく口づける。

　唇に灯った熱が簡単に欲情を煽って、体の真ん中に切なさが蓄積していく。

　舌を差し出すと、鷹矢は撫で返してくれる。

「ん、っふ、ぁ……」

　気持ちを伴って絡み合う粘膜は、切なく溜まる欲望を焚きつける燃料だ。

　隙間を埋めるための行為はもちろんこれだけじゃ足りない。

　桜來を抱きしめている鷹矢の手が、腰のラインを撫で降り座り込む桜來の臀部に辿り着く。

　柔く撫でられて、こそばゆさよりも性的な感度に腰を揺らした。

「あ……」

　双丘の間にわざと指を滑らせて、スカートの上から恥部に触れる。

　感度の高い場所を擦られて、今いるところがどこかも忘れて、大いに感じた。

「あぁあっ」

　布越しのもどかしさにも、熱のこもっていた体は快感を強請る。

「あっ、あ、っんぁ」

「ここがどこか、わかってるのか？　そんなに喘いで」

「ぁ、やっ」

　誰かに見られてはいけないことをしているのに、やめてほしくない。

　もっと気持ちいいところを触ってほしくて、鷹矢の指に合わせて腰が動く。

「いやらしいな、桜來は」

「あん、あっ」

　そういう鷹矢も、桜來の動きに合わせて指圧を強める。

　ちゃんと感じるように動かしてくれて、桜來の体はそのまま悦楽の高みを目指す。

「あっ、たか、っ、やぁ」

「……イって」

　催眠でもかけるような低い声に導かれるまま、体が悦情に撃ち抜かれた。

「んやぁああっっ」

　びくっと大きく引き攣る体とともに、意識が快楽の中を突き抜ける。

「あ……ん」

「こんなんじゃ仕事に戻れないな」

　仕事と聞いて、午前中までのやる気を遠くに思い出す。

　けれど、体はピクピクと甘い感覚に痙攣していて力が入らない。

　鷹矢は桜來を抱き寄せたまま、ポケットから小瓶を取り出す。

　片手で器用に栓を開け口に含んだかと思うと、桜來の顎を優しく持ち上げ、口移しで液体を桜來に流し込んだ。

　ジュースでも酒でもない。何か得体の知れないものなのに、不思議と鷹矢が出したものなら悪いものではないと信じられる。

　甘いフルーツのフレーバーが鼻に抜け、こくんと一度に飲み込んだ。

　わずかに口端から液体が頬を伝う。

　それを唇で拭ってくれる鷹矢の顔が、視界に戻ってきた。

「少しすれば楽になる。……そしたら、もっと最高に気持ちいいことしてやるから」

　鷹矢の瞳に獰猛な獣の本能が見え、悦を期待する体がゾクゾクと震える。

　スマホを取り出した鷹矢は、桜來を離さないまま電話をかける。

「車を回してくれ。四丁目の地下駐車場だ。……ああ、間に合った」

　相手は秘書だ。電話の向こうの彼も現状を察しているのだろうか。

　しばらくして目の前に見慣れた車が到着した。

「よかったです。お嬢が会社を出られるのに気づいて」

「ああ、案の定だった。助かったよ。ありがとう」

　鷹矢は後部座席に桜來を乗せながら、運転手の彼に謝意を伝える。

　ふたりの間にしかわからない話をぼんやりと聞くが、体は少しずつ熱を下げているようだった。

　さっき飲まされたものは何だったのか、一体それがどういうことなのか、聞いてもいいのだろうか。

　発進した車内で、寄りかかる鷹矢を恐る恐る見上げると、いつもの夜の顔に見つめられる。

　鷹矢のかっこよさが、今は何十倍にも見える。

　気持ちを自覚したからだろうか。

（それに、さっき鷹矢は……）

「け、こん……？」

　夢か現かわからずに、これまでにないほどの幸せを感じた気がする。

「その話はあとでしましょう。今日はもう仕事にならない。悪いが自宅に車を回してくれないか。お嬢の体調がよくない」

「承知しました」

　体調が悪いわけではけしてない。むしろ、気持ちのいいことをされて体は逆上せているだけなのに、鷹矢は会社に桜來の早退を連絡する。

「大丈夫、だよ。私まだやらなきゃいけないことが……」

「無理は禁物です。仕事のことはとりあえず、今日は忘れてください。これは社長命令です」

　突然立場を盾にしてきた鷹矢に、もう何も言えなくなる。

　今までそんなこと一度だってしたことなかった。

　そうしなければいけないほど、鷹矢は桜來を案じているのだ。

　素直に頷くと、鷹矢は桜來の頭頂部に軽くキスをした。

　第三者がいる前で、甘い空気をはっきりと出したことはなかったのに。

　秘書から見られるのもいとわない。

　頭をよぎったことに、はたと瞬く。

　もしかしたら、秘書の彼は鷹矢の思惑を知っていたのではないか。

　一成に言われたことが、やけに引っかかった。

　部下を連れて、一成のもとに訪れたという鷹矢。

　金を積み、縁談を破談にしろと脅迫してきたと。

「親父には知らせないでくれ。あの人、無駄に心配性だから」

「了解です。社長の午後の業務も明日以降に」

「助かるよ」

　桜來の看病をするという鷹矢は、自宅に着くなり横抱きに桜來を車から降ろした。

　指示を受けた秘書はそのまま会社に戻るようだ。

「鷹矢も仕事に戻って？　私は平気だから」

「こんな状態なのに、放っておけるわけないでしょう」

　鷹矢はもっともらしくそう言って、桜來を抱えたまま彼の自室のある離れに足を向けた。

　自分の部屋に連れて行かれるわけではないと気づいた瞬間、心臓が破けそうな音を立てた。

　小さい頃は、母屋から繋がる渡り廊下を通ってよくここへ来ていた。

　最後に来たのはいつだっただろう。

「鷹、矢……？」

　何も言わない鷹矢は、器用に部屋の鍵を開け中に身を通す。

　母屋の玄関よりは狭く感じるが、それでも彼がひとりで生活するには十分だ。

　玄関から上がった先の扉を開くと、広いワンルームが広がる。

　ブラインドの隙間から日光を零す部屋は薄暗い。

　シンプルな家具が彼の律儀な性格を表していて、ここは彼の領域内だと知らしめられ緊張が走る。

　有無を言わさず連れてこられたここからは、簡単に逃げられないのではないかと妙な恐怖が鼓動を逸らせる。

　鷹矢は奥のベッドに桜來をそっと下ろし、両腕で取り囲んだ。

　見上げる彼の瞳に、外界から零れる光が挿す。

　少しも微笑まない何かを決意するような強さを孕んだ色に、胸がきゅうと締め付けられた。

「たか……」

　怖さとときめきを半々に怖々と口を開くと、鷹矢はゆっくりと顔を落として唇を重ねた。

　一瞬でとろける唇に、情欲の火が灯る。

　角度を変えてできた隙間に、熱い舌が挿し込まれる。

「っ」

　じっくりと味わうように丹念に絡まってくる。

　もっと深く交じり合いたいと蠢く舌。

　唾液を処理できずに、口の端からつうと零れ落ちた。

「っ、んっ」

　呼吸が上手くできなくて苦しいのに、離してほしくない。

　だけど、高まる感情に横入りする思考が、彼の胸をそっと押させた。

　素直に桜來の意志に従う鷹矢は、一旦唇を離す。

　恐る恐る見上げると、悲しそうに目元をしかめる鷹矢に切なくなった。

　触れ合いたくないわけじゃない。

　自分の気持ちに気づいたのだから、彼がなぜここへ連れて来たのか十分にわかっていることだ。

「鷹矢のこと、好きだよ。だから聞きたいの……。諏訪さんに会いに行ったの？　最初の食事のあと、うちの人達何人か連れて……破談するように、脅したって……」

　鷹矢はそんなことはしていないと信じているのに、否定をしてほしくて尋ねる声が尻すぼみに震えた。

　けれど、目元に悲しみを携えたままの鷹矢は、桜來の言葉を聞いて静かに答えた。

「ええ、本当ですよ。幻滅しましたか？」

　信じられないことに、彼はあっさりそれを認めてしまった。

　開き直るように薄く笑みを浮かべる鷹矢は、桜來のこめかみに伝う涙を優しく拭ってくれる。

　流れる涙の理由が自分でもわからない。

　ショックを受けているとは、自分でも思いたくなかった。

　彼の行動には、理由がある。

　それを確かめたくて開いた唇は震えた。

「ど、して……」

「桜來が幸せになれないとわかっていることを、俺は許せなかった。それだけです」

　つまり、桜來のためだと彼は言う。

「お、お金……で、解決しようとしたって……」

　自分の勢いを殺さないうちに、真相を問い質す。

　本当は聞きたくない。

　例えそれが桜來のためだったとしても、人道に外れたことなんてしてほしくはないという身勝手な期待を寄せているだけ。

　鷹矢はもう荒れていた頃の彼ではなく、桜來を慕う強くて優しい人なのだ。

「金で桜來が手に入るなら、いくらだって積んでたさ」

　ぽろぽろと零れ続ける涙を拭っては、その濡れた指に口づける鷹矢。

　深く瞬いた瞼の裏に悲しみを仕舞い、彼は優しく微笑んだ。

「でもそれで桜來の心が手に入るとは限らないだろ。俺は桜來の全部が欲しかったんだ。体も、心も……全部」

　見上げる瞳に嘘偽りはなく、ただひたすらに桜來を想ってくれているという愛情だけがそこに宿っていた。

「手切れ金、って諏訪さんが言ってたのは……」

「たとえできたとしても、桜來を金で買うようなことするはずがないだろ。桜來はモノじゃない。俺の大切な人だ。自分の命に代えてでも守りたいと思った、かけがえのない存在なんだ」

　心からのものだとわかる言葉に、溢れる涙が止まらない。

　鷹矢が自分を想ってくれていることが、嬉しくてたまらない。

「私、諏訪さんに言われて、そんなことないって思って……鷹矢を信じてたのに、私……」

「諏訪、諏訪って……いつまで他の男の名前を桜來の口から聞かなきゃいけないんだよ」

　全面に嫉妬を押し出した鷹矢は、咎めるように桜來の唇を塞ぐ。

　すぐに舌を挿し込んで、情熱的な蠢きで桜來を誘い込んだ。

「ぅっ、っん……っ」

　躊躇うことなく彼に差し出す舌は、熱く扱き上げられて喉で喘ぐ。

　絡み合う熱に互いの想いが乗って、心がはちきれそうに彼を求める。

　もっと深くに来てほしくて、鷹矢の首根に両腕を回した。

　距離のあった逞しい体が桜來を押し潰す。

　さらなる苦しさに、自分の中に取り込もうとするような鷹矢の腕に強く抱かれて幸せを感じた。

（鷹矢、鷹矢……っ）

　声にならずもどかしく思いつつも、心の中で何度も愛しい人の名前を呼ぶ。

（好き、好き、好き……）

　その想いを汲み取るようにますます強く舌が扱かれる。

　体の怠さはもうない。

　あるのは滾るような悦情の炎。

　体は一度快感の高みに達したのに、さっきよりずっと愛欲が膨れて仕方ない。

　鷹矢を欲する体は、取り込まれんばかりに密着しているのに、もっと近くに行きたいと自ら彼を強く抱き寄せる。

　すると、このまま溶け込んでしまいそうに密着していた体がふっと解かれる。

　唇にも距離ができてしまい、途端に淋しくなった。

「やだ、鷹矢……っ」

　わがままを言う子どものように、泣きそうに強請ると、視界に映る近距離の顔が甘だるく笑った。

　きゅうんと胸がときめきに震えたかと思ったとき、秒も数えない間にたくし上げられたスカートの中へ鷹矢の手が侵入し、ショーツの上から秘処を撫で上げた。

「ああああっ！」

　期待をしていた快感に、全身が震え上がる。

「凄いな、いつからこんなにしてた？」

　鷹矢が呆れたように言うのにはわけがある。

　ゆっくりと擦られるそこは、布越しでもヌチヌチと音を立てるほどぐっしょりと濡れていた。

「ああ、やぁ、んぁあ」

　断続的に送り込まれる刺激に返すのは嬌声だけ。

「下着の意味ないじゃないか」

　恥ずかしいことをあえて耳に吹き込まれて、余計に体が興奮を覚える。

　意地悪な鷹矢はこんなときにしか見られない。

　普段は桜來至上主義の姿勢を断固として崩さない彼が、豹変するこのときがたまらなく好きだ。

「もう一回イっておこうか」

　囁く鷹矢の声に素直に従う体。

　濡れた下着が吸い付き、恥部全体に快感をもたらす。

「ああっ、あんっ」

　そこだけに意識が集中する。

　下肢が卑猥な道具に成り下がったように、快楽だけを貪る。

　鷹矢がそれを主導してくれているのがただただ幸せで、彼の思惑通りに快楽を追求していく。

「んあっ、あんっ、あっ」

（気持ちいい、鷹矢、気持ちいいよ）

　気持ちを伝えたいのに、口から溢れるのは感度の高さを示す喘ぎだけ。

　桜來の快感のポイントを知り尽くす鷹矢の指技に、体が到達点を迎えるのは簡単だった。

　快感だけが意識を占め、他の何も考えられなくなる瞬間。

　体の内側から爆ぜるような絶頂が全身を貫く。

「んぁああああっ」

　大きく体が仰け反り悦楽に舞う。

　飛んで行ってしまわないよう抱きしめてくれる鷹矢。

　彼の腕の中にびくびくと強張る体が落ちる。

　大いに快感を味わい、大好きな人の腕の中で泥濘のような幸せに浸る。

「桜來は素直で可愛いな」

　額を合わせて唇を重ねる。

　呆けた口からは、悦に艶めく唾液が零れる。

「桜來……もっと俺を感じて」

　そうしたいと返事をしたいのに、体が思うように動かない。

　それをわかっているかのように、鷹矢は桜來からショーツを引き抜いた。

　はあはあと足りない酸素を欲する体は当然抵抗なんてしなくて、されるがままに身を委ねる。

「あんな媚も薬の使わなくても、最高に気持ちいいことしてやる」

　何のことか理解する間もなく、まだ引き攣っている秘処にずぷりと二本の指が挿し込まれる。

「ああぁっっ」

　それだけでさっきまで感じたものとは違う酷く切ない悦情が押し上げられて、悲鳴のような嬌声を上げてしまった。

　口づけをしながら、鷹矢は激しい指の抽挿に徹する。

「ああっ、ああんっ、やぁああっ」

　腹に近い場所を強くこすられて、気持ちいいなどと生ぬるい表現では足りないくらいの快感が全身を揺さぶる。

「ああっ、んやぁあっ」

　自分の声が鷹矢の部屋に隙間なく響き渡る。

　その合間にも、体の中からぐちゅぐちゅと卑猥な水音が、リズミカルに合いの手を打つ。

「気持ちよさそうだな、嬉しいよ」

「あんっ、んはっ、ひぁっ」

　虚ろに見える鷹矢の微笑みがとても尊くて、激しい快感の中でも彼の喜びに一役買えていることがたまらなく嬉しかった。

「たかっ、あっ、だめ……っ」

　言った瞬間に、堪え切れなかった絶頂に思考が弾け、それとともに高まった体が快楽の至高を噴き出した。

「やぁぁああっ」

　激しい痙攣とともに、鷹矢の腕を濡らすほどの愛液が飛び散る。

　その光景をうっとりと恍惚に見つめる鷹矢の顔に手を伸ばした。

「っ、たかや……んっ」

　びくんびくんと引き攣る体は、絶頂を迎えて満たされているはずなのに、まだ足りないと彼を求めている。

「桜來、凄いよ……」

「んっ、鷹矢……っ、まだ……」

　伸ばした手を掬い取る鷹矢は、桜來の手に口づけてくれる。

「おねだりが巧いな」

　目を細める彼に、褒められた嬉しさがまた体に火を灯す。

「もっと、して……」

「何回イけばいいんだ？」

　堪らないと言いたげに恍惚な溜め息を吐く鷹矢は、桜來の衣服の全部を剥ぎ取る。

　悦に塗れた熱い体を鷹矢の前に晒して、さらなる興奮に身悶えた。

「ん……ぁ……」

　桜來に跨り膝をついて自らの服を脱ぎながら、鷹矢は熱情にたぎった眼差しで見つめる。

　またしても桜來の目の前に現れた雄々しい鷹の姿は、その強さが秘める色気に桜來の脳を淫猥に染め上げた。

「素敵……鷹矢」

　何度も触れたくなるその姿に指を滑らせる。

「んっ、は……」

　それだけで、鷹矢は火照った吐息を天井に吐き、体を震わせた。

　桜來の感触を噛みしめるように瞬いてから、両手を大きな膨らみに宛てがった。

　手のひらで弾力を確かめたかと思うと、桜來の愛液に濡れたままの指の間で先端を挟む。

　やわやわと形を変えられながら、乳首にもたらされる刺激が快感を生んだ。

「あああっ」

　びりびりと子宮に愉悦が送り込まれる。

「あっ、やっ、いやっ」

「してほしいって言ったのは桜來だろ？　嫌なはずはないよな、そんなに腰を揺らして」

「んぁっ」

　緩急をつけていじめられる乳房の先端は、鷹矢の言うとおり嫌がるどころかもっと強く捏ねてほしいと固くなる。

「あ、あんっ」

「ほら、こんなに感じてる」

　意地悪なことを言う鷹矢に向ける目は、少しの恨めしさも込められず悦に塗れて潤む。

「やぁ、あっ」

　ひたすら感じることしかできず、もどかしさを覚える秘処をもじもじと擦り合わせた。

　乳首の扱きに合わせて、太ももの間で膨らんだ蕾が擦れる。

「んっ、あっ、あっ」

「他にもしてほしいことがあるなら、言って」

　鷹矢の目線は恥部へと注がれていて、桜來の願望はお見通しらしい。

　さっきは口にできたのに、鷹矢に問われると羞恥が先に立って言えなくなる。

　視線を逸らした先では、鷹矢の屹立した男が涎を垂らしている。

　桜來ばかりが気持ちのいいことをしてもらっていて、鷹矢はまだお預け状態だ。

　それが桜來に触れたいと言っているのがわかる。

「来てほしいの……っ、ここ、に……」

　太腿を震わせながらびしょ濡れの恥部を晒すと、鷹矢は瞠目して喉をごくりと鳴らした。

「は……桜來……」

　参ったように前髪をくしゃりと崩す鷹矢は、火照った息に混ぜて呟く。

「もう、どうなっても知らないからな」

　その言葉までは辛うじて生きていた理性が、顔を覆った手に取り払われるように、次に現れた鷹矢の瞳には、欲情の権化となった獰猛さがめらめらと滾っていた。

　今にも食べられてしまいそうな興奮に体がかたかたと震える。

　けれど、本能はそれを大いに期待していて、逃げようという選択は生まれなかった。

　鷹矢に食べられるのなら本望だ。

　血の一滴も、骨の髄まで喰らい尽くしてほしい。

「桜來……」

　呼ばれた名前は唇に吹き込まれる。

　これから壊れるほど抱かれるとは思えないほど、優しくしっとりと唇を合わせられた。

　柔いキスを繰り返しながら、鷹矢は律儀に高まった自身に労りの膜を被せる。

　かすかなリップ音を最後に、身を起こした彼を酔うように虚ろな眼で見上げた。

「鷹矢、好き」

「俺も、好きだよ。……愛してる」

　ああ、幸せだ。

　これを幸せというのだ。

　はっきりとした言葉を紡いだのはそれが最後だった。

　瞬間、固い屹立がずぷりと桜來の子宮目がけて強く穿たれた。

「んはぁああっ！」

　感傷を打ち破った至高の快感が、脳天を突くほどの強烈さで全身に放たれる。

　一度最奥を貫いた剛直は、引き戻りながら愉悦を誘う。

「ひぃん、んんっ」

　彼を逃すまいと絡みつく肉襞が、自ら悦楽を高めようと蠢く。

「桜來っ、んっ、あっ」

　捕まる鷹矢は女々しく喘ぐ。

　体はこんなにも雄々しく猛々しいのに。

　わずかに体を震わせ、限界を抑え込んでいる。

　短く息を吐き出し、自我を取り戻す屹立を今一度桜來に深く突き立てた。

「ああああっ」

　彼を見る余裕は容易く払い除けられ、ぶつけられる快感の衝撃にのけ反る。

　再度肉襞を擦り上げる鷹矢は、もう桜來に隙を与えずすぐに子宮を穿った。

「あんっ、ああっ、んはっ」

　何度も、何度も、何度も強い快感に打たれる。

　激しい動きに意識を払われ、ひたすらに気持ちのいいことだけが桜來を襲う。

　鷹矢も同じように感じてくれているのかたしかめたくて、手を伸ばす。

　すると、安心感を与えてくれる手にしっかりと握りしめられた。

「桜來、おいで」

　遠くでそう言われて目を開けると、容易く体を抱き起こされた。

　すとんと鷹矢の膝に座らされて、繋がったままだった部分がなおさら熱く深さを増した。

「やああっ、鷹矢ぁ……っ」

「大丈夫、もっと気持ちよくするだけ」

　自分の重みで深く挿され、くらくらと眩暈がするほどの快感を味わう。

　怖くて鷹矢にしがみつくと、彼は嬉しそうに笑って器用に腰を突き上げた。

「んっ」

「あっ、やっ、だめ……っ、凄いのぉっ」

　逃げられない快感の応酬に、髪を振り乱して喘ぐ。

　快感を貪る子宮はもうぐずぐずだ。

　下から容赦なく突かれ、激しく揺れる体は全部が悦びに咽ぶ。

「あぅっ、あっ、あ、イっちゃ……ぁっ」

　何度かわからない絶頂を迎えに行こうと、自らも彼に合わせて腰を振る。

　ぐちゅっ、ぐちゅっと繋がりから溢れる愛蜜が泡立つ。

「ああ、桜來……いいよ」

　鷹矢も同じく感じてくれていることが嬉しい。

　一緒に高みに行きたくて、深く挿された怒張を隘路で扱いた。

「んっ、桜來っ、まずい、それ……ッ」

「あんっ、んんっ、あっ」

　自分の気持ちいいことをすると、鷹矢も同じように悦んでくれることがたまらなく嬉しくて、ますます激しく腰を振る。

　ギリギリのところで鷹矢を待っていた体が、限界を迎える。

「鷹矢っ、鷹矢ぁっ」

「あっ、桜來っ、俺も……っ」

　ふたり一緒がよくて、激しい動きの中でも必死に鷹矢を連れて行こうと唇を合わせた。

「んぅうっ、んんっ」

　全部を溶け合わせながら快感を押し上げていく。

　体の中心が最高温度に達したとき、ふたりの繋がりから弾けるような快楽が瞬時に爆発した。

「んんんんんっ！」

「は、んん……ッ」

　達観する体が絶頂に打ち震える。

　それを取り零さないよう互いの体をしっかりと抱き合った。

　欲望に塗れた汗が流れる。

　少しだって離れるのが嫌で、キスをしながらベッドに横たえられた。

　ぴくぴくと痙攣の治まらない体は、繋がれたまま。

「ん、ぁ……」

　これだけ深く交わっているのに、足りないとばかりに舌を絡め合う。

　桜來の中で脈打つ鷹矢は達した体を引こうとせず、ゆるゆると抽挿を再開した。

「あ、あん」

　未だひくつき快楽の高みを揺蕩う桜來は、彼の底知れない雄の欲望を目の当たりにする。

「終業時刻までは、親父も姐さんも俺達は会社にいると思ってるはずだから」

　再び目を覚ました彼自身が、桜來の中を怒張で押し広げる。

「あ……」

「あと数時間は、ふたりきりでいられる、……んっ」

「……っ」

　ぐんと怒張を奥に押し込まれて、簡単に悦情に火を点けられた。

　精気を取り戻す屹立が、それまで桜來を犯すのだと宣言されたようで、恐怖と期待に大いに体を震わせた。

　一度桜來から抜け出し、欲液の溜まりを脱ぎ捨てる鷹矢。

　真新しいものに着せ替えられた彼の雄々しいそれは、両手を押さえつけた桜來に打ち込まれ、また最初から律動が始まる。

「あっ、んぁっ、鷹矢っ」

　さっきも達したはずなのに、彼はまるでそれが随分と過去のことだったかのように、いきなり激しい動きで桜來を犯す。

　絶頂に高まりを置いたままで、桜來の体はすぐに淫欲の手に堕ちる。

　固いしこりが腹の奥で性感帯を何度も擦り上げる。

　くちゃくちゃと卑猥に啼く子宮が、桜來を悦びに導いてくれる。

「あんっ、あぅっ、アッ」

　その悦情を包み隠さず溢れる嬌声に乗せると、鷹矢は嬉しそうに微笑んだ。

「ああ、桜來……可愛い、桜來……っん」

　腰を激しく打ち付け、自らの快感ももちろんのこと、桜來を悦ばせようとする彼の従順な愛がその行為には溢れている。

「ああっ、鷹矢ッ、またイくのぉ……っ」

「んっ、いいよ、イって……っ」

「ああんんんっ」

　絶頂に押し上げる鷹矢に導かれるまま、与えられた快感を全身で受け止める。

　何度達しても、気持ちいいことは衰えなくて、最高の感覚が桜來を撃ち抜く。

　一瞬自分がどこにいるのかわからなくなるほど、真っ白に弾ける意識が、鷹矢の優しいキスに引き戻された。

「桜來……可愛いよ。誰にも渡さないから」

　心底桜來のことだけを想う鷹矢の、大きすぎる愛に胸が悦びに苦しくなる。

「鷹矢、好きよ、好き……愛してる」

　息も絶え絶えの中、彼に応えたくて絞り出す声に、鷹矢は堪らない様子で体を震わせた。

「桜來……」

　はあと熱い息を吐き出し、くたりと落ちた桜來の体をうつ伏せに翻した。

　ベッドに押し付けられるように背中から抱きしめられ、両手に彼の手が被さるのと同時に、下肢に割り込んだ強直が愛涎を垂らす蜜処に、ぐぷりと埋め込まれた。

「んはぁあっ」

　今までに感じたことのない場処を押されて、目の前が快感にチカチカと火花を散らした。

「興奮するな……ッ、後ろ姿……」

「あぁぁんっ」

　最奥を擦られて、初めての淫処に強烈な快感が走る。

　臍に近い腹の奥のピンポイントを突かれる。

　その場処を見つけたことを悦ぶように、鷹矢は集中的にそこを突いた。

「ああっ、あっ、ああっ、やぁっ」

　彼の熱い切っ先が何度も性感帯を抉り、ベッドの軋みに合わせて湿った嬌声が溢れる。

　一番いいところだけを的確に攻められて、たちまち桜來は絶頂への道筋を掴む。

　頭から足先の隅々までを鷹矢の熱情で覆い尽くされる。

　どこをどう取っても快感に侵されている体は、鷹矢への想いがそれに伴って沸き立つ。

　今までどうしてその感情を自覚できていなかったのかが不思議なほど、彼が好きだと細胞レベルで感じる。

（鷹矢っ、好き……っ）

　快感に脳を揺らされながらも自分の気持ちをはっきりと手に取ると、その想いが体を焼き尽くすように熱くなって最高潮の悦楽を噴き出させた。

「んあああアッ」

　ドクンドクンと心臓が破けそうに鼓動して、酷く脈打つ体を鷹矢は背中から強く抱きしめた。

「桜來……愛してる」

「あ……は……ぁ」

　想いを返したいのに、体が言うことを聞かない。

　ベッドに沈みそうになりながら、はあはあと酸素を貪っていると、鷹矢は繋がったままの桜來の腹部を抱えて自身をさらなる奥へと押し込んだ。

「いゃああ、ああっ」

　臀部を突き出し雌としての醜態を晒しているのに、未知の快感に貫かれて嬌声を上げるしかない。

「桜來……っ、桜來っ」

「ああっ、やぁああっ、ひああっ」

　鷹矢は容赦なく抽挿を始め、体をつんざくほどの気持ちよさに、快楽に濡れた悲鳴が枕に吸われる。

　打ち付けられる肉杭が腹の奥から愛液を掻き出し、ぐっしょり濡れた蜜処を叩く音がぱちゅぱちゅと卑猥に響いた。

　自分の体が全部性感帯になったと思うほど、気持ちいい。

　鷹矢は愛に溢れた剛直で穿ちながら、ベッドに擦れ揺れる乳房を抱きかかえる。

　やわやわと形を確かめるように解し、しこりを保ったままの先端を指先で強めに扱いた。

　ただでさえ愛欲に溺れていた体がさらに淫猥な刺激を与えられて、おかしくなりそうなほどの強い快感にがくがくと激しく痙攣した。

「あああんっ！　いやあああっ！」

「感じすぎ……っ、そんなにいい？」

　鷹矢が嬉しそうに耳元で囁く。

　その甘い声が鼓膜を震わせて、さらなる快感を上塗りされた。

「やっ！　いや……あっ！　ああっ、イ、……ッ」

　何点もの性感帯が同時に刺激され、意識も感覚も全部が快感に乗っ取られる。

　抑えきれない性的快楽の解放が、全身を散り散りにするほどの強さで桜來を弾き飛ばした。

「あああああああっ!!」

　それまでで一番の快感を絶頂に叩きつけられて、至極の幸福感が引き攣る体に満ち溢れた。

「桜來……桜來……」

　びくびくと痙攣を繰り返す桜來を翻し、正面から抱きしめ直してくれる鷹矢の胸の温かさに意識が溶けていく。

　再びゆっくりと始まる抽挿に、さざ波のような心地好さがくたくたの体に染み渡る。

　達したのに、まだ足りない。

　鷹矢が、足りない。

　彼への想いが桜來の気を狂わせる。

「鷹矢……もっと、欲しい……」

「っ、桜來……ッ」

　苦おしく欲に塗れた顔を歪ませる鷹矢を、体の中から強く求めた。

　そのあとどこまで意識を保っていたか、記憶がない。

　ただ存分に愛を刻まれ、極上の多幸感を何度も味わわされた感覚だけは体が覚えている。

　いや、それだけではない。

　──鷹矢、好き。愛してる。

　──俺もだ、桜來。愛してるよ。

　何度も何度も想いを口にして、心を重ねたことは間違いない。

　初めて会ったときから幾年も経た時間。

　ふたりの間にあった名前のない関係を埋めるように、時間を忘れてお互いを激しく求め合った。







【エピローグ】








（〝横領〟〝結婚詐欺〟……〝諏訪一成、容疑者〟？）

「どういうこと？」

　和造りのワンルームの鷹矢の部屋で、スマホの上に桜來の呟きが落ちる。

　とある夜、夕食を終えシャワーを浴びた後、髪を拭きながらスマホを片手にソファーに腰かけたところで、いつも何気なく見ているネットニュースが目についた。

　驚くことにそこにはよく知った名前があったのだ。

　記事によれば、投資に失敗した容疑者が自社の金に手を付け、その穴埋めに結婚詐欺で金を集めていたという。

　同姓同名かと疑ったが、どうやら大手製薬会社の御曹司のスキャンダルということが、確証を示していた。

「へえ、気になるんだな」

「えっ」

　ネットニュースに見入る桜來の背後から、突然鷹矢が抱きしめてきた。

　記事を読んでいたから彼の気配に気づかなかった。

「多少は気のあった人だもんな」

「ち、違うよ、そんなんじゃ……」

　鷹矢の誤解に振り返ると、疎ましく目を細めた彼の唇が口を塞いだ。

「っ、ん……」

　上から舌を挿し込まれて、息苦しさに涙が滲む。

　受け入れる準備なんてしていなかったのに、これまでに何度も重ねてきた唇はすぐに熱を焚きつけた。

　こうなるともう、なし崩しだ。

「ふ、ぁ……」

　鷹矢は舌を絡めながら、桜來の胸の膨らみに無遠慮に手を這わせる。

　鷹矢にされるがまま、いや、桜來自らそうしてもらうことを望んでいる。

　それを彼が知らないわけがない。

　パジャマ越しなのに、感度が高いのはいつものことで、すぐに尖りを見せる先端を摘まれ身を捩った。

「彼との想い出が懐かしい？」

「そ、んなことない……っ、んっ」

　豊満な胸の大きさを確かめるように、やわやわと手のひら全体で揉み上げて、時折指先で固い乳首を掠める意地悪が施される。

「他の男を気にするなんて、まだ俺の愛が足りないんだな」

「あんっ」

　耳朶を食みながら、桜來の悦情を引き出そうとする鷹矢。

「俺はずっと桜來だけを想ってきたのに、桜來は違った？」

「あっ、んぁっ」

「桜來は俺が幸せにするから、俺だけを見て」

　執拗に乳首を扱かれ、体がぴくぴくと快感に引き攣りだした。

　一成と最後に会ったあの日、鷹矢が彼に向けて言っていた言葉が頭の隅を過り、今見たニュースと結び付いたが、もうそれを気にするどころではない。

　この部屋で体が壊れてしまいそうなほど抱かれたあの日から、数日もしないうちに鷹矢から勇蔵に自分たちのことを話そうと切り出された。

　──桜來を俺だけのものにしたい。

　熱い眼差しで告げられて、当然異論はなかったし、もう彼以外との未来が考えられなかったのだから、たとえ反対されたとしても認めてもらえるまで諦めるつもりはなかった。

　覚悟を決めてふたりの関係を打ち明けたとき、勇蔵はあまりの驚きに言葉を失くしていた。

　けれど、それをやっと理解したときには、灯台下暗しだと自分の見る目のなさを嘆き、そして鷹矢への絶大なる信頼により大いに喜んでくれた。

　母は鷹矢の気持ちには早々に気づいていて、空気を読まない勇蔵の縁談をどう打破していくか黙って見守っていたのだそう。

　自分たちのことを話してから半年。

　桜來が鷹矢の部屋に入り浸るのは日課になっていた。

「あっ、気持ちいいっ、ああっ」

　別棟の部屋なら、桜來がどんなに声を上げても母屋には届かない。

　そう言ったのは鷹矢で、遠慮などない愛撫で日々桜來に深い愛情を注ぎ、桜來もまた彼への溢れる想いを嬌声に乗せていた。

「他の男になんて渡さない。絶対に」

　何度も聞いた断固たる意志が、また悦に濡れた唇に吹き込まれる。

　それと同時に、下肢に滑り降りる鷹矢の手が、するりと太股の間に入り込み、直に割れ目をなぞり上げた。

「あああっ」

「すご、もうこんなにして……やらしい」

「んぁああっ」

　くちくちと粘着質な音を奏でる秘処は、体の隅々まで快感を送り出す。

「こんな風にできるのも、俺だけだよ桜來」

「わ、かってる……っ、私だって……」

　スマホはもうどこに行ったかわからない。

　ネットニュースなんてもうどうでもよくて、嫉妬に燃える指先の感覚に神経を研ぎ澄ませる。

　胸を包む手に、桜來も自分の左手を重ねる。

　そこには何度も口にした誓いの証が、揃いのシルバーリングの輝きとなってふたりの薬指に光っていた。
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【あとがき】








　はじめまして、真まさ蜜みつ綺あや華かです。この度は拙作をご購読いただきありがとうございました。

　現代ものでヒロインにかしずくヒーローとの恋愛をいつか描きたいと思っていたので、こちらを書かせていただけてとても嬉しく思いました。

　ヒロイン絶対至上主義のヒーローが、主従関係を越えての愛情を抱き、それを一心に受けるなんてヒロイン冥利に尽きますね。他のどの女性にも目もくれず、またヒロインに近づく男をヒロインの知らないところで片っ端から払い除けていくのも、愛の大きさを垣間見られてきゅんとしちゃいます。

　今回初めて濃蜜ラブルージュ様で執筆させていただいたのですが、とにかくＲシーンをこんなにもたっぷりと書いたことがなくてなかなかに大変でした。でも、桜來と鷹矢の愛を認め高め合っていく様をＲシーンで表現するのは凄く楽しかったです。

　普段桜來に従順であるからこそ、箍を外したときの鷹矢の愛の暴発ぶりがたまりませんでした。ギャップにはとことん弱いです。

　今回描いている部分以外でも彼らが頭の中の世界で、いろんなトラブルやイチャラブやらを巻き起こしていて、本当はそれをもれなく全部お見せしたかった！　桜來の為に理性を飛ばしてキレる鷹矢を見たかったと思うのは、私の性癖が故です。

　桜來が幼稚園生の頃、どれだけ鷹矢に懐いていたか。小学生になって自慢の兄だった鷹矢は、中学に上がると友人たちからの羨望を受け、高校生になれば異性として圧倒的な魅力があることに気づく。そんな桜來の人生を追ってこそある今作を読めば、世界の深さをもっと味わえたかもしれません。ああ文字数制限が憎い（笑）でもきっと書いても書いても書き足りないはず。

　一度世界に入り込むと、なかなか別世界に切り替えるのが難しくなるほど深くまで浸かってしまうのが私の長所であり短所ですが、またそんな私の世界をお見せすることができれば、そのときはぜひ覗きに来てくだされば幸いです。

　最後に、まだまだ未熟な真蜜にお声がけくださったＳ様を始め、濃蜜ラブルージュ編集部の皆様、カバーイラストをご担当くださったよしざわ様、そしてご購入くださった読者様に心からの謝意をお伝えいたします。ありがとうございました。

　また別の物語でお会いできることを願っております。






真蜜　綺華
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この本は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差が認められることがあります。







●著作権に関して

本作品の全部または一部を複製、編集、修正、変更、頒布、貸与、公衆送信、翻案、配布する等の著作権及び著作者人格権侵害となる行為、および有償・無償に関わらず、本データを第三者に譲渡することは禁止いたします。

●お断り

本作品を電子書籍にて発行するにあたり、簡体字・繁体字などの電子書籍として表現できない文字、ルビ、記号、表組み等、または電子書籍として表現がむずかしい部分等は、原文とは異なる表記になっている場合があります。
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